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はじめに 

人権とは、全ての人が生まれながらに持っている、人として幸せに生きていくために

必要な、誰からも侵されることのない権利です。 

和歌山県では、全ての人の人権が尊重される豊かな社会を実現するため、平成１４年

４月に「和歌山県人権尊重の社会づくり条例」を制定し、これに基づき平成１６年８月

に県の人権施策の基本的な方向を示す「和歌山県人権施策基本方針」を策定しました。

以降、概ね５年ごとに改定を行い、さまざまな人権施策に取り組んでいるところです。 

 こうしたなか、近年、人権をとりまく社会情勢の変化がみられることから、県民の皆

さんの人権意識や、企業等における人権尊重の取組等を把握するため、「和歌山県人権

に関する県民意識調査及び事業所アンケート調査」を実施し、その結果を報告書として

まとめました。 

 調査の結果については、人権が尊重される社会づくりのための施策の検討に活用して

いくこととしています。 

 最後に、調査の実施にあたりまして、貴重な御助言をいただきました和歌山県人権施

策推進審議会委員並びに調査に御協力いただきました県民の皆さんに、厚くお礼申し上

げます。 

 

    令和６年３月 

 

                                          和歌山県企画部長 前 昌治 
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Ⅰ 調査概要                               

１．調査の目的 

和歌山県人権尊重の社会づくり条例に基づき、県民の人権に関する意識等の実態を把握し、

和歌山県人権施策基本方針をはじめとした人権関係施策の基本的方向を検討するための基礎

資料とするために実施した。 

 

２．調査の項目 

（１）回答者の属性 

（２）人権について 

（３）さまざまな人権課題について（女性、子供、高齢者、障害のある人、外国人、ＨＩＶ感染

者やかつてハンセン病を患った人、難病患者、犯罪被害者とその家族、インターネットを利

用した人権侵害やプライバシーに係る人権侵害、性的少数者、働く人、医療の現場における

患者） 

（４）同和問題（部落差別）について 

（５）新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害について 

（６）その他人権全般について 

 

３．調査設計 

（１）調査地域 和歌山県全般 

（２）調査対象 満１８歳以上の県民３，０００人（令和５年４月１日現在） 

（３）抽出方法 層化無作為抽出 

（４）抽出台帳 住民基本台帳から抽出 

（５）調査方法 郵送による調査票の配布・回収  

（６）調査期間 令和５年６月２日（金）～６月３０日（金） 

 

４．回収結果 

（１）発送数 ａ 3,000 

（２）未着返送数（住所不明・転送先不明等） ｂ 18 

（３）実発送数 c=a-b 2,982 

（４）回収数 ｄ 1,358 

（５）無効票（白票等の無効回答） ｅ 2 

（６）有効回答数 f=d-e 1,356 

（７）有効回答率 f/c 45.5% 
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５．報告書の見方 

① 回答は、各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示し、小数点第２位を四捨

五入した。（比率の合計が100.0％にならない場合がある。） 

② 図表上の「ＭＡ％」という表記は複数回答（Multiple Answer の略）の意味である。 

③ クロス集計において、比率算出の基数となるサンプル数が少ない層は、回答結果の比率に

偏りが生じている可能性があるため、結果の読み取りには注意を要す。 

④ 性別の「その他」（n=3）は母数が少ないことから、性別のクロス集計では当該カテゴリー

の表示は省略している。 

⑤ 年齢別の「10歳代」（n=19）、職業別の「その他」（n=15）は、母数が少ないことから一

概に適正な比率とは言えないため、傾向をみるための参考とする。 

 

 

６．調査の精度 

この調査は標本調査であり、今回得られた結果から和歌山県全体（満１８歳未満の県民を

除く）としての意見を推測することができる。この場合、標本誤差は次の式より近似値を求

めることができる。（ただし、信頼度９５％とする） 

 
 ｐ（100－ｐ） 
δ ＝ ｋ  

 ｎ 
 

δ＝標本誤差 
ｎ＝有効回収数（1,356人） 
ｐ＝結果の比率 
ｋ＝信頼度による定数（±1.96） 
 
たとえば、回答者総数（1,356人）を100％とする質問で、ある回答選択肢に対する回答比

率が50％であったとすると、母集団（県民全体）における回答比率は、47.3～52.7％の間で

あると推測される。信頼度95％というのは、同じ方法で100回調査すれば、95回は母集団の

真の値から、上式で求められた誤差の範囲内に入るということである（下記参照）。 

【標 本 誤 差】 

回答比率（ｐ） 標本誤差（δ） 

１０％または９０％ ±１．６％ 

２０％または８０％ ±２．１％ 

３０％または７０％ ±２．４％ 

４０％または６０％ ±２．６％ 

５０％ ±２．７％ 
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Ⅱ 回答者の属性                              

１．性別 

①あなたの性別を教えてください 
 
「男性」の割合が39.7％、「女性」の割合が57.2％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．年齢 

②あなたの年齢を教えてください 
 
「60歳代」の割合が22.1％で最も多く、次いで「50歳代」が19.4％、「70歳以上」が18.6％、

「40歳代」が15.1％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、今回、対象年齢の拡大により追加となった「10歳代」の割

合が1.4％となっているものの、他の年代は大きな変化はみられません。 
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※1 R5年度で新たに設けた選択肢 
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３．職業 

➂あなたの職業を教えてください（主なもの１つだけに○） 
 
「会社員・団体職員」の割合が27.4％で最も多く、次いで「無職」が18.7％、「パート、ア

ルバイト」が18.5％となっています。 

今回、新たに選択肢として追加した「無職」が18.7％、「パート・アルバイト」が18.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

４．居住地域 

④ あなたがお住まいの市町村が含まれている地域の番号に〇をつけてください 
 
「和歌山市」の割合が37.5％で最も多く、次いで「紀の川市・岩出市」が11.3％、「田辺

市・西牟婁郡」が10.5％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、大きな変化はみられません。 
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Ⅲ 調査結果の概要                            

１．「人権」について 

（１）人権についての考え 

「一人ひとりの人権は何よりも尊重されなければならない」の割合が37.2％で最も多く、

次いで「一人ひとりの人権は尊重されるべきだが、ある程度の制約もやむを得ない」の割

合が35.9％となっており、この２項目で約７割を占めています。 

平成30年度調査と比較すると、「一人ひとりの人権は何よりも尊重されなければならな

い」の割合は1.6ポイント減少、「一人ひとりの人権は尊重されるべきだが、ある程度の制

約もやむを得ない」の割合は5.2ポイント減少、「人権という名のもとに、権利の乱用がみ

られることがあるので、むしろ制限されるべきである」の割合は2.5ポイント減少となって

います。 

 

（２）人権に関する意識 

Ａ 今の和歌山県では、人権は十分守られていると思いますかについて、『守られている

と思う』（「守られていると思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計）の割合が47.9％

に対し、『守られていると思わない』（「どちらかといえばそう思わない」と「守られている

と思わない」の合計）が6.4％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、『守られていると思う』（平成30年度までは「そう思う」

「まあそう思う」の合計、Ｂ・Ｃも同様）の割合が1.2ポイント減少、『守られていると思

わない』（平成30年度までは「そうは思わない」「あまりそう思わない」の合計、Ｂ・Ｃも

同様）の割合も3.9ポイント減少しています。 
 
Ｂ 今の和歌山県では、人権を守る教育・啓発活動が十分行われていると思いますかに

ついて、『行われていると思う』（「行われていると思う」と「どちらかといえばそう思う」

の合計）の割合が38.0％、『行われていると思わない』（「どちらかといえばそう思わない」

と「行われていると思わない」の合計）が13.4％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、『行われていると思う』の割合が1.0ポイント増加、『行わ

れていると思わない』の割合が6.7ポイント減少しています。 
 
Ｃ ５年前に比べて県民の人権意識は高くなってきていると思いますかについて、『高く

なってきていると思う』（「高くなってきていると思う」と「どちらかといえばそう思う」の

合計）の割合が33.0％、『高くなってきていると思わない』（「どちらかといえばそう思わな

い」と「高くなってきていると思わない」の合計）の割合が14.1％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、『高くなってきていると思う』の割合が3.9ポイント増加、

『高くなってきていると思わない』の割合が6.9ポイント減少しています。 

 

（３）人権課題の中で関心をもっているもの 

「障害のある人の人権」の割合が55.5％で最も多く、次いで「働く人の人権」 

が46.5％、「情報化社会における人権侵害」が45.6％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、 
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「女性の人権」（42.7％）の割合が21.2ポイント、「情報化社会における人権侵害」が17.8

ポイントそれぞれ増加するなど、いずれの人権においても割合が増加しています。 

 

２．人権侵害を受けた経験 

（１）人権侵害を受けた経験の有無 

「ある」の割合が11.9％で、「ない」が77.1％となっています。 

 

（２）人権侵害を受けたときの対応 

「何もしなかった」の割合が32.7％で最も多く、次いで「家族や親せきに相談した」が

31.5％、「職場の同僚、上司に相談した」が25.3％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「友人や先輩に相談した」の割合が17.6ポイント減少（た

だし、新設の選択肢「職場の同僚、上司に相談した」は25.3％）し、「何もしなかった」

（32.7％）の割合が、今回調査では「黙って我慢をした」の選択肢を除外したことで28.6

ポイント増加しています。 

 

（３）人権侵害を受けたときに何もしなかった理由 

「相手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても解決しないと思ったから」の割合が56.6％

で最も多く、次いで「自分が我慢すればよいと思ったから」が32.1％、「抗議や相談するこ

とで相手との関係が悪くなると思ったから」が26.4％となっています。 

 

３．人権侵害を受けたことを見聞きした経験 

（１）人権侵害を受けたことを見聞きした経験の有無 

「ある」の割合が14.7％で、「ない」が67.0％となっています。 

 

（２）人権侵害を受けたことを見聞きしたときの対応 

「人権侵害を受けている本人に話を聞いた」の割合が42.7％で最も多く、次いで「何も

しなかった」が22.6％、「職場の同僚、上司に相談した」が21.1％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「近所の人、近くに住んでいる友達・先輩に相談した」

（8.5％）の割合が、今回調査では「職場の同僚、上司に相談した」（21.1％）を新設した

ことで26.4ポイント減少しています。 

 

（３）人権侵害を受けたことを見聞きしたときに何もしなかった理由 

「相手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても、解決しないと思ったから」の割合が

37.8％で最も多く、次いで「トラブルに巻き込まれたくなかったから」が28.9％、「相談

するとプライバシーが守られないと思ったから」が20.0％となっています。 

 

４．虐待や暴力がまわりで起きていることを知ったときの対応 

「児童相談所、配偶者暴力相談支援センター、地域包括支援センター、 
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障害者虐待防止センター、警察などへ通報する」の割合が45.4％で最も多く、次いで「虐

待や暴力を受けている本人に話を聞く」が40.3％、「県、市町村、法務局、人権擁護委員に

相談する」が39.2％となっています。 

平成30年以前の調査結果でも、「児童相談所、配偶者暴力相談支援センター、地域包括支

援センター、障害者虐待防止センター、警察などへ通報する」や「県、市町村、法務局、人

権擁護委員に相談する」「虐待や暴力を受けている本人に話を聞く」が上位となっています。 

 

５．女性に関する事柄で、問題だと思うこと 

「家事・育児や介護などを男女が共同に行う社会の仕組みが十分に整えられていない」

の割合が50.4％で最も多く、次いで「「男は仕事、女は家事・育児」など、男女の固定的な

役割分担意識がある」が40.0％、「職場において、採用や昇進などで男女の処遇に違いがあ

る」が32.4％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「女性の政治への

参画や会社役員、管理職などへの登用が少ない」（32.2％）の割合が20.1ポイント、「職場

においてセクハラ（性的嫌がらせ）がある」（25.1％）の割合が14.5ポイント、それぞれ

増加しています。 

 

６．子供に関する事柄で、問題だと思うこと 

「「仲間はずれ」や「無視」、身体への暴力や相手がいやがることをしたり、させたりする

などのいじめを行う」の割合が69.0％で最も多く、次いで「携帯電話などによりインター

ネットの書き込みなどで特定の子供が攻撃される」が59.9％、「親（保護者）が子供に暴力

をふるったり育児を放棄するなどの虐待をする」が51.0％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としていますが、平成30年度調査に比べ、「親（保護者）

が子供に暴力をふるったり育児を放棄するなどの虐待をする」の割合は5.2ポイント減少し、

「携帯電話などによりインターネットの書き込みなどで特定の子供が攻撃される」の割合

は35.6ポイント増加しています。 

 

７．高齢者に関する事柄で、問題だと思うこと 

「低所得のために経済的自立が難しい」の割合が42.8％で最も多く、次いで「悪質商法

などの消費者被害が多い」が39.7％、「認知症の内容や認知症患者のニーズが理解されてい

ない」が29.7％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「認知症の内容や

認知症患者のニーズが理解されていない」の割合が12.0ポイント、「低所得のために経済的

自立が難しい」の割合が10.4ポイント、それぞれ増加しています。 

 

８．障害のある人に関する事柄で、問題だと思うこと 

「障害についての理解や認識が十分でない」の割合が64.2％で最も多く、次いで「仕事

に就く機会が少なく、また障害のある人が働くための職場の環境整備が十分 

でない」が41.7％、「道路や駅などのバリアフリー化が進んでいないため外出 

しづらい」が29.0％となっています。  
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今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「判断能力が十分

でないことに乗じ、詐欺などの被害が発生している」（23.0％）の割合が17.4ポイント、

「障害のある人を避ける、あるいは傷つける言葉や障害をたとえた表現を使う」（27.3％）

の割合が12.4ポイント、それぞれ増加しています。 

 

９．外国人に関する事柄で、問題だと思うこと 

「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分でない」の割合が46.7％で最も

多く、次いで「就職や仕事の内容、待遇などで、不利な条件におかれている」が31.1％、

「日常生活において、外国語の情報が少ないために、十分なサービスを受けることができ

ない」が31.0％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としていますが、平成30年度調査と同様、傾向として、

「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分でない」が最も多く、「就職や仕事

の内容、待遇などで、不利な条件におかれている」の割合が13.3ポイント増加しています。 

 

10．ＨＩＶ感染者やかつてハンセン病を患った人、難病患者に関する事柄で、問題だと

思うこと 

「病気についての理解や認識が十分でない」の割合が66.1％で最も多く、次いで「病気

の後遺症が残っている、感染している、難病であるというだけで本人や家族が世間から好

奇または偏見の目で見られる」が33.1％、「医療保険が対象とならない治療方法があるなど

の理由で、医療費が高額になり、十分な治療が受けられない」が24.9％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「興味本位の報道

がなされる」（18.7％）の割合が8.7ポイント、「本人やその家族の結婚のときに周囲が反対

する」（15.7％）の割合が6.9ポイント、それぞれ増加しています。 

 

11．犯罪被害者とその家族に関する事柄で、問題だと思うこと 

「被害や被害者などがうわさ話などの対象となり、二次被害を受けている」の割合が

50.3％で最も多く、次いで「捜査や裁判に関して心理的・時間的・経済的な負担が大きい」

が48.1％、「マスメディアによる行き過ぎた取材のため日常的な生活を送ることができな

い」が44.1％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「捜査や裁判に関

して心理的・時間的・経済的な負担が大きい」の割合が20.9ポイント、「被害者に対する金

銭の公的な支援制度が十分でない」（28.9％）の割合が16.7ポイント、「被害者の苦しみに

ついて職場や学校での十分な理解を得られない」（27.1％）が16.6ポイント、それぞれ増

加しています。 

 

12．インターネットを利用した人権侵害やプライバシーに係る人権侵害で、問題だと思

うこと 

「インターネット上に他人を誹謗中傷する表現や差別を助長する表現を用いた情報

を掲載する」の割合が65.3％で最も多く、次いで「子供たちの間で、インターネット

を利用した「いじめ問題」が発生している」が49.3％、「ＳＮＳなどが犯罪や自殺 
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を誘発する場となっている」が49.0％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「インターネット

を利用した詐欺などが発生している」（46.1％）の割合が35.1ポイント増加しています。 

 

13．性的少数者に関する事柄で、問題だと思うこと 

「理解や認識が不足している」の割合が59.4％で最も多く、次いで「性的指向・性自認

について公表できる・したいと思える社会になっていない」が37.2％、「侮辱や、いやがら

せがある」が26.4％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「侮辱や、いやが

らせがある」の割合が7.7ポイント増加しています。 

 

14．働く人に関する事柄で、問題だと思うこと 

「長時間労働が続く、あるいは休暇が取得しづらい」の割合が52.9％で最も多く、次い

で「サービス残業が発生している」が48.2％、「育児や介護との両立に必要な職場環境の整

備が十分でない」が38.8％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「心の病などの健

康に関して相談する体制が整備されていない」（29.9％）の割合が12.5ポイント増加して

います。 

 

15．医療の現場における患者に関する事柄で、問題だと思うこと 

「診断を受けた医師とは異なった医師からの意見聴取（セカンドオピニオン）を受ける

機会が十分ではない」の割合が32.7％で最も多く、次いで「医療過誤（医療ミス）が発生

した場合に、患者の権利が守られる体制がない」が30.5％、「救急患者の受け入れが拒否さ

れることがある」が27.7％となっています。 

なお、平成30年度調査では、「医療の現場における患者に関する事柄で、人権上、特に関

心があること」を問う設問とし、質問の趣旨が異なるため、今回の調査結果との比較は行っ

ていません。 

 

16．同和問題（部落差別）についての考え 

（１）同和問題（部落差別）を知ったきっかけ 

「学校の授業で教わった」の割合が33.7％で最も多く、次いで「家族から聞いた」が

15.9％、「同和問題（部落差別）は知っているが、きっかけは覚えていない」が10.6％と

なっています。 

平成30年度調査と比較すると、「同和問題（部落差別）は知っているが、きっかけは覚え

ていない」（10.6％）の割合が5.3ポイント減少しています。 

 

（２）同和問題（部落差別）に関して問題だと思うこと 

「結婚のときに周囲の人が反対をする」の割合が34.8％で最も多く、次いで 

「家を購入するときなどは、同和地区や同じ小学校区域を避ける」が15.3％、
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「身元調査が行われている」が14.3％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「結婚のときに周囲の人が反対をする」の割合が5.5ポイ

ント減少しています。 

 

（３）子供の結婚相手が同和地区の人だとわかったときの対応 

「子供の意思を尊重する」の割合が54.9％で最も多く、次いで「反対だが、子供の意思

であれば、仕方がない」が10.5％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「反対だが、子供の意思であれば、仕方がない」の割合が

5.5ポイント減少しています。 

 

17．新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害についての考え 

「感染者やその家族、あるいは集団感染が発生した施設に対して誹謗中傷が行われる」

の割合が29.8％で最も多く、次いで「新型コロナウイルス感染症についての理解や認識が

十分でない」が27.3％、「マスク着用やワクチン接種ができない人などに対して誹謗中傷が

行われる」が25.3％となっています。 

 

18．人権全般について 

（１）人権に関する法律や県の条例についての認知度 

「内容も知っている」の割合は、“７．男女雇用機会均等法”が53.0％で最も高く、次い

で“10．児童虐待防止法”が36.0％、“８．育児・介護休業法”が35.2％となっています。 

「内容も知っている」と「内容は知らないが聞いたことはある」をあわせた認知度は、

“７．男女雇用機会均等法”が89.1％で最も高く、次いで“10．児童虐待防止法”が88.5％、

“８．育児・介護休業法”が83.1％となっています。 

一方、「まったく知らない」の割合は“15．和歌山県犯罪被害者等支援条例”が64.7％

で最も高くなっています。 

 

（２）「(公財)和歌山県人権啓発センター」の認知度 

「知らない」の割合が50.3％で最も多く、次いで「名前は聞いたことがある」が37.2％、

「知っている」が9.3％となっています。「知っている」と「名前は聞いたことはある」を

あわせた認知度は46.5％となっています。 

 

（３）関心がある和歌山県や(公財)和歌山県人権啓発センターの取組 

「人権侵害を受けた人への相談や支援」の割合が58.6％で最も多く、次いで「テレビや

ラジオなどのメディアを使った啓発活動」が28.0％、「ホームページやＳＮＳを使った啓発

活動」と「人権啓発イベント（ふれあい人権フェスタなど）の開催」がともに19.1％となっ

ています。 

平成30年度調査と比較すると、いずれの項目も大きな変化はありませんが、「人権

啓発イベント（ふれあい人権フェスタなど）の開催」の割合は増加傾向にあります。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 調査結果 
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Ⅳ 調査結果                               

１．「人権」について 

（１）人権についての考え 

問１ あなたは、人権についてどのようにお考えですか（○は１つだけ） 
 

「一人ひとりの人権は何よりも尊重されなければならない」の割合が37.2％で最も多く、

次いで「一人ひとりの人権は尊重されるべきだが、ある程度の制約もやむを得ない」の割合

が35.9％となっており、この２項目で約７割を占めています。 

平成30年度調査と比較すると、「一人ひとりの人権は何よりも尊重されなければならない」

の割合は1.6ポイント減少、「一人ひとりの人権は尊重されるべきだが、ある程度の制約もや

むを得ない」の割合は5.2ポイント減少、「人権という名のもとに、権利の乱用がみられるこ

とがあるので、むしろ制限されるべきである」（2.8％）の割合は2.5ポイント減少となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性、女性ともに「一人ひとりの人権は何よりも尊重されなければならない」

の割合が最も高くなっています。  

37.2

38.8

38.4

43.6

35.9

41.1

42.2

40.5

2.8

5.3

6.3

7.8

3.6

4.1

3.7

5.4

20.4

10.8

9.4

2.7

一人ひとりの人権は何よりも

尊重されなければならない

一人ひとりの人権は尊重され

るべきだが、ある程度の制約

もやむを得ない

人権の名のもとに、権利の乱用がみられること

があるので、むしろ制限されるべきである

わからない

無回答

Ｒ５年度調査
(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査
(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査
(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査
(回答者数=1,581)

(%)
0 20 40 60 80 100

36.8

37.4

36.4

36.7

4.5

1.7

2.8

4.0

19.5

20.2

一人ひとりの人権は何よりも

尊重されなければならない

一人ひとりの人権は尊重され

るべきだが、ある程度の制約

もやむを得ない

人権の名のもとに、権利の乱用がみられることが

あるので、むしろ制限されるべきである

わからない

無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【年齢別】 

年齢別でみると、20歳代から50歳代では「一人ひとりの人権は尊重されるべきだが、ある

程度の制約もやむを得ない」の割合が最も多く、60歳代以上の年代では「一人ひとりの人権

は何よりも尊重されなければならない」の割合が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業別】 

職業別でみると、自営業、会社員・団体職員、パート、アルバイトでは「一人ひとりの人権

は尊重されるべきだが、ある程度の制約もやむを得ない」の割合が最も多いですが、それ以

外では、「一人ひとりの人権は何よりも尊重されなければならない」の割合が最も多くなって

います。 

 

 

  
42.0

35.1

43.0

30.1

33.1

56.8

49.3

42.3

13.3

38.0

39.2

31.2

44.6

37.5

21.6

31.1

27.7

66.7

2.0

2.1

6.5

3.5

2.4

2.7

0.7

2.4

6.7

2.0

4.1

2.2

3.2

3.6

2.7

4.1

3.6

6.7

16.0

19.6

17.2

18.5

23.5

16.2

14.9

24.1

6.7

一人ひとりの人権は何よりも

尊重されなければならない

一人ひとりの人権は尊重され

るべきだが、ある程度の制約

もやむを得ない

人権の名のもとに、権利の乱用がみられることがあるので、むしろ制限されるべきである

わからない

無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

※「10歳代」は回答者数が19人と少なく、結果を見る際には注意が必要で

あるため、結果のコメントは省略しています。（以下同様） 

68.4

33.0

33.1

31.7

33.8

42.8

41.7

15.8

43.1

40.8

39.5

39.5

35.5

27.8

0.0

3.7

4.1

2.0

3.8

1.7

2.4

5.3

4.6

1.8

6.3

2.3

2.7

4.0

10.5

15.6

20.1

20.5

20.5

17.4

24.2

一人ひとりの人権は何よりも尊重されなければならない

一人ひとりの人権は尊重されるべきだが、ある程度の制約もやむを得ない

人権の名のもとに、権利の乱用がみられることが

あるので、むしろ制限されるべきである

わからない

無回答
10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、御坊市・日高郡と田辺市・西牟婁郡では「一人ひとりの人権は尊重さ

れるべきだが、ある程度の制約もやむを得ない」の割合が最も多いですが、それ以外の地域

では「一人ひとりの人権は何よりも尊重されなければならない」の割合が最も多くなってい

ます。 

 

 

  

37.3

39.0

38.6

39.7

41.7

29.8

33.6

41.8

36.9

34.1

35.9

31.0

35.8

45.2

37.8

32.9

3.1

2.4

2.0

4.0

3.3

1.0

2.1

3.8

3.9

4.9

3.3

3.2

2.5

2.9

4.2

1.3

18.7

19.5

20.3

22.2

16.7

21.2

22.4

20.3

一人ひとりの人権は何よりも

尊重されなければならない

一人ひとりの人権は尊重さ

れるべきだが、ある程度の

制約もやむを得ない

人権の名のもとに、権利の乱用がみられることがあるので、むしろ制限されるべきである

わからない

無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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10.7

8.8

7.3

6.6

37.2

40.3

40.6

36.2

39.4

37.6

35.7

38.9

4.1

8.4

9.8

10.3

2.3

1.9

2.5

4.2

6.4

3.0

4.1

3.7

守られている

と思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

守られていると

思わない

無回答

Ｒ５年度調査
(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査
(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査
(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査
(回答者数=1,581)

(%)
0 20 40 60 80 100

（２）人権に関する意識 

問２ 「人権」に関する次のＡからＣの各設問について、あなたはどのようにお考えですか

（○はそれぞれ１つずつ） 

 

Ａ 今の和歌山県では、人権は十分守られていると思いますか 

「守られていると思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた『守られていると思

う』の割合が47.9％、「どちらかといえばそう思わない」と「守られていると思わない」をあ

わせた『守られていると思わない』の割合が6.4％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、『守られていると思う』（平成30年度までは「そう思う」「ま

あそう思う」の合計）の割合が1.2ポイント減少、『守られていると思わない』（平成30年度ま

では「そうは思わない」「あまりそう思わない」の合計）の割合も3.9ポイント減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、『守られていると思う』の割合は男性が51.1％、女性が45.9％となってい

ます。 

平成30年度調査と比較すると、大きな差はみられません。 

 

  

※ 平成30年度調査までは「そう思う」「まあそう思う」「どちらともいえない」「あまりそう思わ

ない」「そうは思わない」 

14.7

10.5

7.6

7.1

36.4

39.7

38.3

41.1

34.2

35.9

42.8

39.0

5.6

9.0

3.2

8.3

2.0

1.7

2.4

2.0

7.1

3.3

5.7

2.6

守られている

と思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそうと思わない

守られていると思わない

無回答

【男性】Ｒ５年度調査
(n=538)

Ｈ30年度調査
(n=602)

【女性】Ｒ５年度調査
(n=776)

Ｈ30年度調査
(n=906)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【年齢別】 

年齢別でみると、『守られていると思う』は70歳以上が58.3％で最も割合が高く、40歳代

が41.4％で最も低くなっています。一方、『守られていると思わない』は40歳代が8.3％で最

も割合が高く、70歳以上が4.0％で最も低くなっています。 

平成30年度調査と比較すると、20歳代、40歳代、60歳代で『守られていると思う』の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.3

9.2

11.3

14.8

8.0

10.2

8.0

8.7

5.1

7.0

7.9

13.5

11.7

26.3

39.4

41.9

27.2

31.4

31.2

40.1

41.8

44.0

37.1

41.6

44.8

43.4

31.6

39.4

32.5

42.6

44.7

44.4

42.2

35.7

38.9

43.1

38.2

32.9

28.8

5.3

6.4

11.9

4.1

10.6

4.9

6.8

3.4

8.2

4.0

6.9

3.6

8.4

0.0

0.9

1.3

3.0

2.2

3.4

1.7

4.6

0.3

1.3

2.5

0.4

2.9

10.5

4.6

1.3

8.3

3.1

5.9

1.3

5.7

3.4

7.4

2.8

4.8

4.7

守られていると思う

どちらかといえば

そう思う どちらともいえない

どちらかといえば

そうと思わない

守られていると思わない

無回答

【10歳代】Ｒ５年度調査
(n=19)

Ｈ30年度調査
(n= -)

【20歳代】Ｒ５年度調査
(n=109)

Ｈ30年度調査
(n=160)

【30歳代】Ｒ５年度調査
(n=169)

Ｈ30年度調査
(n=226)

【40歳代】Ｒ５年度調査
(n=205)

Ｈ30年度調査
(n=237)

【50歳代】Ｒ５年度調査
(n=263)

Ｈ30年度調査
(n=293)

【60歳代】Ｒ５年度調査
(n=299)

Ｈ30年度調査
(n=317)

【70歳以上】Ｒ５年度調査
(n=252)

Ｈ30年度調査
(n=274)

(%)
0 20 40 60 80 100
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22.0

14.4

12.9

11.8

4.8

21.6

5.4

10.7

13.3

50.0

34.0

44.1

33.3

38.2

27.0

37.8

41.1

33.3

24.0

38.1

32.3

43.0

42.6

35.1

43.2

35.2

40.0

2.0

5.2

3.2

4.6

4.8

2.7

2.0

4.7

6.7

0.0

2.1

3.2

1.9

2.8

0.0

3.4

1.6

6.7

2.0

6.2

4.3

5.4

6.8

13.5

8.1

6.7

0.0

守られていると思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそうと思わない

守られていると思わない

無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、『守られていると思う』は農林水産業が72.0％で最も割合が高く、パート、

アルバイトが43.0％で最も低くなっています。一方、『守られていると思わない』はパート、

アルバイトが7.6％で最も割合が高く、農林水産業が2.0%で最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、『守られていると思う』は有田市・有田郡が61.7％で最も割合が高く、

紀の川市・岩出市が40.5％で最も低くなっています。一方、『守られていると思わない』は新

宮市・東牟婁郡が10.1％で最も割合が高く、御坊市・日高郡が4.8％で最も低くなっていま

す。  

9.0

6.1

6.5

18.3

15.0

15.4

7.7

12.7

36.3

41.5

34.0

31.0

46.7

45.2

37.8

34.2

45.2

37.8

41.8

38.9

28.3

27.9

37.1

35.4

3.7

4.9

5.9

2.4

3.3

3.8

4.9

6.3

1.2

1.2

3.9

4.0

2.5

1.0

3.5

3.8

4.5

8.5

7.8

5.6

4.2

6.7

9.1

7.6

守られて

いると思う

どちらかといえば

そう思う どちらともいえない

どちらかといえばそうと思わない

守られていると思わない

無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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7.4

6.3

5.7

5.4

30.6

30.7

27.9

26.9

42.0

39.4

42.0

38.9

9.3

16.5

16.1

19.1

4.1

3.6

4.1

5.3

6.6

3.4

4.2

4.3

行われている

と思う

どちらかといえば

そうと思う どちらともいえない

どちらかといえば

そう思わない

行われていると

思わない

無回答

Ｒ５年度調査
(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査
(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査
(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査
(回答者数=1,581)

(%)
0 20 40 60 80 100

Ｂ 今の和歌山県では、人権を守る教育・啓発活動が十分行われていると思いますか 

「行われていると思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた『行われていると思

う』の割合が38.0％、「どちらかといえばそう思わない」と「行われていると思わない」をあ

わせた『行われていると思わない』の割合が13.4％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、『行われていると思う』（平成30年度までは「そう思う」「ま

あそう思う」の合計）の割合が1.0ポイント増加、『行われていると思わない』（平成30年度ま

では「そうは思わない」「あまりそう思わない」の合計）の割合が6.7ポイント減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、『行われていると思う』の割合が男性では38.9％、女性では36.8％となっ

ています。 

平成30年度調査と比較すると、大きな差はみられません。  

※ 平成30年度調査までの選択肢は「そう思う」「まあそう思う」「どちらともいえない」「あまり

そう思わない」「そうは思わない」 

9.5

6.8

5.9

5.8

29.4

30.4

30.9

31.0

39.2

37.2

44.7

41.2

10.4

17.8

8.5

15.7

4.1

4.3

4.1

3.2

7.4

3.5

5.8

3.1

行われている

と思う

どちらかといえば

そう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

行われていると思わない

無回答

【男性】Ｒ５年度調査
(n=538)

Ｈ30年度調査
(n=602)

【女性】Ｒ５年度調査
(n=776)

Ｈ30年度調査
(n=906)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【年齢別】 

年齢別でみると、『行われていると思う』は70歳以上が46.8％で最も割合が高く、20歳代

が29.4％で最も低くなっています。一方、『行われていると思わない』は20歳代が20.2％で

最も割合が高く、70歳以上が7.2％で最も低くなっています。 

平成30年度調査と比較すると、『行われていると思う』の割合が30歳代と50歳代でそれぞれ

6.1ポイント増加しています。 

15.8

5.5

7.5

7.7

4.4

4.4

6.3

7.6

3.1

6.0

6.9

11.1

9.5

31.6

23.9

30.0

24.9

22.1

30.2

31.6

32.7

31.1

29.1

30.9

35.7

37.6

36.8

45.9

36.9

41.4

45.6

43.4

39.2

41.1

47.4

44.5

37.9

40.1

29.9

5.3

15.6

20.0

11.2

21.2

10.2

16.5

8.0

12.6

10.7

18.6

4.8

12.0

0.0

4.6

4.4

6.5

3.1

5.9

4.6

4.9

2.7

2.3

3.5

2.4

4.0

10.5

4.6

1.3

8.3

3.5

5.9

1.7

5.7

3.1

7.4

2.2

6.0

6.9

行われている

と思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

行われていると思わない

無回答

【10歳代】Ｒ５年度調査
(n=19)

Ｈ30年度調査
(n= -)

【20歳代】Ｒ５年度調査
(n=109)

Ｈ30年度調査
(n=160)

【30歳代】Ｒ５年度調査
(n=169)

Ｈ30年度調査
(n=226)

【40歳代】Ｒ５年度調査
(n=205)

Ｈ30年度調査
(n=237)

【50歳代】Ｒ５年度調査
(n=263)

Ｈ30年度調査
(n=293)

【60歳代】Ｒ５年度調査
(n=299)

Ｈ30年度調査
(n=317)

【70歳以上】Ｒ５年度調査
(n=252)

Ｈ30年度調査
(n=274)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【職業別】 

職業別でみると、『行われていると思う』は農林水産業が66.0％で最も割合が高く、パート、

アルバイトが33.1％で最も低くなっています。一方、『行われていると思わない』は自営業が

16.5％で最も割合が高く、学生が8.1％で最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、『行われていると思う』は御坊市・日高郡が51.9％で最も割合が高く、

田辺市・西牟婁郡が30.8％で最も低くなっています。一方、『行われていると思わない』は田

辺市・西牟婁郡が20.3％で最も割合が高く、有田市･有田郡が7.5％で最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.9

7.3

5.2

13.5

9.2

12.5

4.2

7.6

28.1

32.9

28.8

25.4

39.2

39.4

26.6

36.7

48.7

35.4

39.9

42.1

39.2

31.7

39.9

38.0

9.6

8.5

14.4

7.9

4.2

6.7

14.0

3.8

3.1

6.1

3.9

4.8

3.3

2.9

6.3

6.3

4.5

9.8

7.8

6.3

5.0

6.7

9.1

7.6

行われていると思う

どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

行われていると思わない

無回答
和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

18.0

11.3

8.6

5.9

4.8

16.2

2.7

9.5

6.7

48.0

32.0

40.9

27.4

28.3

24.3

34.5

27.7

26.7

20.0

33.0

34.4

48.4

45.4

37.8

42.6

42.7

33.3

10.0

10.3

8.6

9.4

11.2

8.1

8.1

7.9

13.3

0.0

6.2

2.2

3.8

4.0

0.0

4.1

4.7

20.0

4.0

7.2

5.4

5.1

6.4

13.5

8.1

7.5

0.0

行われていると思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

行われていると思わない

無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100
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7.6

6.6

7.1

10.2

25.4

22.5

20.4

26.3

46.5

46.2

46.3

36.7

8.3

15.9

16.5

16.3

5.8

5.1

5.0

6.8

6.4

3.6

4.6

3.7

高くなって

きていると思う

どちらかといえば

そう思う どちらともいえない

どちらかといえば

そう思わない

高くなってきて

いると思わない

無回答

Ｒ５年度調査
(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査
(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査
(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査
(回答者数=1,581)

(%)
0 20 40 60 80 100

Ｃ ５年前に比べて県民の人権意識は高くなってきていると思いますか 

「高くなってきていると思う」と「どちらかといえばそう思う」をあわせた『高くなってき

ていると思う』の割合が33.0％、「どちらかといえばそう思わない」と「高くなってきている

と思わない」をあわせた『高くなってきていると思わない』の割合が14.1％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、『高くなってきていると思う』（平成30年度までは「そう思

う」「まあそう思う」の合計）の割合が3.9ポイント増加、『高くなってきていると思わない』

（平成30年度までは「そうは思わない」「あまりそう思わない」の合計）の割合が6.9ポイン

ト減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、『高くなってきていると思う』の割合が男性では35.0％、女性では31.2％

となっています。 

平成30年度調査と比較すると、男性は『高くなってきていると思う』の割合が5.6ポイント

増加しています。 

 

  

※ 平成30年度調査までの選択肢は「そう思う」「まあそう思う」「どちらともいえない」「あま

りそう思わない」「そうは思わない」 

9.9

7.1

5.9

6.3

25.1

22.3

25.3

22.2

42.6

45.8

50.1

46.5

9.1

15.4

7.6

16.8

6.7

5.8

5.2

4.7

6.7

3.5

5.9

3.5

高くなってきていると思う

どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

高くなってきていると思わない

無回答

【男性】Ｒ５年度調査
(n=538)

Ｈ30年度調査
(n=602)

【女性】Ｒ５年度調査
(n=776)

Ｈ30年度調査
(n=906)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【年齢別】 

年齢別でみると、『高くなってきていると思う』は70歳以上が46.4％で最も割合が高く、

20歳代が23.8％で最も低くなっています。一方、『高くなってきていると思わない』は30歳

代が17.2％で最も割合が高く、70歳以上が7.6％で最も低くなっています。 

平成30年度調査と比較すると、『高くなってきていると思う』の割合が30歳代で7.9ポイン

ト増加しています。 

 

 

 

  
10.5

5.5

3.1

4.7

4.9

6.8

4.2

4.6

4.8

6.4

6.9

15.1

13.5

15.8

18.3

18.8

23.1

15.0

19.5

20.3

25.9

20.8

28.1

25.6

31.3

29.6

52.6

56.0

55.0

46.7

45.6

51.2

51.5

46.8

47.4

45.5

48.6

40.5

33.6

10.5

11.0

15.6

8.9

22.1

8.3

16.0

10.3

20.5

8.7

11.7

4.0

12.4

0.0

4.6

6.3

8.3

8.8

8.3

5.9

6.8

3.4

4.7

4.7

3.6

3.3

10.5

4.6

1.3

8.3

3.5

5.9

2.1

5.7

3.1

6.7

2.5

5.6

7.7

高くなってきていると思う

どちらかといえば

そう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

高くなってきていると思わない

無回答

【10歳代】Ｒ５年度調査
(n=19)

Ｈ30年度調査
(n= -)

【20歳代】Ｒ５年度調査
(n=109)

Ｈ30年度調査
(n=160)

【30歳代】Ｒ５年度調査
(n=169)

Ｈ30年度調査
(n=226)

【40歳代】Ｒ５年度調査
(n=205)

Ｈ30年度調査
(n=237)

【50歳代】Ｒ５年度調査
(n=263)

Ｈ30年度調査
(n=293)

【60歳代】Ｒ５年度調査
(n=299)

Ｈ30年度調査
(n=317)

【70歳以上】Ｒ５年度調査
(n=252)

Ｈ30年度調査
(n=274)

(%)
0 20 40 60 80 100
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12.0

13.4

9.7

5.9

3.2

13.5

4.7

11.1

6.7

48.0

22.7

29.0

22.6

22.3

24.3

32.4

24.5

13.3

38.0

38.1

41.9

50.3

53.8

37.8

45.9

42.7

60.0

0.0

10.3

7.5

8.9

10.0

10.8

4.1

9.1

6.7

0.0

8.2

7.5

7.3

4.4

0.0

4.7

5.5

13.3

2.0

7.2

4.3

5.1

6.4

13.5

8.1

7.1

0.0

高くなって

きていると思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

高くなってきていると思わない

無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、『高くなってきていると思う』は農林水産業が60.0％で最も割合が高く、

パート、アルバイトが25.5％で最も低くなっています。一方、『高くなってきていると思わな

い』は自営業が18.5％で最も割合が高く、農林水産業が0.0％で最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、『高くなってきていると思う』は海南市・海草郡が39.0％で最も割合

が高く、新宮市・東牟婁郡が27.9％で最も低くなっています。一方、『高くなってきていると

思わない』は紀の川市・岩出市が16.4％で最も割合が高く、有田市・有田郡が8.4％で最も低

くなっています。 

  

6.7

12.2

5.9

12.7

10.8

6.7

4.2

5.1

24.6

26.8

28.8

22.2

25.8

28.8

25.9

22.8

49.3

40.2

41.2

45.2

50.0

45.2

46.2

49.4

9.8

7.3

9.2

6.3

4.2

7.7

7.0

10.1

5.3

4.9

7.2

7.9

4.2

4.8

7.7

5.1

4.3

8.5

7.8

5.6

5.0

6.7

9.1

7.6

高くなってきていると思う

どちらかといえば

そう思う どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

高くなってきていると思わない

無回答
和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100



- 23 - 

（３）人権課題の中で関心をもっているもの 

問３ 次にあげる人権課題の中で、あなたが関心をもっているものは何ですか（○はいくつ

でも） 
 
「障害のある人の人権」の割合が55.5％で最も多く、次いで「働く人の人権」が46.5％、

「情報化社会における人権侵害」が45.6％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「女性の人権」

（42.7％）の割合が21.2ポイント、「情報化社会における人権侵害」が17.8ポイントそれぞ

れ増加するなど、いずれの人権においても割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 H30年度調査までは「ＬＧＢＴや性同一性障害のある人などの人権」 

※2 R5年度で新たに設けた選択肢 

※3 H25年度で新たに設けた選択肢 

42.7

37.1

34.1

55.5

16.1

14.3

10.5

21.5

45.6

19.2

8.1

7.3

19.8

18.5

6.0

46.5

17.6

11.7

16.8

21.6

12.7

14.5

1.3

3.5

2.1

0 20 40 60

女性の人権

子供の人権

高齢者の人権

障害（身体障害・知的障害・精神障害・発達障
害・高次脳機能障害など）のある人の人権

同和問題（部落差別）

外国人の人権

ＨＩＶ（エイズウイルス）感染者、かつてハンセ
ン病を患った人、難病患者の人権

犯罪被害者とその家族の人権

情報化社会における人権侵害（インターネット上
での人権侵害、プライバシーに係る人権侵害）

性的少数者の人権 ※1

刑を終えて出所した人の人権

ホームレスの人権

災害時における人権問題 ※2

北朝鮮当局による拉致問題 ※2

アイヌの人々の人権 ※2

働く人の人権（職場におけるハラスメントの問題
や長時間労働など） ※3

医療の現場における患者の人権

自殺で亡くなった人やその遺族の人権 ※2

ひきこもりの状態にある人やその家族の人権
※2

環境問題

公権力（国や地方公共団体）による人権侵害

新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害
※2

その他

関心がない

無回答

21.5

27.3

21.5

42.7

8.3

2.8

2.6

15.9

27.8

6.5

3.3

1.7

38.2

14.1

11.5

10.0

0.8

1.9

2.6

0 20 40 60

25.2

27.7

28.0

39.2

10.5

2.9

3.2

14.9

29.5

3.9

3.5

2.3

31.4

17.2

14.5

10.3

1.8

1.3

2.4

0 20 40 60

21.3

22.2

35.4

32.5

13.1

2.7

4.7

16.0

28.1

3.1

2.8

3.4

18.7

19.2

13.2

1.2

1.8

3.0

0 20 40 60
(MA%)

Ｒ５年度調査
(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査
(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査
(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査
(回答者数=1,581)
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【性別】 

性別でみると、女性に比べ、男性で「公権力（国や地方公共団体）による人権侵害」「情報

化社会における人権侵害」の割合が高くなっています。一方､男性に比べ､女性で「女性の人

権」の割合が高くなっています。 

 

  
35.1

34.6

33.3

58.9

18.6

16.7

12.5

23.2

49.8

17.3

10.0

9.5

21.9

20.8

8.6

45.2

16.5

12.5

17.3

22.9

17.1

13.2

1.9

5.2

1.3

48.1

39.6

34.4

53.7

13.9

12.8

9.1

20.2

42.9

20.9

6.7

5.9

18.3

16.4

4.3

48.5

17.8

11.3

16.5

20.4

9.8

14.7

0.8

2.2

2.3

0 20 40 60 80

女性の人権

子供の人権

高齢者の人権

障害（身体障害・知的障害・精神障害・発達
障害・高次脳機能障害など）のある人の人権

同和問題（部落差別）

外国人の人権

ＨＩＶ（エイズウイルス）感染者、かつて
ハンセン病を患った人、難病患者の人権

犯罪被害者とその家族の人権

情報化社会における人権侵害（インターネット上
での人権侵害、プライバシーに係る人権侵害）

性的少数者の人権

刑を終えて出所した人の人権

ホームレスの人権

災害時における人権問題

北朝鮮当局による拉致問題

アイヌの人々の人権

働く人の人権（職場におけるハラスメント
の問題や長時間労働など）

医療の現場における患者の人権

自殺で亡くなった人やその遺族の人権

ひきこもりの状態にある人やその家族の人権

環境問題

公権力（国や地方公共団体）による人権侵害

新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害

その他

関心がない

無回答

(MA%)

男性

(n=538)

女性

(n=776)
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【年齢別】 

年齢別でみると、年齢が高くなるほど「北朝鮮当局による拉致問題」の割合が高く、一方

で、若い年代ほど「性的少数者の人権」の割合が高くなる傾向がみられます。 

 

 

  
78.9

45.0

43.2

50.7

36.9

43.5

37.3

0 20 40 60 80 100

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

63.2

48.6

50.9

40.0

28.1

35.5

32.1

0 20 40 60 80 100

47.4

22.0

21.3

26.8

24.3

41.5

53.6

0 20 40 60 80 100

73.7

42.2

50.9

53.7

51.3

66.6

57.1

0 20 40 60 80 100

21.1

8.3

16.0

20.5

13.7

12.0

21.4

0 20 40 60 80 100

36.8

16.5

14.8

16.6

12.5

12.0

13.9

0 20 40 60 80 100
(MA%)

21.1

12.8

7.7

9.3

9.9

10.4

11.9

0 20 40 60 80 100

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

26.3

18.3

16.6

23.9

20.5

25.4

19.8

0 20 40 60 80 100

31.6

38.5

39.6

48.8

47.1

53.2

41.3

0 20 40 60 80 100

57.9

28.4

24.9

20.0

16.7

18.1

12.7

0 20 40 60 80 100

10.5

8.3

10.1

5.9

7.6

8.7

7.9

0 20 40 60 80 100

15.8

10.1

7.1

6.3

4.2

8.4

8.3

0 20 40 60 80 100
(MA%)

26.3

19.3

20.7

19.5

21.3

18.1

19.4

0 20 40 60 80 100

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

5.3

11.9

8.9

9.8

14.4

24.1

32.1

0 20 40 60 80 100

10.5

4.6

5.3

4.9

5.3

6.7

7.5

0 20 40 60 80 100

52.6

51.4

49.7

57.1

49.4

45.8

33.7

0 20 40 60 80 100

15.8

18.3

15.4

17.6

15.2

16.7

21.0

0 20 40 60 80 100

15.8

20.2

10.1

12.7

10.3

12.7

8.7

0 20 40 60 80 100
(MA%)

26.3

22.9

16.6

16.1

11.8

18.7

16.7

0 20 40 60 80 100

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

15.8

17.4

15.4

23.4

22.1

25.4

20.6

0 20 40 60 80 100

10.5

10.1

12.4

15.1

9.1

16.1

12.7

0 20 40 60 80 100

21.1

19.3

14.2

16.1

9.9

12.7

16.7

0 20 40 60 80 100

0.0

0.9

1.8

1.0

1.1

0.7

2.0

0 20 40 60 80 100

0.0

7.3

3.0

4.4

4.2

2.0

2.8

0 20 40 60 80 100
(MA%)

女性の人権 子供の人権 高齢者の人権

障害（身体障害・知的

障害・精神障害・発達

障害・高次脳機能障害

など）のある人の人権

同和問題

（部落差別）
外国人の人権

ＨＩＶ（エイズウイル

ス）感染者、かつてハ

ンセン病を患った人、

難病患者の人権

犯罪被害者とその

家族の人権

情報化社会における人

権侵害（インターネッ

ト上での人権侵害、プ

ライバシーに係る人権

侵害）

性的少数者の

人権

刑を終えて出所

した人の人権
ホームレスの人権

災害時における人

権問題

北朝鮮当局による

拉致問題

アイヌの人々の

人権

働く人の人権（職場

におけるハラスメン

トの問題や長時間労

働など）

医療の現場におけ

る患者の人権

自殺で亡くなった

人やその遺族の人

権

ひきこもりの状態

にある人やその家

族の人権
環境問題

公権力（国や地方

公共団体）による

人権侵害

新型コロナウイル

ス感染症に関する

人権侵害
その他 関心がない
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【職業別①】 

職業別でみると、農林水産業、自営業、パート、アルバイト、家事に従事、無職では「障害

のある人の人権」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.0

6.2

9.7

10.2

10.8

8.1

9.5

12.3

20.0

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

20.0

19.6

29.0

18.0

22.7

21.6

22.3

22.9

26.7

0 20 40 60 80

48.0

50.5

54.8

45.4

41.4

40.5

47.3

45.8

33.3

0 20 40 60 80

14.0

9.3

22.6

19.4

23.5

45.9

21.6

14.2

20.0

0 20 40 60 80

8.0

7.2

9.7

8.6

6.0

13.5

4.7

10.3

6.7

0 20 40 60 80

6.0

8.2

8.6

7.0

3.6

18.9

6.1

9.9

13.3

0 20 40 60 80
(MA%)

ＨＩＶ（エイズウイル

ス）感染者、かつてハ

ンセン病を患った人、

難病患者の人権

犯罪被害者と

その家族の人権

情報化社会における人

権侵害（インターネッ

ト上での人権侵害、プ

ライバシーに係る人権

侵害）
性的少数者の人権

刑を終えて出所

した人の人権
ホームレスの人権

36.0

35.1

45.2

40.3

50.6

59.5

47.3

36.8

46.7

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

28.0

32.0

53.8

33.3

37.5

56.8

44.6

34.4

46.7

0 20 40 60 80

40.0

37.1

25.8

23.7

31.1

32.4

40.5

48.2

46.7

0 20 40 60 80

58.0

56.7

51.6

52.2

58.2

54.1

53.4

60.1

73.3

0 20 40 60 80

26.0

14.4

20.4

15.3

16.3

8.1

9.5

18.6

6.7

0 20 40 60 80

20.0

14.4

19.4

14.5

13.1

27.0

11.5

12.3

20.0

0 20 40 60 80
(MA%)

女性の人権 子供の人権 高齢者の人権

障害（身体障害・知的

障害・精神障害・発達

障害・高次脳機能障害

など）のある人の人権

同和問題

（部落差別）
外国人の人権

18.0

15.5

24.7

20.2

19.1

21.6

17.6

21.3

26.7

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

34.0

22.7

16.1

11.6

14.7

5.4

20.9

28.1

20.0

0 20 40 60 80

6.0

8.2

7.5

5.4

4.4

2.7

2.7

9.5

6.7

0 20 40 60 80

30.0

38.1

47.3

55.6

54.2

48.6

44.6

36.8

26.7

0 20 40 60 80

8.0

17.5

24.7

11.6

16.7

24.3

19.6

22.9

26.7

0 20 40 60 80

14.0

12.4

12.9

11.0

10.4

21.6

10.1

12.6

13.3

0 20 40 60 80
(MA%)

災害時における

人権問題

北朝鮮当局によ

る拉致問題

アイヌの人々の

人権

働く人の人権（職場

におけるハラスメン

トの問題や長時間労

働など）

医療の現場にお

ける患者の人権

自殺で亡くなっ

た人やその遺族

の人権
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10.0

6.1

10.5

11.9

12.5

15.4

9.8

7.6

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

25.1

20.7

19.0

20.6

20.0

21.2

17.5

15.2

0 20 40 60 80

8.8

7.3

5.9

8.7

7.5

8.7

7.7

7.6

0 20 40 60 80

7.7

7.3

3.9

7.1

5.0

12.5

8.4

6.3

0 20 40 60 80
(MA%)

ＨＩＶ（エイズウイル

ス）感染者、かつてハ

ンセン病を患った人、

難病患者の人権

犯罪被害者と

その家族の人権

情報化社会における人

権侵害（インターネッ

ト上での人権侵害、プ

ライバシーに係る人権

侵害）

性的少数者の

人権

刑を終えて出所

した人の人権
ホームレスの人権

47.9

42.7

47.7

54.8

44.2

41.3

37.8

41.8

0 20 40 60 80

18.9

13.4

21.6

27.0

17.5

18.3

19.6

17.7

0 20 40 60 80

【職業別②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別①】 

居住地域別でみると、いずれの地域も「障害のある人の人権」の割合が最も高くなってい

ます。 
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23.7

14.8

15.9

24.3

14.9

18.6

13.3
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農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

18.0

24.7

18.3

22.6

22.7

10.8

21.6

20.6

26.7

0 20 40 60 80

18.0

19.6

15.1

12.4

8.8

8.1

16.2

12.6

6.7

0 20 40 60 80

6.0

12.4

16.1

10.5

18.7

10.8

11.5

19.8

0.0

0 20 40 60 80

0.0

2.1

1.1

1.1

2.0

0.0

0.7

1.2

0.0

0 20 40 60 80

0.0

5.2

0.0

4.3

5.6

0.0

0.0

4.3

0.0

0 20 40 60 80
(MA%)

ひきこもりの状態

にある人やその家

族の人権
環境問題

公権力（国や地方

公共団体）による

人権侵害

新型コロナウイル

ス感染症に関する

人権侵害
その他 関心がない

41.8

39.0

38.6

55.6

40.0

47.1

41.3

40.5

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

36.0

39.0

33.3

54.0

36.7

38.5

35.7

30.4

0 20 40 60 80

33.8

26.8

32.0

46.0

30.0

40.4

34.3

22.8

0 20 40 60 80

54.4

52.4

55.6

62.7

55.0

59.6

54.5

54.4

0 20 40 60 80

14.7

11.0

20.3

20.6

15.8

13.5

13.3

19.0

0 20 40 60 80

14.1

15.9

13.7

17.5

18.3

19.2

9.8

7.6

0 20 40 60 80
(MA%)

女性の人権 子供の人権 高齢者の人権

障害（身体障害・知的

障害・精神障害・発達

障害・高次脳機能障害

など）のある人の人権

同和問題

（部落差別）
外国人の人権
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【居住地域別②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.6

8.5

11.8

11.1

12.5

9.6

14.0

15.2

0 20 40 60 80
(MA%)

48.1

45.1

45.8

54.0

48.3

45.2

45.5

38.0

0 20 40 60 80

20.6

14.6

17.6

18.3

20.8

22.1

17.5

26.6

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

18.3

15.9

15.0

19.8

22.5

21.2

16.1

17.7

0 20 40 60 80

5.5

4.9

5.9

7.9

5.0

9.6

4.2

6.3

0 20 40 60 80

災害時における

人権問題

北朝鮮当局による

拉致問題

アイヌの人々の

人権

働く人の人権（職場

におけるハラスメン

トの問題や長時間労

働など）

医療の現場にお

ける患者の人権

自殺で亡くなっ

た人やその遺族

の人権

19.1

13.4

15.0

19.0

14.2

23.1

14.0

16.5
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15.1

15.9

16.3

23.0

14.2

14.4

18.2

24.1
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和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

22.2

25.6

16.3

23.8

22.5

19.2

21.0

21.5
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14.1

4.9

14.4

20.6

7.5
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9.8

12.7
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13.8
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11.8

13.5

9.2

19.2
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16.5
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1.2

2.4

0.7

3.2

0.0

0.0

1.4

1.3

0 20 40 60 80

3.1

7.3

2.6

1.6

3.3

5.8

2.1

5.1

0 20 40 60 80
(MA%)

ひきこもりの状態

にある人やその家

族の人権
環境問題

公権力（国や地

方公共団体）に

よる人権侵害

新型コロナウイル

ス感染症に関する

人権侵害
その他 関心がない
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11.9 77.1 7.3 3.6

ある ない

わからない

無回答

Ｒ５年度調査
(回答者数=1,356)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.5

15.6

12.4

18.5

15.6

9.7

4.4

89.5

77.1

74.6

70.2

73.4

78.3

86.1

0.0

7.3

9.5

9.8

9.1

7.4

3.2

0.0

0.0

3.6

1.5

1.9

4.7

6.3

ある ない

わからない

無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100

２．人権侵害を受けた経験 

（１）人権侵害を受けた経験の有無 

問４ あなたは、過去５年間に、人権侵害を受けたことがありますか（○は１つだけ） 

（人権侵害：暴力、いじめ、差別、虐待、プライバシーの侵害など） 
 
「ある」の割合が11.9％で、「ない」が77.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「ある」の割合は、男性が11.5％、女性が12.2％で、大きな差はみられま

せん。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「ある」の割合は40歳代が18.5％で最も高く、次いで20歳代と50歳代が

ともに15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.5

12.2

77.7

76.9

6.7

8.0

4.1

2.8

ある ない

わからない

無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【職業別】 

職業別でみると、「ある」の割合はパート、アルバイトが15.5％で最も高く、次いで公務員

が14.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、大きな差はみられません。 

  

8.0

11.3

14.0

12.6

15.5

10.8

8.8

9.5

26.7

80.0

77.3

81.7

77.7

71.7

83.8

77.7

79.8

53.3

4.0

8.2

3.2

8.1

9.2

2.7

9.5

5.9

13.3

8.0

3.1

1.1

1.6

3.6

2.7

4.1

4.7

6.7

ある ない

わからない

無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

12.4

11.0

11.1

11.1

12.5

11.5

13.3

11.4

75.6

79.3

77.8

81.0

75.0

79.8

79.7

74.7

9.4

7.3

6.5

4.8

7.5

2.9

5.6

10.1

2.6

2.4

4.6

3.2

5.0

5.8

1.4

3.8

ある ない

わからない

無回答
和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（２）人権侵害を受けたときの対応 

問４で、「１．ある」と回答された方におたずねします。 

問４－１ そのときどうされましたか（○はいくつでも） 
 
「何もしなかった」の割合が32.7％で最も多く、次いで「家族や親せきに相談した」が

31.5％、「職場の同僚、上司に相談した」が25.3％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「友人や先輩に相談した」の割合が17.6ポイント減少し、

「何もしなかった」（32.7％）の割合が28.6ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.5

31.5

24.7

25.3

4.9

1.2

4.3

6.8

1.2

6.8

1.2

0.0

2.5

32.7

0.0

26.8

36.1

42.3

5.2

1.0

4.1

4.1

3.1

6.2

5.2

1.0

9.3

15.5

4.1

3.1

20.3

36.5

23.0

8.1

2.7

2.7

4.1

1.4

8.1

4.1

0.0

8.1

27.0

2.7

6.8

31.6

55.3

7.9

5.3

5.3

9.2

9.2

5.3

2.6

3.9

47.4

11.8

6.6

0 20 40 60

Ｒ５年度調査

(回答者数=162)

Ｈ30年度調査

(回答者数=97)

Ｈ25年度調査

(回答者数=74)

Ｈ20年度調査

(回答者数=76)

相手に直接抗議した

家族や親せきに相談した
※1

家族や友人等、身近な人に相談した
※1

友人や先輩に相談した
※1

職場の同僚、上司に相談した
※2

裁判所や弁護士に相談した
※3

法務局や人権擁護委員に相談した

（公財）和歌山県人権啓発センターや県の機関（人権局、
子ども・女性・障害者相談センターなど）に相談した ※4

市町村に相談した

自治会役員、民生委員などに相談した
※5

警察に相談した

学校（先生）に相談した

ＮＰＯやボランティア団体などの支援団体に相談した
※6

その他

黙って我慢をした
※7

何もしなかった

無回答

(MA%)

※1 H20年度調査の「家族や友人等、身近な人に相談した」は、H25年度以降では「家族や親せきに相談した」と「友人や先輩に相談した」に分けて調査を実施。 

※2 R5年度で新たに設けた選択肢 

※3 H30年度調査までは「弁護士に相談した」 

※4 H30年度調査までは「（公財）和歌山県人権啓発センターや県の機関に相談した」 

※5 H25年度で新たに設けた選択肢 

※6 H25年度調査までは「ＮＰＯ等、民間の人権団体に相談した」 

※7 R5年度調査では「黙って我慢をした」は除外 
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【性別】 

性別でみると、男性は「何もしなかった」の割合が45.2％で最も高く、女性より23.1ポイ

ント高くなっています。女性では「家族や親せきに相談した」の割合が43.2％で最も高く、

男性より27.1ポイント高くなっています。 
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(n=62)
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(n=95)

相手に直接抗議した

家族や親せきに相談した

友人や先輩に相談した

職場の同僚、上司に相談した

裁判所や弁護士に相談した

法務局や人権擁護委員に相談した

（公財）和歌山県人権啓発センターや県の機関（人権局、
子ども・女性・障害者相談センターなど）に相談した
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自治会役員、民生委員などに相談した
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学校（先生）に相談した

ＮＰＯやボランティア団体などの支援団体に相談した

その他

何もしなかった

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「何もしなかった」の割合は60歳代が最も高く、「家族や親せきに相談し

た」「職場の同僚、上司に相談した」の割合は若い年代で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.0

29.4

28.6

23.7

17.1

20.7

36.4

0 20 40 60

10歳代
(n=2)

20歳代
(n=17)

30歳代
(n=21)

40歳代
(n=38)

50歳代
(n=41)

60歳代
(n=29)

70歳以上
(n=11)

50.0

52.9

42.9

34.2

31.7

13.8

18.2

0 20 40 60

50.0

23.5

38.1

23.7

24.4

13.8

27.3

0 20 40 60

0.0

35.3

42.9

34.2

22.0

13.8

0.0

0 20 40 60

0.0

5.9

9.5

0.0

4.9

3.4

9.1

0 20 40 60
(MA%)

0.0

5.9

0.0

0.0

2.4

0.0

0.0

0 20 40 60

10歳代
(n=2)

20歳代
(n=17)

30歳代
(n=21)

40歳代
(n=38)

50歳代
(n=41)

60歳代
(n=29)

70歳以上
(n=11)

0.0

5.9

4.8

5.3

2.4

6.9

0.0

0 20 40 60

0.0

0.0

4.8

5.3

4.9

10.3

27.3

0 20 40 60

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.4

0.0

0 20 40 60

0.0

5.9

4.8

2.6

9.8

3.4

18.2

0 20 40 60
(MA%)

50.0

5.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

10歳代
(n=2)

20歳代
(n=17)

30歳代
(n=21)

40歳代
(n=38)

50歳代
(n=41)

60歳代
(n=29)

70歳以上
(n=11)

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

0.0

0.0

0.0

2.6

2.4

3.4

9.1

0 20 40 60

50.0

11.8

28.6

28.9

34.1

48.3

27.3

0 20 40 60
(MA%)

相手に直接抗議

した

家族や親せきに

相談した

友人や先輩に

相談した

職場の同僚、上

司に相談した

裁判所や弁護士

に相談した

法務局や人権擁

護委員に相談し

た

（公財）和歌山県人権

啓発センターや県の機

関（人権局、子ども・

女性・障害者相談セン

ターなど）に相談した
市町村に相談した

自治会役員、民

生委員などに相

談した
警察に相談した

学校（先生）に

相談した

ＮＰＯやボランティ

ア団体などの支援団

体に相談した
その他 何もしなかった
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【職業別】 

職業別でみると、農林水産業などで「何もしなかった」の割合が高く、公務員、会社員・団

体職員などで「職場の同僚、上司に相談した」の割合が高くなっています。 
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友人や先輩に相

談した

職場の同僚、

上司に相談した

裁判所や弁護士に

相談した

法務局や人権擁護

委員に相談した

（公財）和歌山県人権

啓発センターや県の機

関（人権局、子ども・

女性・障害者相談セン

ターなど）に相談した
市町村に相談した

自治会役員、民

生委員などに相

談した
警察に相談した

学校（先生）に
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ＮＰＯやボランティ

ア団体などの支援団

体に相談した
その他 何もしなかった



- 35 - 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「何もしなかった」の割合は海南市・海草郡（55.6％）、有田市・有

田郡（60.0％）などで高く、「家族や親せきに相談した」の割合は紀の川市・岩出市（47.1％）、

御坊市・日高郡（41.7％）、新宮市・東牟婁郡（66.7％）などで高くなっています。 
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（３）人権侵害を受けたときに何もしなかった理由 

問４－１で、「14．何もしなかった」と回答された方におたずねします 

問４－２ なぜそのようにされたのですか（○はいくつでも） 
 
「相手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても解決しないと思ったから」の割合が56.6％

で最も多く、次いで「自分が我慢すればよいと思ったから」が32.1％、「抗議や相談すること

で相手との関係が悪くなると思ったから」が26.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、男性、女性とも「相手に抗議

や誰かに（どこかに）相談しても解決しないと思ったから」の割合が最も高く、女性（52.4％）

より男性（57.1％）のほうが4.7ポイント高くなっています。一方、「抗議や相談することで

相手との関係が悪くなると思ったから」の割合は男性（21.4％）より女性（33.3％）のほう

が11.9ポイント高くなっています。 
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無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査(回答者数=53)
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【年齢別】 

年齢別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、40歳代から60歳代では「相

手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても解決しないと思ったから」の割合が高くなってい

ます。 
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【職業別】 

職業別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、ほとんどの職業では「相

手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても解決しないと思ったから」の割合が多くなってい

ますが、自営業では「抗議や相談することで相手との関係が悪くなると思ったから」（50.0％）

の割合が最も高くなっています。 
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50.0

0.0

40.0

35.7

40.0

0.0

25.0

36.4

0.0

0 20 40 60 80 100

0.0

25.0

0.0

7.1

10.0

0.0

0.0

18.2

0.0

0 20 40 60 80 100
(MA%)

誰に・どこに相談

すればよいかわか

らなかったから

相手に抗議や誰か

に（どこかに）相

談しても解決しな

いと思ったから

抗議や相談するこ

とで相手との関係

が悪くなると思っ

たから

相談するとプライ

バシーが守られな

いと思ったから

過去に相談したが解

決しなかったから

自分が我慢すれば

よいと思ったから
その他
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、いずれの地域も「相

手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても解決しないと思ったから」の割合が高い傾向にあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.1

0.0

0.0

16.7

22.2

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

和歌山市
(n=19)

海南市・海草郡
(n=5)

紀の川市・岩出市
(n=3)

橋本市・伊都郡
(n=6)

有田市・有田郡
(n=9)

御坊市・日高郡
(n=2)

田辺市・西牟婁郡
(n=4)

新宮市・東牟婁郡
(n=2)

57.9

40.0

66.7

50.0

55.6

100.0

50.0

50.0

0 20 40 60 80 100

21.1

40.0

0.0

33.3

22.2

50.0

50.0

50.0

0 20 40 60 80 100

15.8

0.0

0.0

0.0

22.2

0.0

25.0

50.0

0 20 40 60 80 100
(MA%)

21.1

20.0

0.0

50.0

11.1

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

和歌山市
(n=19)

海南市・海草郡
(n=5)

紀の川市・岩出市
(n=3)

橋本市・伊都郡
(n=6)

有田市・有田郡
(n=9)

御坊市・日高郡
(n=2)

田辺市・西牟婁郡
(n=4)

新宮市・東牟婁郡
(n=2)

26.3

20.0

33.3

50.0

33.3

50.0

25.0

50.0

0 20 40 60 80 100

10.5

20.0

33.3

16.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
(MA%)

誰に・どこに相談

すればよいかわか

らなかったから

相手に抗議や誰か

に（どこかに）相

談しても解決しな

いと思ったから

抗議や相談するこ

とで相手との関係

が悪くなると思っ

たから

相談するとプライ

バシーが守られな

いと思ったから

過去に相談したが解

決しなかったから

自分が我慢すれば

よいと思ったから
その他
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14.7 67.0 14.6 3.7

ある ない

わからない

無回答

Ｒ５年度調査
(回答者数=1,356)

(%)
0 20 40 60 80 100

13.9

14.8

68.0

66.8

13.9

15.2

4.1

3.2

ある ない

わからない

無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

３．人権侵害を受けたことを見聞きした経験 

（１）人権侵害を受けたことを見聞きした経験の有無 

問５ あなたは、過去５年間に、他の人が人権侵害を受けたことを見たり聞いたりしたこと

がありますか（○は１つだけ） 
 

「ある」の割合が14.7％で、「ない」が67.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「ある」の割合は、男性13.9％、女性14.8％で、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「ある」の割合は30歳代と40歳代がともに19.5％で最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

  

10.5

17.4

19.5

19.5

18.6

10.0

6.7

68.4

65.1

60.4

62.0

61.6

71.2

78.6

21.1

17.4

14.8

18.0

17.1

13.4

9.1

0.0

0.0

5.3

0.5

2.7

5.4

5.6

ある ない

わからない

無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【職業別】 

職業別でみると、「ある」の割合は自営業が19.6％で最も高く、次いで公務員が19.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「ある」の割合は橋本市・伊都郡が18.3％で最も高く、次いで海南市・

海草郡が17.1％となっています。 

 

 

  

6.0

19.6

19.4

16.9

16.7

13.5

12.2

8.3

13.3

74.0

61.9

65.6

67.5

62.9

64.9

70.9

71.9

40.0

12.0

15.5

15.1

14.0

15.1

18.9

13.5

14.2

40.0

8.0

3.1

0.0

1.6

5.2

2.7

3.4

5.5

6.7

ある ない

わからない

無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

14.3

17.1

15.7

18.3

14.2

8.7

14.0

12.7

66.2

70.7

68.6

61.9

65.8

70.2

69.2

70.9

16.7

8.5

11.1

16.7

15.8

13.5

15.4

12.7

2.8

3.7

4.6

3.2

4.2

7.7

1.4

3.8

ある ない

わからない

無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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15.6

42.7

14.1

8.5

21.1

2.0

0.5

0.0

4.5

1.0

3.0

6.0

0.0

2.5

22.6

0.5

18.1

21.7

34.9

2.8

1.6

3.6

6.4

5.6

3.6

5.6

2.0

8.4

7.6

18.5

4.8

15.0

17.7

20.5

1.8

2.3

4.1

7.7

4.1

4.1

3.2

0.5

15.5

9.1

22.7

6.8

15.0

33.5

2.9

1.0

5.1

5.8

2.9

7.3

1.0

8.3

16.0

37.4

3.8

0 10 20 30 40 50

相手に直接抗議した

人権侵害を受けている本人に話を聞いた
※1

家族や親せきに相談した
※2

家族や友人等、身近な人に相談した
※2

近所の人、近くに住んでいる友達・先輩に相談した
※2

職場の同僚、上司に相談した
※1

裁判所や弁護士に相談した
※3

法務局や人権擁護委員に相談した

（公財）和歌山県人権啓発センターや県の機関（人権局、
子ども・女性・障害者相談センターなど）に相談した ※4

市町村に相談した

自治会役員、民生委員などに相談した
※5

警察に相談した

学校（先生）に相談した

ＮＰＯやボランティア団体などの支援団体に相談した
※6

その他

黙って我慢をした
※7

何もしなかった

無回答

(MA%)

0 Ｒ５年度調査

(回答者数=199)

Ｈ30年度調査

(回答者数=249)

Ｈ25年度調査

(回答者数=220)

Ｈ20年度調査

(回答者数=313)

（２）人権侵害を受けたことを見聞きしたときの対応 

問５で、「１．ある」と回答された方におたずねします。 

問５－１ そのときどうされましたか（○はいくつでも） 
 

「人権侵害を受けている本人に話を聞いた」の割合が42.7％で最も多く、次いで「何もし

なかった」が22.6％、「職場の同僚、上司に相談した」が21.1％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「近所の人、近くに住んでいる友達・先輩に相談した」（8.5％）

の割合が、今回調査では「職場の同僚、上司に相談した」（21.1％）を新設したことで26.4

ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 R5年度で新たに設けた選択肢 

※2 H20年度調査の「家族や友人等、身近な人に相談

した」は、H25年度以降では「家族や親せきに相

談した」と「友人や先輩に相談した」に分けて

調査を実施。 

※3 H30年度調査までは「弁護士に相談した」 

※4 H30年度調査までは「（公財）和歌山県人権啓発

センターや県の機関に相談した」 

※5 H25年度で新たに設けた選択肢 

※6 H25年度調査までは「ＮＰＯ等、民間の人権団体

に相談した」 

※7 R5年度調査では「黙って我慢をした」は除外 
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【性別】 

性別でみると、「何もしなかった」の割合は女性（18.3％）より男性（29.3％）のほうが

11.0ポイント高くなっています。「人権侵害を受けている本人に話を聞いた」の割合は男性

（30.7％）より女性（51.3％）のほうが20.6ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.0

30.7

9.3

6.7

24.0

2.7

0.0

0.0

5.3

0.0

5.3

5.3

0.0

1.3

29.3

1.3

13.0

51.3

16.5

9.6

19.1

0.9

0.0

0.0

2.6

1.7

1.7

7.0

0.0

3.5

18.3

0.0

0 20 40 60

男性

(n=75)

女性

(n=115)

相手に直接抗議した

人権侵害を受けている本人に話を聞いた

家族や親せきに相談した

近所の人、近くに住んでいる友達・先輩に相談した

職場の同僚、上司に相談した

裁判所や弁護士に相談した

法務局や人権擁護委員に相談した

（公財）和歌山県人権啓発センターや県の機関（人権局、
子ども・女性・障害者相談センターなど）に相談した

市町村に相談した

自治会役員、民生委員などに相談した

警察に相談した

学校（先生）に相談した

ＮＰＯやボランティア団体などの支援団体に相談した

その他

何もしなかった

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、いずれの年代も「人権侵

害を受けている本人に話を聞いた」の割合が最も多くなっており、「何もしなかった」では若

い世代の割合が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

21.1

9.1

17.5

12.2

20.0

23.5

0 20 40 60

10歳代
(n=2)

20歳代
(n=19)

30歳代
(n=33)

40歳代
(n=40)

50歳代
(n=49)

60歳代
(n=30)

70歳以上
(n=17)

50.0

47.4

45.5

45.0

42.9

30.0

52.9

0 20 40 60

0.0

15.8

18.2

12.5

12.2

10.0

17.6

0 20 40 60

0.0

21.1

9.1

10.0

4.1

0.0

17.6

0 20 40 60

0.0

15.8

30.3

20.0

24.5

20.0

5.9

0 20 40 60
(MA%)

0.0

0.0

3.0

2.5

2.0

0.0

0.0

0 20 40 60

10歳代
(n=2)

20歳代
(n=19)

30歳代
(n=33)

40歳代
(n=40)

50歳代
(n=49)

60歳代
(n=30)

70歳以上
(n=17)

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

0.0

0.0

0.0

5.0

2.0

10.0

5.9

0 20 40 60

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.3

5.9

0 20 40 60
(MA%)

0.0

0.0

0.0

5.0

2.0

3.3

11.8

0 20 40 60

10歳代
(n=2)

20歳代
(n=19)

30歳代
(n=33)

40歳代
(n=40)

50歳代
(n=49)

60歳代
(n=30)

70歳以上
(n=17)

0.0

0.0

3.0

15.0

4.1

6.7

5.9

0 20 40 60

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60

0.0

0.0

3.0

0.0

6.1

3.3

0.0

0 20 40 60

50.0

31.6

24.2

25.0

20.4

16.7

17.6

0 20 40 60
(MA%)

相手に直接抗議

した

人権侵害を受け

ている本人に話

を聞いた

家族や親せきに

相談した

近所の人、近く

に住んでいる友

達・先輩に相談

した

職場の同僚、上

司に相談した

裁判所や弁護士

に相談した

法務局や人権擁

護委員に相談し

た

（公財）和歌山県人権

啓発センターや県の機

関（人権局、子ども・

女性・障害者相談セン

ターなど）に相談した

市町村に相談

した

自治会役員、民

生委員などに相

談した

警察に相談した 学校（先生）に

相談した

ＮＰＯやボランティ

ア団体などの支援団

体に相談した

その他 何もしなかった
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33.3

21.1

16.7

15.9

9.5

0.0

11.1

23.8

50.0

0 20 40 60 80 100

農林水産業(n= 3)

自営業(n=19)

公務員(n=18)

会社員・団体職員(n=63)

パート、アルバイト(n=42)

学生(n= 5)

家事に従事(n=18)

無職(n=21)

その他(n= 2)

100.0

52.6

50.0

31.7

45.2

40.0

55.6

42.9

50.0

0 20 40 60 80 100

66.7

15.8

11.1

6.3

16.7

20.0

22.2

14.3

50.0

0 20 40 60 80 100

0.0

21.1

5.6

6.3

9.5

20.0

5.6

4.8

0.0

0 20 40 60 80 100

0.0

5.3

27.8

28.6

23.8

0.0

0.0

23.8

50.0

0 20 40 60 80 100

(MA%)

0.0

0.0

0.0

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

農林水産業(n= 3)

自営業(n=19)

公務員(n=18)

会社員・団体職員(n=63)

パート、アルバイト(n=42)

学生(n= 5)

家事に従事(n=18)

無職(n=21)

その他(n=2)

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

33.3

5.3

11.1

1.6

2.4

0.0

5.6

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

11.1

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
(MA%)

0.0

0.0

0.0

3.2

2.4

0.0

0.0

14.3

0.0

0 20 40 60 80 100

農林水産業(n= 3)

自営業(n=19)

公務員(n=18)

会社員・団体職員(n=63)

パート、アルバイト(n=42)

学生(n= 5)

家事に従事(n=18)

無職(n=21)

その他(n= 2)

66.7

5.3

11.1

1.6

7.1

0.0

5.6

9.5

0.0

0 20 40 60 80 100

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

0.0

5.3

0.0

3.2

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

0.0

26.3

16.7

30.2

14.3

40.0

22.2

19.0

0.0

0 20 40 60 80 100
(MA%)

相手に直接抗議

した

人権侵害を受け

ている本人に話

を聞いた

家族や親せき

に相談した

近所の人、近く

に住んでいる友

達・先輩に相談

した

職場の同僚、上

司に相談した

裁判所や弁護士

に相談した

法務局や人権擁

護委員に相談し

た

（公財）和歌山県人権

啓発センターや県の機

関（人権局、子ども・

女性・障害者相談セン

ターなど）に相談した

市町村に相談

した

自治会役員、民

生委員などに相

談した

警察に相談した
学校（先生）に

相談した

ＮＰＯやボランティ

ア団体などの支援団

体に相談した

その他 何もしなかった

【職業別】 

職業別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、いずれの職業も「人権侵

害を受けている本人に話を聞いた」の割合が最も多くなっており、「何もしなかった」では学

生の割合が最も多くなっています。 
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、いずれの地域も「人

権侵害を受けている本人に話を聞いた」の割合が最も多くなっており、「何もしなかった」で

は御坊市・日高郡の割合が最も多くなっています。 
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相手に直接抗議

した

人権侵害を受け

ている本人に話

を聞いた

家族や親せき

に相談した

近所の人、近く

に住んでいる友

達・先輩に相談

した

職場の同僚、上

司に相談した

裁判所や弁護士に

相談した

法務局や人権擁護

委員に相談した

（公財）和歌山県人権

啓発センターや県の機

関（人権局、子ども・

女性・障害者相談セン

ターなど）に相談した

市町村に相談

した

自治会役員、民

生委員などに相

談した

警察に相談した 学校（先生）

に相談した

ＮＰＯやボランティ

ア団体などの支援団

体に相談した

その他 何もしなかった
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（３）人権侵害を受けたことを見聞きしたときに何もしなかった理由 

問５－１で、「15．何もしなかった」と回答された方におたずねします 

問５－２ なぜそのようにされたのですか（○はいくつでも） 
 

「相手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても、解決しないと思ったから」の割合が37.8％

で最も多く、次いで「トラブルに巻き込まれたくなかったから」が28.9％、「相談するとプラ

イバシーが守られないと思ったから」が20.0％となっています。 
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誰に（どこに）相談すればよいかわからなかったから

相手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても、解決しないと
思ったから

抗議や相談することで相手との関係が悪くなると思ったから

相談するとプライバシーが守られないと思ったから

過去に相談したが解決しなかったから

自分の代わりに誰かが対応するだろうと思ったから

トラブルに巻き込まれたくなかったから

その他

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査(回答者数=45)
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【性別】 

性別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、「誰に（どこに）相談すれば

よいかわからなかったから」の割合は男性（9.1％）より女性（28.6％）のほうが19.5ポイ

ント、「トラブルに巻き込まれたくなかったから」の割合は男性（22.7％）より女性（38.1％）

のほうが15.4ポイント、それぞれ高くなっています。 
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誰に（どこに）相談すればよいかわからなかったから

相手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても、解決しな
いと思ったから

抗議や相談することで相手との関係が悪くなると思った
から

相談するとプライバシーが守られないと思ったから

過去に相談したが解決しなかったから

自分の代わりに誰かが対応するだろうと思ったから

トラブルに巻き込まれたくなかったから

その他

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、30歳代では「トラブルに

巻き込まれたくなかったから」（50.0％）の割合が最も多く、50歳代では「相手に抗議や誰

かに（どこかに）相談しても、解決しないと思ったから」（50.0％）の割合が最も多くなって

います。 
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【職業別】 

職業別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、会社員・団体職員では「相

手に抗議や誰かに（どこかに）相談しても、解決しないと思ったから」（42.1％）が最も多く

なっています。 
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、回答者数が少ないため一概には言えませんが、和歌山市では「トラ

ブルに巻き込まれたくなかったから」（40.0％）が最も多くなっています。 
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４．虐待や暴力がまわりで起きていることを知ったときの対応 

問６ 子供、配偶者、高齢者、障害のある人などへの虐待や暴力が、あなたのまわりで起きて

いることを知った場合、あなたならどのように対応すると思いますか（○はいくつでも） 
 

「児童相談所、配偶者暴力相談支援センター、地域包括支援センター、障害者虐待防止セ

ンター、警察などへ通報する」の割合が45.4％で最も多く、次いで「虐待や暴力を受けてい

る本人に話を聞く」が40.3％、「県、市町村、法務局、人権擁護委員に相談する」が39.2％と

なっています。 

平成30年以前の調査結果でも、「児童相談所、配偶者暴力相談支援センター、地域包括支援

センター、障害者虐待防止センター、警察などへ通報する」や「県、市町村、法務局、人権擁

護委員に相談する」「虐待や暴力を受けている本人に話を聞く」が上位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 R5年度で新たに設けた選択肢 

※2 H30年度調査までは「近所の人、近くに住んでいる友達に相談する」 

※3 H30年度調査までは「弁護士に相談する」 

※4 R5年度調査では「どこ（誰）に知らせたらいいのかわからない」は除外 
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15.7

27.1
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37.4

3.0

4.5

20.9

12.3

1.5
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4.4

0 20 40 60

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

相手（加害者）に注意・抗議する
※1

虐待や暴力を受けている本人に話を聞く

問題が起きている家族やその親せきに話を聞く

近所の人、近くに住んでいる友達・先輩に相談する
※2

県、市町村、法務局、人権擁護委員に相談する

職場の同僚、上司に相談する
※1

児童相談所、配偶者暴力相談支援センター、地域包括支援
センター、障害者虐待防止センター、警察などへ通報する

裁判所や弁護士に相談する
※3

ＮＰＯやボランティア団体などの支援団体に相談する

子供の通っている保育所、学校などに相談する

どこ（誰）に知らせたらいいのかわからない
※4

その他

何もしない

無回答

(MA%)
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【性別】 

性別でみると、「相手（加害者）に注意・抗議する」の割合は女性（17.0％）より男性（30.1％）

のほうが13.1ポイント、「県、市町村、法務局、人権擁護委員に相談する」の割合は女性（35.8％）

より男性（44.8％）のほうが9.0ポイント、それぞれ高くなっています。 
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裁判所や弁護士に相談する

ＮＰＯやボランティア団体などの支援団体に相談する

子供の通っている保育所、学校などに相談する

その他

何もしない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「虐待や暴力を受けている本人に話を聞く」の割合は50歳代以下の年代で

４割を超えており、「県、市町村、法務局、人権擁護委員に相談する」は50歳代以上の年代で

４割を超えて高くなっています。 
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23.1

22.0

14.1

15.1

14.7

0 20 40 60

21.1

29.4

22.5

25.4

19.8

30.4

27.8

0 20 40 60

36.8

26.6

33.1

30.2

42.6

46.5

45.2

0 20 40 60
(MA%)

0.0

12.8

20.1

18.0

16.3

12.4

4.4

0 20 40 60

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

42.1

41.3

51.5

46.3

42.6

46.8

44.8

0 20 40 60

10.5

5.5

6.5

4.4

7.6

8.0

1.6

0 20 40 60

10.5

2.8

9.5

6.3

5.3

7.0

7.5

0 20 40 60

31.6

20.2

37.9

37.1

24.3

20.4

15.5

0 20 40 60
(MA%)

0.0

2.8

1.8

1.0

3.8

2.0

0.8

0 20 40 60

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

5.3

4.6

4.1

3.9

2.7

1.3

4.4

0 20 40 60
(MA%)

相手（加害者）に

注意・抗議する

虐待や暴力を受け

ている本人に話を

聞く

問題が起きている

家族やその親せき

に話を聞く

近所の人、近くに

住んでいる友達・

先輩に相談する

県、市町村、法務

局、人権擁護委員

に相談する

職場の同僚、上

司に相談する

児童相談所、配偶者暴

力相談支援センター、

地域包括支援センター、

障害者虐待防止セン

ター、警察などへ通報

する

裁判所や弁護士

に相談する

ＮＰＯやボラン

ティア団体など

の支援団体に相

談する

子供の通っている

保育所、学校など

に相談する

その他 何もしない
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【職業別】 

職業別でみると、公務員、会社員・団体職員、パート、アルバイト、家事に従事では「児童

相談所、配偶者暴力相談支援センター、地域包括支援センター、障害者虐待防止センター、警

察などへ通報する」の割合が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.0

22.7

26.9

28.2

17.9

10.8

16.9

22.1

13.3

0 20 40 60

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

42.0

38.1

46.2

41.9

42.6

51.4

47.3

28.9

46.7

0 20 40 60

24.0

18.6

20.4

14.8

17.9

13.5

22.3

15.8

6.7

0 20 40 60

24.0

19.6

22.6

22.3

30.3

24.3

20.9

33.6

13.3

0 20 40 60

42.0

47.4

47.3

35.5

35.9

29.7

39.2

44.3

40.0

0 20 40 60
(MA%)

2.0

6.2

22.6

20.2

19.1

8.1

1.4

6.7

20.0

0 20 40 60

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

42.0

44.3

55.9

45.4

44.2

48.6

50.7

41.9

40.0

0 20 40 60

2.0

13.4

3.2

5.4

3.6

16.2

5.4

6.7

0.0

0 20 40 60

8.0

5.2

5.4

7.0

5.6

16.2

5.4

7.9

6.7

0 20 40 60

18.0

23.7

40.9

23.7

28.7

16.2

32.4

19.0

0.0

0 20 40 60
(MA%)

0.0

1.0

2.2

3.0

1.6

2.7

0.7

2.0

0.0

0 20 40 60

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

2.0

4.1

2.2

2.4

4.4

2.7

0.7

5.1

13.3

0 20 40 60
(MA%)

相手（加害者）に

注意・抗議する

虐待や暴力を受け

ている本人に話を

聞く

問題が起きている

家族やその親せき

に話を聞く

近所の人、近くに

住んでいる友達・

先輩に相談する

県、市町村、法務

局、人権擁護委員

に相談する

職場の同僚、上司

に相談する

児童相談所、配偶者暴力

相談支援センター、地域

包括支援センター、障害

者虐待防止センター、警

察などへ通報する

裁判所や弁護士

に相談する

ＮＰＯやボラン

ティア団体など

の支援団体に相

談する

子供の通っている

保育所、学校など

に相談する

その他 何もしない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、和歌山市、紀の川市・岩出市、御坊市・日高郡、田辺市・西牟婁郡で

は「児童相談所、配偶者暴力相談支援センター、地域包括支援センター、障害者虐待防止セン

ター、警察などへ通報する」の割合が最も多く、田辺市・西牟婁郡では同率で「虐待や暴力を

受けている本人に話を聞く」も最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.0

15.9

22.9

26.2

23.3

21.2

26.6

17.7
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和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

39.9

29.3

41.8

48.4

40.0

41.3

46.2

29.1
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15.1

18.3

18.3

16.7

16.7

23.1

18.2

20.3

0 20 40 60

22.4

34.1

21.6

29.4

34.2

28.8

23.1

26.6

0 20 40 60

36.1

48.8

37.9

42.9

40.0

42.3

37.8

44.3

0 20 40 60
(MA%)

11.6

13.4

15.0

15.9

10.8

15.4

13.3

17.7
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和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

48.9

29.3

53.6

44.4

35.0

47.1

46.2

43.0
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6.7

8.5

5.9

7.1

3.3

2.9

5.6

3.8
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5.7

4.9

8.5

10.3

5.8

4.8

9.1

5.1
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25.3

31.7

21.6

27.0

24.2

26.0

25.2

21.5

0 20 40 60
(MA%)

2.2

1.2

0.7

2.4

1.7

1.9

2.1

3.8

0 20 40 60

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

3.3

6.1

3.3

3.2

5.0

1.0

2.8

3.8

0 20 40 60
(MA%)

相手（加害者）に

注意・抗議する

虐待や暴力を受け

ている本人に話を

聞く

問題が起きている

家族やその親せき

に話を聞く

近所の人、近くに

住んでいる友達・

先輩に相談する

県、市町村、法務

局、人権擁護委員

に相談する

職場の同僚、上司

に相談する

児童相談所、配偶者

暴力相談支援セン

ター、地域包括支援

センター、障害者虐

待防止センター、警

察などへ通報する

裁判所や弁護士

に相談する

ＮＰＯやボラン

ティア団体など

の支援団体に相

談する

子供の通っている

保育所、学校など

に相談する

その他 何もしない
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32.2

32.4

25.1

19.1

40.0

50.4

16.4

11.1

20.9

19.0

18.4

13.3

8.1

4.1

4.8

2.9

4.9

7.6

1.0

12.1

24.9

10.6

10.1

35.2

44.2

8.2

7.1

16.5

11.1

6.8

6.3

9.7

2.9

2.7

1.4

5.8

3.6

12.3

26.6

7.3

33.4

46.6

12.0

10.7

19.0

15.3

8.1

6.7

7.4

4.1

2.4

1.1

5.9

5.0

9.4

27.3

7.0

30.6

46.2

17.6

14.8

13.2

16.6

6.2

5.5

3.8

1.0

7.0

6.5

0 20 40 60

女性の政治への参画や会社役員、管理職などへの登用が
少ない ※1

職場において、採用や昇進などで男女の処遇に違いがある

職場においてセクハラ（性的嫌がらせ）がある

職場において妊娠、出産などを理由とした不当な取り扱い
がある※2

「男は仕事、女は家事・育児」など、男女の固定的な役割
分担意識がある

家事・育児や介護などを男女が共同に行う社会の仕組みが
十分に整えられていない

妊娠や出産など母性健康管理について、十分に保障されて
いない

医療の現場において、女性が気軽に安心して受診できる
体制が整っていない

夫や恋人などから暴力・暴言、危害の恐怖を感じる脅迫や
行動制限をうける（ドメスティック・バイオレンス）

レイプなどの女性への性暴力が発生している

特定の人にしつこくつきまとわれる（ストーカー）
※3

売春、買春、援助交際が行われている
※3

地域において、女性の伝統行事への参加を制限する慣習や
しきたりが残っている

商品広告などで、内容に関係なく女性の水着姿・裸体など
を使用している

「婦人」「未亡人」など女性だけに用いられる言葉が使わ
れている

その他

特に問題はない
※4

わからない
※5

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

５．女性に関する事柄で、問題だと思うこと 

問７ 女性に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか（○はいく

つでも） 
 

「家事・育児や介護などを男女が共同に行う社会の仕組みが十分に整えられていない」の

割合が50.4％で最も多く、次いで「「男は仕事、女は家事・育児」など、男女の固定的な役割

分担意識がある」が40.0％、「職場において、採用や昇進などで男女の処遇に違いがある」が

32.4％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「女性の政治への参

画や会社役員、管理職などへの登用が少ない」（32.2％）の割合が20.1ポイント、「職場にお

いてセクハラ（性的嫌がらせ）がある」（25.1％）の割合が14.5ポイント、それぞれ増加し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※1 H30年度調査までは「議員や会社役員、管

理職などに女性が十分に参画していな

い」 

※2 H30年度で新たに設けた選択肢 

※3 H25年度で新たに設けた選択肢 

※4 H30年度調査までは「特に問題のあるも

のはない」 

※5 R5年度で新たに設けた選択肢 
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【性・年齢別①】 

性・年齢別でみると、男性、女性とも20歳代は「「男は仕事、女は家事・育児」など、男女

の固定的な役割分担意識がある」の割合が最も高く、30歳代以上の年代において「家事・育

児や介護などを男女が共同に行う社会の仕組みが十分に整えられていない」の割合が最も高

くなっています。 
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20.0
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18.8

5.6
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28.6

48.9

33.3

26.0

33.0

29.9

39.8

58.3

56.3

47.1

52.3

39.9

49.1

29.6

0 20 40 60 80
(MA%)

女性の政治への参

画や会社役員、管

理職などへの登用

が少ない

職場において、採

用や昇進などで男

女の処遇に違いが

ある

職場においてセ

クハラ（性的嫌

がらせ）がある

「男は仕事、女は

家事・育児」など、

男女の固定的な役

割分担意識がある

職場において妊娠、

出産などを理由と

した不当な取り扱

いがある

10歳代 男性(n=  7)
女性(n= 12)

20歳代 男性(n= 45)
女性(n= 64)

30歳代 男性(n= 66)
女性(n=102)

40歳代 男性(n= 73)
女性(n=132)

50歳代 男性(n=103)
女性(n=158)

60歳代 男性(n=134)
女性(n=165)

70歳以上 男性(n=108)
女性(n=142)

42.9

33.3

48.5

37.0

49.5
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50.9

66.7

48.4

54.9

57.6

54.4

59.4

42.3
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24.4

19.7
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41.7
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24.5
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1.4

4.9

9.7
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15.6

14.7

15.2

13.9

15.8

6.3
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28.6

22.2

15.2

9.6

16.5

20.9

11.1
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20.3

29.4
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25.3

28.5

14.8

0 20 40 60 80

42.9

22.2

21.2
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14.6

20.1

13.0

16.7

7.8

34.3

24.2

21.5

21.2

11.3

0 20 40 60 80
(MA%)

家事・育児や介護

などを男女が共同

に行う社会の仕組

みが十分に整えら

れていない

妊娠や出産など母

性健康管理につい

て、十分に保障さ

れていない

医療の現場におい

て、女性が気軽に

安心して受診でき

る体制が整ってい

ない

夫や恋人などから暴

力・暴言、危害の恐

怖を感じる脅迫や行

動制限をうける（ド

メスティック・バイ

オレンス）

レイプなどの女性

への性暴力が発生

している

10歳代 男性(n=  7)
女性(n= 12)

20歳代 男性(n= 45)
女性(n= 64)

30歳代 男性(n= 66)
女性(n=102)

40歳代 男性(n= 73)
女性(n=132)

50歳代 男性(n=103)
女性(n=158)

60歳代 男性(n=134)
女性(n=165)

70歳以上 男性(n=108)
女性(n=142)
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【性・年齢別②】 
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(MA%)

特定の人にしつこ

くつきまとわれる

（ストーカー）

売春、買春、援

助交際が行われ

ている

地域において、女

性の伝統行事への

参加を制限する慣

習やしきたりが

残っている

商品広告などで、

内容に関係なく

女性の水着姿・

裸体などを使用

している

「婦人」「未亡

人」など女性だ

けに用いられる

言葉が使われて

いる

10歳代 男性(n=  7)
女性(n= 12)

20歳代 男性(n= 45)
女性(n= 64)

30歳代 男性(n= 66)
女性(n=102)

40歳代 男性(n= 73)
女性(n=132)

50歳代 男性(n=103)
女性(n=158)

60歳代 男性(n=134)
女性(n=165)

70歳以上 男性(n=108)
女性(n=142)

0.0

6.7

4.5

5.5

1.9

0.7

1.9

0.0

1.6

3.9

5.3

3.8

3.0

0.0

0 20 40 60 80

0.0

2.2

7.6

6.8

5.8

6.0

5.6

0.0

1.6

2.0

1.5

2.5

3.6

11.3

0 20 40 60 80

0.0

4.4

9.1

9.6

8.7

8.2

10.2

8.3

4.7

9.8

7.6

5.1

4.2

9.9

0 20 40 60 80
(MA%)

その他 特に問題はない わからない

10歳代 男性(n=  7)
女性(n= 12)

20歳代 男性(n= 45)
女性(n= 64)

30歳代 男性(n= 66)
女性(n=102)

40歳代 男性(n= 73)
女性(n=132)

50歳代 男性(n=103)
女性(n=158)

60歳代 男性(n=134)
女性(n=165)

70歳以上 男性(n=108)
女性(n=142)



- 60 - 

【職業別①】 

職業別でみると、学生は「「男は仕事、女は家事・育児」など、男女の固定的な役割分担意

識がある」の割合が64.9％で最も高く、それ以外の職業では「家事・育児や介護などを男女

が共同に行う社会の仕組みが十分に整えられていない」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.0

27.8

33.3

32.3

33.1

35.1

33.1

32.0

26.7

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

22.0

30.9

21.5

34.4

36.3

37.8

37.8

31.2

20.0

0 20 40 60 80

22.0

30.9

24.7

23.1

25.1

43.2

30.4

22.5

20.0

0 20 40 60 80

8.0

18.6

18.3

16.7

21.1

51.4

28.4

14.6

20.0

0 20 40 60 80

50.0

41.2

41.9

35.2

46.6

64.9

45.9

32.8

33.3

0 20 40 60 80
(MA%)

女性の政治への参

画や会社役員、管

理職などへの登用

が少ない

職場において、

採用や昇進など

で男女の処遇に

違いがある

職場においてセク

ハラ（性的嫌がら

せ）がある

職場において妊娠、

出産などを理由と

した不当な取り扱

いがある

「男は仕事、女は家

事・育児」など、男

女の固定的な役割分

担意識がある

56.0

44.3

45.2

52.4

52.6

54.1

59.5

44.3

60.0

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

14.0

12.4

15.1

16.7

17.9

27.0

15.5

15.4

26.7

0 20 40 60 80

12.0

9.3

14.0

8.6

13.5

21.6

12.2

10.3

13.3

0 20 40 60 80

14.0

15.5

22.6

17.7

29.5

21.6

27.7

19.0

6.7

0 20 40 60 80

4.0

15.5

23.7

19.4

20.7

18.9

24.3

17.8

13.3

0 20 40 60 80
(MA%)

家事・育児や介護

などを男女が共同

に行う社会の仕組

みが十分に整えら

れていない

妊娠や出産など母

性健康管理につい

て、十分に保障さ

れていない

医療の現場におい

て、女性が気軽に

安心して受診でき

る体制が整ってい

ない

夫や恋人などから暴

力・暴言、危害の恐

怖を感じる脅迫や行

動制限をうける（ﾄﾞ

ﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ）

レイプなどの女性

への性暴力が発生

している
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【職業別②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.0

16.5

16.1

19.4

19.5

24.3

20.9

18.2

0.0

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

8.0

13.4

12.9

10.2

17.9

21.6

14.2

14.2

6.7

0 20 40 60 80

20.0

8.2

4.3

6.7

7.2

8.1

8.1

9.9

13.3

0 20 40 60 80

4.0

7.2

0.0

2.2

6.0

0.0

4.1

5.5

6.7

0 20 40 60 80

8.0

7.2

3.2

1.9

8.0

5.4

4.7

5.5

0.0

0 20 40 60 80
(MA%)

特定の人にしつこ

くつきまとわれる

（ストーカー）

売春、買春、援助

交際が行われてい

る

地域において、女

性の伝統行事への

参加を制限する慣

習やしきたりが

残っている

商品広告などで、

内容に関係なく女

性の水着姿・裸体

などを使用してい

る

「婦人」「未亡

人」など女性だけ

に用いられる言葉

が使われている

4.0

5.2

6.5

3.0

4.0

0.0

1.4

0.8

0.0

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

6.0

5.2

5.4

3.8

2.8

0.0

4.1

7.9

6.7

0 20 40 60 80

2.0

7.2

3.2

7.8

6.8

2.7

5.4

11.5

13.3

0 20 40 60 80
(MA%)

その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別①】 

居住地域別でみると、すべての地域で「家事・育児や介護などを男女が共同に行う社会の

仕組みが十分に整えられていない」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.8

26.8

30.7

38.1

34.2

27.9

32.9

30.4

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

35.6

26.8

31.4

36.5

28.3

27.9

30.1

35.4

0 20 40 60 80

25.9

28.0

22.9

29.4

17.5

15.4

32.2

30.4

0 20 40 60 80

20.4

17.1

19.6

25.4

20.8

15.4

15.4

15.2

0 20 40 60 80

42.6

46.3

37.9

42.1

38.3

38.5

33.6

38.0

0 20 40 60 80
(MA%)

女性の政治への参

画や会社役員、管

理職などへの登用

が少ない

職場において、採

用や昇進などで男

女の処遇に違いが

ある

職場においてセク

ハラ（性的嫌がら

せ）がある

職場において妊娠、

出産などを理由と

した不当な取り扱

いがある

「男は仕事、女は

家事・育児」など、

男女の固定的な役

割分担意識がある

54.0

52.4

56.2

59.5

42.5

41.3

44.8

39.2

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

16.3

14.6

17.0

17.5

20.0

15.4

16.1

12.7

0 20 40 60 80

10.2

6.1

14.4

18.3

8.3

10.6

7.7

17.7

0 20 40 60 80

21.0

20.7

22.9

23.0

18.3

17.3

21.7

27.8

0 20 40 60 80

20.6

19.5

20.3

23.0

11.7

11.5

19.6

22.8

0 20 40 60 80
(MA%)

家事・育児や介護

などを男女が共同

に行う社会の仕組

みが十分に整えら

れていない

妊娠や出産など母

性健康管理につい

て、十分に保障さ

れていない

医療の現場におい

て、女性が気軽に

安心して受診でき

る体制が整ってい

ない

夫や恋人などから暴

力・暴言、危害の恐

怖を感じる脅迫や行

動制限をうける（ﾄﾞ

ﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ）

レイプなどの女性

への性暴力が発生

している
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【居住地域別②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.3

4.9

4.6

6.3

1.7

3.8

2.1

3.8

0 20 40 60 80

20.4

15.9

19.0

16.7

15.8

16.3

16.8

22.8

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

14.9

11.0

13.1

15.1

9.2

12.5

10.5

19.0

0 20 40 60 80

6.3

8.5

5.9

12.7

8.3

11.5

7.7

11.4

0 20 40 60 80

5.5

9.8

2.6

9.5

3.3

1.0

2.8

3.8

0 20 40 60 80
(MA%)

特定の人にしつこ

くつきまとわれる

（ストーカー）

売春、買春、援

助交際が行われ

ている

地域において、女

性の伝統行事への

参加を制限する慣

習やしきたりが

残っている

商品広告などで、

内容に関係なく

女性の水着姿・

裸体などを使用

している

「婦人」「未亡

人」など女性だけ

に用いられる言葉

が使われている

2.4

4.9

4.6

4.0

3.3

1.9

2.8

0.0

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

5.1

2.4

2.0

5.6

4.2

9.6

4.9

1.3

0 20 40 60 80

5.7

8.5

9.2

4.8

10.0

7.7

9.1

12.7

0 20 40 60 80
(MA%)

その他 特に問題はない わからない
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69.0

59.9

29.7

36.2

17.1

21.7

14.4

51.0

22.8

17.6

9.5

37.4

34.2

14.9

15.1

1.8

2.2

4.6

2.0

67.1

24.3

10.7

19.1

6.3

4.3

10.7

56.2

12.5

6.9

1.7

23.0

4.5

4.0

1.0

1.6

1.9

67.7

23.4

18.7

27.6

9.2

3.5

7.0

51.0

13.2

8.7

2.4

4.6

4.6

1.3

2.0

4.3

60.1

23.1

25.1

31.2

10.5

2.7

51.7

16.3

2.8

4.5

9.6

1.1

2.4

5.3

0 20 40 60 80

「仲間はずれ」や「無視」、身体への暴力や相手がいや
がることをしたり、させたりするなどのいじめを行う

携帯電話などによりインターネットの書き込みなどで
特定の子供が攻撃される

暴力や性など子供にとって有害な情報がたくさんある

子供を成績や学歴だけで判断する

子供の指導のためには教師による体罰もやむを得ないと
いう考えがある ※1

子どものしつけなどのためには親や教師による体罰も
やむを得ない ※1

校則で髪型や服装が細かく決められている

登下校時の安全が十分確保されていない
※2

親（保護者）が子供に暴力をふるったり育児を放棄する
などの虐待をする

学校や就職の選択などで、子供の意見を聞かず、大人の
意見を押しつける

子供のしつけのためには親（保護者）による体罰も
やむを得ないという考えがある ※1

親（保護者）が子供の部屋に勝手に入ったり、メールを
見たりする

親の経済格差が広がり、貧困の状態におかれている
子供がいる ※3

ヤングケアラーの子供がいる
※4

児童福祉施設において対応に不十分な面がある

児童買春、援助交際が行われている

その他

特に問題はない
※5

わからない
※4

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

６．子供に関する事柄で、問題だと思うこと 

問８ 子供に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか（○はいく

つでも） 
 

「「仲間はずれ」や「無視」、身体への暴力や相手がいやがることをしたり、させたりするな

どのいじめを行う」の割合が69.0％で最も多く、次いで「携帯電話などによりインターネッ

トの書き込みなどで特定の子供が攻撃される」が59.9％、「親（保護者）が子供に暴力をふるっ

たり育児を放棄するなどの虐待をする」が51.0％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としていますが、平成30年度調査に比べ、「親（保護者）

が子供に暴力をふるったり育児を放棄するなどの虐待をする」の割合は5.2ポイント減少し、

「携帯電話などによりインターネットの書き込みなどで特定の子供が攻撃される」の割合は

35.6ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 H20年度調査までの「子どものしつけなどのため

には親や教師による体罰もやむを得ない」は、

H25年度調査以後は「子供の指導のためには教師

による体罰もやむを得ない」と「子どものしつ

けのためには親（保護者）による体罰もやむを

得ない」に分けて調査した。 

※2 H25年度で新たに設けた選択肢 

※3 H30年度で新たに設けた選択肢 

※4 R5年度で新たに設けた選択肢 

※5 H30年度調査までは「特に問題のあるものはな

い」 
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【性別】 

性別でみると、「ヤングケアラーの子供がいる」の割合は男性（26.6％）より女性（39.9％）

のほうが13.3ポイント高く、「携帯電話などによりインターネットの書き込みなどで特定の

子供が攻撃される」の割合も男性（55.2％）より女性（63.7％）のほうが8.5ポイント高く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.6

55.2

26.0

37.0

17.1

22.5

12.5

49.6

22.3

16.4

10.2

38.3

26.6

11.7

12.8

2.6

2.4

4.8

1.3

72.6

63.7

32.2

36.0

17.0

21.5

15.2

53.1

23.1

18.3

8.9

36.9

39.9

17.1

16.6

1.3

2.1

4.4

1.7

0 20 40 60 80

男性

(n=538)

女性

(n=776)

「仲間はずれ」や「無視」、身体への暴力や相手がいや
がることをしたり、させたりするなどのいじめを行う

携帯電話などによりインターネットの書き込みなどで
特定の子供が攻撃される

暴力や性など子供にとって有害な情報がたくさんある

子供を成績や学歴だけで判断する

子供の指導のためには教師による体罰もやむを得ないと
いう考えがある

校則で髪型や服装が細かく決められている

登下校時の安全が十分確保されていない

親（保護者）が子供に暴力をふるったり育児を放棄する
などの虐待をする

学校や就職の選択などで、子供の意見を聞かず、大人の
意見を押しつける

子供のしつけのためには親（保護者）による体罰も
やむを得ないという考えがある

親（保護者）が子供の部屋に勝手に入ったり、
メールを見たりする

親の経済格差が広がり、貧困の状態におかれている
子供がいる

ヤングケアラーの子供がいる

児童福祉施設において対応に不十分な面がある

児童買春、援助交際が行われている

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、いずれの年齢も「「仲間はずれ」や「無視」、身体への暴力や相手がいやが

ることをしたり、させたりするなどのいじめを行う」の割合が最も多くなっています。 
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40歳代
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26.3
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0.0
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4.4
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9.5

0 20 40 60 80 100

ヤングケアラー

の子供がいる

児童福祉施設にお

いて対応に不十分

な面がある

児童買春、援助交

際が行われている
その他 特に問題はない わからない

(MA％） 
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12.0
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20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

84.2

56.9

54.4

52.7

55.9

53.2

38.1
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47.4

33.0

26.6

30.2

18.3
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16.7
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22.0

21.3
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21.1

17.4

14.8

9.3
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7.7

7.5

0 20 40 60 80 100

47.4

44.0

40.2

37.6

41.4

40.1

25.0

0 20 40 60 80 100

登下校時の安全

が十分確保され

ていない

親（保護者）が子

供に暴力をふるっ

たり育児を放棄す

るなどの虐待をす

る

学校や就職の選

択などで、子供

の意見を聞かず、

大人の意見を押

しつける

子供のしつけのた

めには親（保護

者）による体罰も

やむを得ないとい

う考えがある

親（保護者）が子

供の部屋に勝手に

入ったり、メール

を見たりする

親の経済格差が広

がり、貧困の状態

におかれている子

供がいる

(MA％） 
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69.7

71.0

75.1

66.2

76.6

58.7
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10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

26.3

62.4

66.3

69.3

64.3

62.9

42.1
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31.6
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33.1

29.3

31.9
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25.4
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41.8

34.9
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21.1

21.9
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14.7

20.2
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36.8

46.8

33.1

22.9

18.3

17.4

11.1

0 20 40 60 80 100

「仲間はずれ」や「無

視」、身体への暴力や

相手がいやがることを

したり、させたりする

などのいじめを行う

携帯電話などによ

りインターネット

の書き込みなどで

特定の子供が攻撃

される

暴力や性など子

供にとって有害

な情報がたくさ

んある

子供を成績や

学歴だけで判

断する

子供の指導のため

には教師による体

罰もやむを得ない

という考えがある

校則で髪型や服装

が細かく決められ

ている

(MA％） 
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26.8

51.6

34.1

41.4

43.2

39.9

24.1

33.3
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農林水産業
(n=50)
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(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)
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(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)
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11.1

13.3
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(MA%)

ヤングケアラー

の子供がいる

児童福祉施設にお

いて対応に不十分

な面がある

児童買春、援助交

際が行われている
その他 特に問題はない わからない

【職業別】 

職業別でみると、いずれの職業も「「仲間はずれ」や「無視」、身体への暴力や相手がいやが

ることをしたり、させたりするなどのいじめを行う」の割合が最も多く、また、学生は同率で

「親（保護者）が子供に暴力をふるったり育児を放棄するなどの虐待をする」（67.6％）も最

も多くなっています。 
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73.3

67.6

73.6

64.8

66.7
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(n=251)

学生
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家事に従事
(n=148)
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(n=253)

その他
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「仲間はずれ」や「無

視」、身体への暴力や

相手がいやがることを

したり、させたりする

などのいじめを行う

携帯電話などによ

りインターネット

の書き込みなどで

特定の子供が攻撃

される

暴力や性など子

供にとって有害

な情報がたくさ

んある

子供を成績や学

歴だけで判断す

る

子供の指導のため

には教師による体

罰もやむを得ない

という考えがある

校則で髪型や服装

が細かく決められ

ている

14.0

14.4

16.1

15.1

15.9

18.9

12.2

10.7

20.0

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

36.0

35.1

57.0

55.9

56.2

67.6

52.0

45.5

53.3

0 20 40 60 80

20.0

22.7

21.5

23.9

27.1

43.2

19.6

16.6

26.7

0 20 40 60 80

12.0

11.3

22.6

14.8

21.1

18.9

21.6

17.0

13.3

0 20 40 60 80

4.0

4.1

14.0

10.2

13.5

18.9

6.1

6.3

0.0

0 20 40 60 80

28.0

32.0

47.3

41.4
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0 20 40 60 80
(MA%)

登下校時の安全

が十分確保され

ていない

親（保護者）が子

供に暴力をふるっ

たり育児を放棄す

るなどの虐待をす

る

学校や就職の選

択などで、子供

の意見を聞かず、

大人の意見を押

しつける

子供のしつけのた

めには親（保護

者）による体罰も

やむを得ないとい

う考えがある

親（保護者）が子

供の部屋に勝手に

入ったり、メール

を見たりする

親の経済格差が広

がり、貧困の状態

におかれている子

供がいる
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、いずれの地域も「「仲間はずれ」や「無視」、身体への暴力や相手がい

やがることをしたり、させたりするなどのいじめを行う」の割合が最も多くなっています。 
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相手がいやがることを

したり、させたりする

などのいじめを行う

携帯電話などによ

りインターネット

の書き込みなどで

特定の子供が攻撃

される

暴力や性など子供

にとって有害な情

報がたくさんある

子供を成績や学歴

だけで判断する

子供の指導のため

には教師による体

罰もやむを得ない

という考えがある

校則で髪型や服装

が細かく決められ

ている

登下校時の安全が

十分確保されてい
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親（保護者）が

子供に暴力をふ

るったり育児を

放棄するなどの

虐待をする

学校や就職の選

択などで、子供

の意見を聞かず、

大人の意見を押

しつける

子供のしつけのた

めには親（保護

者）による体罰も

やむを得ないとい

う考えがある

親（保護者）が子

供の部屋に勝手に

入ったり、メール

を見たりする

親の経済格差が広

がり、貧困の状態

におかれている子

供がいる

ヤングケアラー

の子供がいる

児童福祉施設にお

いて対応に不十分

な面がある

児童買春、援助交

際が行われている その他 特に問題はない わからない
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(MA％） 

(MA％） 
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41.4
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2.3
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0 10 20 30 40 50

低所得のために経済的自立が難しい
※1

就労の機会が少ない
※2

仕事やボランティアなどを通して自分の能力を発揮する
機会が少ない

高齢者を子供あつかいや邪魔者あつかいし、意見や行動
を十分に尊重しない

道路や駅などのバリアフリー化が進んでいないため
外出しづらい ※3

さまざまな建物や製品が、高齢者が利用しやすいように
つくられていない

認知症の内容や認知症患者のニーズが理解されていない
※4 ※5

スポーツや文化活動などへの参加に対して配慮がされて
いない

病院・施設や家庭などにおいて高齢者に対して虐待など
がある

特別養護老人ホームや在宅介護などの介護や福祉
サービスが十分でない

アパートなどへの入居を拒否されることがある
※2

悪質商法などの消費者被害が多い

判断能力が十分でない高齢者の財産を勝手に管理したり、
処分したりする ※6

その他

特に問題はない
※7

わからない
※2

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

７．高齢者に関する事柄で、問題だと思うこと 

問９ 高齢者に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか（○はい

くつでも） 
 

「低所得のために経済的自立が難しい」の割合が42.8％で最も多く、次いで「悪質商法な

どの消費者被害が多い」が39.7％、「認知症の内容や認知症患者のニーズが理解されていない」

が29.7％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「認知症の内容や認

知症患者のニーズが理解されていない」の割合が12.0ポイント、「低所得のために経済的自立

が難しい」の割合が10.4ポイント、それぞれ増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 H30年度調査までは「仕事に就く機会が少ないために経済的な自立が難しい」 

※2 R5年度調査で新たに設けた選択肢 

※3 H25年度調査で新たに設けた選択肢 

※4 H30年度調査で新たに設けた選択肢 

※5 H30年度調査までは「認知症の原因や症状を理解せずに認知症高齢者の視点やニーズを重視しない対応をしている」 

※6 H30年度調査までは「判断能力が十分でない高齢者に、財産管理など生活をめぐる権利侵害がある」 

※7 H30年度調査までは「特に問題のあるものはない」 
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【性別】 

性別でみると、男性は「悪質商法などの消費者被害が多い」の割合が39.8％で最も多く、

女性では「低所得のために経済的自立が難しい」の割合が45.0％で最も高くなっています。 
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男性

(n=538)

女性

(n=776)

低所得のために経済的自立が難しい

就労の機会が少ない

仕事やボランティアなどを通して自分の能力を
発揮する機会が少ない

高齢者を子供あつかいや邪魔者あつかいし、意
見や行動を十分に尊重しない

道路や駅などのバリアフリー化が進んでいない
ため外出しづらい

さまざまな建物や製品が、高齢者が利用しやす
いようにつくられていない

認知症の内容や認知症患者のニーズが理解され
ていない

スポーツや文化活動などへの参加に対して配慮
がされていない

病院・施設や家庭などにおいて高齢者に対して
虐待などがある

特別養護老人ホームや在宅介護などの介護や福
祉サービスが十分でない

アパートなどへの入居を拒否されることがある

悪質商法などの消費者被害が多い

判断能力が十分でない高齢者の財産を勝手に管
理したり、処分したりする

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、30歳代～50歳代及び70歳以上の年代では「低所得のために経済的自立

が難しい」の割合が最も多く、20歳代と60歳代では「悪質商法などの消費者被害が多い」の

割合が最も多くなっています。 
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低所得のために経

済的自立が難しい

就労の機会が

少ない

仕事やボランティ

アなどを通して自

分の能力を発揮す

る機会が少ない

高齢者を子供あ

つかいや邪魔者

あつかいし、意

見や行動を十分

に尊重しない

道路や駅などのバ

リアフリー化が進

んでいないため外

出しづらい

さまざまな建物

や製品が、高齢

者が利用しやす

いようにつくら

れていない

認知症の内容や認

知症患者のニーズ

が理解されていな

い

スポーツや文化活

動などへの参加に

対して配慮がされ

ていない

病院・施設や家

庭などにおいて

高齢者に対して

虐待などがある

特別養護老人ホー

ムや在宅介護など

の介護や福祉サー

ビスが十分でない

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある

悪質商法などの消

費者被害が多い

判断能力が十分でな

い高齢者の財産を勝

手に管理したり、処

分したりする

その他 特に問題はない わからない
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【職業別】 

職業別でみると、農林水産業と公務員では「悪質商法などの消費者被害が多い」、学生では

「認知症の内容や認知症患者のニーズが理解されていない」がそれぞれ最も多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.0

41.2

38.7

40.9

51.8

29.7

43.2

43.9

20.0

0 20 40 60

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

28.0

25.8

31.2

30.9

30.7

21.6

27.0

26.1

20.0

0 20 40 60

24.0

15.5

15.1

19.4

16.3

13.5

18.9

15.0

6.7

0 20 40 60

14.0

15.5

19.4

22.0

21.1

32.4

23.0

19.4

13.3

0 20 40 60

28.0

16.5

30.1

26.1

29.5

18.9

25.7

24.5

20.0

0 20 40 60

24.0

18.6

21.5

19.4

20.7

18.9

26.4

23.3

26.7

0 20 40 60
(MA%)

32.0

24.7

36.6

26.6

33.5

40.5

22.3

30.0

46.7

0 20 40 60

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

8.0

3.1

5.4

1.6

2.8

5.4

6.8

4.7

0.0

0 20 40 60

14.0

20.6

24.7

25.0

27.5

27.0

32.4

23.7

33.3

0 20 40 60

32.0

29.9

34.4

25.3

32.3

37.8

34.5

27.3

20.0

0 20 40 60

10.0

12.4

6.5

11.0

15.1

2.7

11.5

13.8

20.0

0 20 40 60

38.0

39.2

46.2

39.5

42.6

37.8

39.2

38.7

26.7

0 20 40 60
(MA%)

14.0

13.4

16.1

19.1

19.1

18.9

18.2

16.2

6.7

0 20 40 60

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

2.0

4.1

2.2

3.0

3.2

5.4

0.7

1.6

6.7

0 20 40 60

6.0

5.2

1.1

4.0

3.6

0.0

2.7

4.7

6.7

0 20 40 60

2.0

7.2

3.2

7.0

5.6

10.8

8.8

5.5

6.7

0 20 40 60
(MA%)

低所得のために経

済的自立が難しい

就労の機会が

少ない

仕事やボランティ

アなどを通して自

分の能力を発揮す

る機会が少ない

高齢者を子供あ

つかいや邪魔者

あつかいし、意

見や行動を十分

に尊重しない

道路や駅などのバ

リアフリー化が進

んでいないため外

出しづらい

さまざまな建物や製

品が、高齢者が利用

しやすいようにつく

られていない

認知症の内容や

認 知 症 患 者 の

ニーズが理解さ

れていない

スポーツや文化

活動などへの参

加に対して配慮

がされていない

病院・施設や家庭

などにおいて高齢

者に対して虐待な

どがある

特別養護老人ホー

ムや在宅介護など

の介護や福祉サー

ビスが十分でない

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある
悪質商法などの消

費者被害が多い

判断能力が十分でな

い高齢者の財産を勝

手に管理したり、処

分したりする
その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、和歌山市、紀の川市・岩出市、橋本市・伊都郡、田辺市・西牟婁郡で

は「低所得のために経済的自立が難しい」の割合が最も多く、海南市・海草郡、有田市・有田

郡、御坊市・日高郡では「悪質商法などの消費者被害が多い」の割合が最も多くなっていま

す。また、新宮市・東牟婁郡では「低所得のために経済的自立が難しい」と「認知症の内容や

認知症患者のニーズが理解されていない」の割合が同率で最も多くなっています。 
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判断能力が十分でな

い高齢者の財産を勝

手に管理したり、処

分したりする

その他 特に問題はない わからない



- 74 - 

64.2

29.0

41.7

12.5

16.2

20.1

15.9

12.2

9.7

9.7

5.0

27.3

16.7

16.0

20.1

23.0

10.3

1.0

3.6

9.6

3.1

58.3

18.1

40.0

5.0

13.2

10.8

9.2

2.3

2.0

3.9

14.9

4.5

7.5

9.9

5.6

5.1

1.7

4.1

5.0

61.2

21.4

44.5

5.3

13.7

9.6

3.3

2.5

3.9

15.0

6.7

3.6

10.9

7.6

4.8

1.6

4.7

4.1

63.3

23.0

45.5

8.1

16.8

12.8

4.5

3.8

3.8

15.9

8.2

1.1

4.6

4.5

0 20 40 60 80

障害についての理解や認識が十分でない
※1

道路や駅などのバリアフリー化が進んでいないため外出
しづらい

仕事に就く機会が少なく、また障害のある人が働くため
の職場の環境整備が十分でない

地域にバリアフリー化された住宅がない
※2

地域の福祉サービスが十分でない
※3

学校の受入体制が十分でない

障害特性に配慮した情報提供（音声案内や字幕など）が
十分でない ※4

障害があることを理由に、乗り物への乗車や店・施設の
利用を断られる

障害があることを理由に、資格取得などを制限する制度
などがある

アパートなどへの入居を拒否されることがある
※5

スポーツや文化活動などへの参加に対して配慮がされて
いない

障害のある人を避ける、あるいは傷つける言葉や障害を
たとえた表現を使う

本人やその家族の結婚のときに周囲が反対する
※6

病院や施設、家庭などにおいて、障害のある人に対する
不当な扱いや虐待がある ※7

障害のある人や障害のある人が利用する施設（障害者施設など
の社会福祉施設、精神科の病院やクリニックなど）に対する偏

見がある ※7 ※8

判断能力が十分でないことに乗じ、詐欺などの被害が
発生している ※7 ※9

事件報道において精神科への受診歴や疾患名、障害の
有無が公表される ※7 ※10

その他

特に問題はない
※11

わからない
※5

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

８．障害のある人に関する事柄で、問題だと思うこと 

問10 障害（身体障害・知的障害・精神障害・発達障害・高次脳機能障害など）のある人に関

する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか（○はいくつでも） 
 

「障害についての理解や認識が十分でない」の割合が64.2％で最も多く、次いで「仕事に就

く機会が少なく、また障害のある人が働くための職場の環境整備が十分でない」が41.7％、「道

路や駅などのバリアフリー化が進んでいないため外出しづらい」が29.0％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「判断能力が十分で

ないことに乗じ、詐欺などの被害が発生している」（23.0％）の割合が17.4ポイント、「障害

のある人を避ける、あるいは傷つける言葉や障害をたとえた表現を使う」（27.3％）の割合が

12.4ポイント、それぞれ増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 H30年度調査までは「障害のある人に関する

人々の認識が十分でない」 

※2 H30年度調査までは「身近な地域にバリアフ

リー化された住宅がない」 

※3 H30年度調査までは「身近な地域での福祉

サービスが十分でない」 

※4 H30年度調査で新たに設けた選択肢 

※5 R5年度調査で新たに設けた選択肢 

※6 H30年度調査までは「本人やその家族に対す

る結婚差別がある」 

※7 H25年度調査で新たに設けた選択肢 

※8 H25年度調査では「精神科の病院やクリニッ

ク、施設に対する偏見がある」 

※9 H30年度調査までは「判断能力が十分でない

障害のある人に対する詐欺など犯罪が多

い」 

※10 H30年度調査までは「事件報道において因

果関係が明確でないにもかかわらず、精神

科への受診歴や疾患名が公表される」 

※11 H30年度調査までは「特に問題のあるもの

はない」 



- 75 - 

【性別】 

性別でみると、男女とも「障害についての理解や認識が十分でない」の割合が最も多く、男

性（62.6％）より女性（66.0％）のほうが3.4ポイント高くなっています。 
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(n=538)

女性

(n=776)

障害についての理解や認識が十分でない

道路や駅などのバリアフリー化が進んでいない
ため外出しづらい

仕事に就く機会が少なく、また障害のある人が
働くための職場の環境整備が十分でない

地域にバリアフリー化された住宅がない

地域の福祉サービスが十分でない

学校の受入体制が十分でない

障害特性に配慮した情報提供（音声案内や字幕
など）が十分でない

障害があることを理由に、乗り物への乗車や
店・施設の利用を断られる

障害があることを理由に、資格取得などを制限
する制度などがある

アパートなどへの入居を拒否されることがある

スポーツや文化活動などへの参加に対して配慮
がされていない

障害のある人を避ける、あるいは傷つける言葉
や障害をたとえた表現を使う

本人やその家族の結婚のときに周囲が反対する

病院や施設、家庭などにおいて、障害のある人
に対する不当な扱いや虐待がある

障害のある人や障害のある人が利用する施設
（障害者施設などの社会福祉施設、精神科の病

院やクリニックなど）に対する偏見がある

判断能力が十分でないことに乗じ、詐欺などの
被害が発生している

事件報道において精神科への受診歴や疾患名、
障害の有無が公表される

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別①】 

年齢別でみると、いずれの年齢も「障害についての理解や認識が十分でない」の割合が最

も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

68.4

62.4

68.0

74.1

65.0

69.6

48.4

0 20 40 60 80

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

21.1

27.5

25.4

28.8

31.2

32.8

25.8

0 20 40 60 80

52.6

43.1

35.5

47.8

43.3

44.1

34.9

0 20 40 60 80

10.5

16.5

14.2

14.6

9.5

12.7

10.3

0 20 40 60 80

10.5

13.8

16.0

18.0

17.5

17.7

12.3

0 20 40 60 80
(MA%)

障害について

の理解や認識

が十分でない

道路や駅などのバ

リアフリー化が進

んでいないため外

出しづらい

仕事に就く機会が少な

く、また障害のある人

が働くための職場の環

境整備が十分でない

地域にバリアフ

リー化された住

宅がない

地域の福祉サービ

スが十分でない

31.6

27.5

30.2

23.4

18.6

20.1

8.7

0 20 40 60 80

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

21.1

15.6

14.8

16.6

14.1

19.1

11.5

0 20 40 60 80

26.3

15.6

13.0

13.7

12.9

12.7

6.0

0 20 40 60 80

26.3

13.8

11.2

9.8

7.6

9.4

7.9

0 20 40 60 80

15.8

5.5

7.7

12.2

9.5

10.7

8.7

0 20 40 60 80
(MA%)

学校の受入体制

が十分でない

障害特性に配慮し

た情報提供（音声

案内や字幕など）

が十分でない

障害があることを

理由に、乗り物へ

の乗車や店・施設

の利用を断られる

障害があること

を理由に、資格

取得などを制限

する制度などが

ある

アパートなどへ

の入居を拒否さ

れることがある

5.3

8.3

5.9

4.9

3.4

5.7

3.6

0 20 40 60 80

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

68.4

41.3

40.8

31.7

23.2

23.1

16.3

0 20 40 60 80

15.8

17.4

17.8

19.0

15.6

19.4

11.9

0 20 40 60 80

36.8

18.3

22.5

22.0

12.9

15.1

8.7

0 20 40 60 80

21.1

21.1

22.5

22.0

17.5

23.1

15.9

0 20 40 60 80
(MA%)

スポーツや文化活

動などへの参加に

対して配慮がされ

ていない

障害のある人を避

ける、あるいは傷

つける言葉や障害

をたとえた表現を

使う

本人やその家族

の結婚のときに

周囲が反対する

病院や施設、家

庭などにおいて、

障害のある人に

対する不当な扱

いや虐待がある

障害のある人や障害の

ある人が利用する施設

（障害者施設などの社

会福祉施設、精神科の

病院やｸﾘﾆｯｸなど）に対

する偏見がある
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【年齢別②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業別①】 

職業別でみると、いずれの職業も「障害についての理解や認識が十分でない」の割合が最

も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.8

21.1

21.3

24.9

21.3

27.4

20.6

0 20 40 60 80

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

5.3

11.0

10.7

9.8

9.9

12.0

7.9

0 20 40 60 80

0.0

0.9

1.2

1.0

0.4

1.3

0.8

0 20 40 60 80

5.3

3.7

3.6

0.5

3.4

2.7

6.3

0 20 40 60 80

5.3

8.3

8.9

9.3

8.0

7.7

14.3

0 20 40 60 80
(MA%)

判断能力が十分で

ないことに乗じ、

詐欺などの被害が

発生している

事件報道において

精神科への受診歴

や疾患名、障害の

有無が公表される
その他 特に問題はない わからない

54.0

60.8

64.5

66.1

71.3

73.0

67.6

56.5

60.0

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

24.0

22.7

32.3

29.3

28.3

16.2

27.7

34.0

33.3

0 20 40 60 80

38.0

34.0

46.2

41.7

44.6

48.6

37.8

41.9

60.0

0 20 40 60 80

16.0

13.4

14.0

10.5

13.1

10.8

16.2

11.1

13.3

0 20 40 60 80

18.0

9.3

17.2

15.1

17.5

10.8

20.9

15.8

20.0

0 20 40 60 80
(MA%)

障害についての

理解や認識が十

分でない

道路や駅などのバ

リアフリー化が進

んでいないため外

出しづらい

仕事に就く機会が少

なく、また障害のあ

る人が働くための職

場の環境整備が十分

でない

地域にバリア

フリー化され

た住宅がない

地域の福祉サービ

スが十分でない
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【職業別②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.0

17.5

28.0

21.5

23.5

35.1

20.3

13.8

6.7

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

20.0

12.4

16.1

15.3

17.1

16.2

14.2

16.2

0.0

0 20 40 60 80

6.0

7.2

11.8

13.2

13.5

13.5

14.2

11.1

6.7

0 20 40 60 80

4.0

6.2

4.3

9.1

12.0

13.5

10.1

12.3

6.7

0 20 40 60 80

8.0

5.2

5.4

8.1

13.1

5.4

11.5

11.5

13.3

0 20 40 60 80
(MA%)

学校の受入体制が

十分でない

障害特性に配慮し

た情報提供（音声

案内や字幕など）

が十分でない

障害があることを

理由に、乗り物へ

の乗車や店・施設

の利用を断られる

障害があることを

理由に、資格取得

などを制限する制

度などがある

アパートなどへ

の入居を拒否さ

れることがある

10.0

5.2

6.5

4.6

4.8

2.7

4.7

4.7

6.7

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

12.0

21.6

36.6

30.9

30.7

48.6

24.3

20.9

20.0

0 20 40 60 80

14.0

16.5

15.1

18.5

16.3

13.5

18.2

16.2

0.0

0 20 40 60 80

8.0

12.4

19.4

16.4

16.3

27.0

18.2

15.0

6.7

0 20 40 60 80

20.0

16.5

20.4

20.7

20.3

21.6

20.9

20.9

6.7

0 20 40 60 80
(MA%)

スポーツや文化活

動などへの参加に

対して配慮がされ

ていない

障害のある人を

避ける、あるい

は傷つける言葉

や障害をたとえ

た表現を使う

本人やその家族

の結婚のときに

周囲が反対する

病院や施設、家庭

などにおいて、障

害のある人に対す

る不当な扱いや虐

待がある

障害のある人や障害のあ

る人が利用する施設（障

害者施設などの社会福祉

施設、精神科の病院やク

リニックなど）に対する

偏見がある

18.0

19.6

25.8

26.1

21.9

18.9

23.0

22.1

13.3

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

6.0

9.3

11.8

10.2

11.6

8.1

8.8

11.1

0.0

0 20 40 60 80

0.0

1.0

1.1

1.9

0.8

0.0

0.0

0.4

0.0

0 20 40 60 80

12.0

4.1

3.2

2.4

1.6

0.0

2.7

5.5

6.7

0 20 40 60 80

6.0

11.3

3.2

8.3

10.0

5.4

11.5

11.9

0.0

0 20 40 60 80
(MA%)

判断能力が十分で

ないことに乗じ、

詐欺などの被害が

発生している

事件報道において

精神科への受診歴

や疾患名、障害の

有無が公表される
その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別①】 

居住地域別でみると、いずれの地域も「障害についての理解や認識が十分でない」の割合

が最も多く、新宮市・東牟婁郡が69.6％で最も高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.4

61.0

64.7

66.7

60.8

63.5

65.0

69.6

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

29.9

25.6

33.3

31.0

25.0

21.2

28.7

31.6

0 20 40 60 80

43.4

46.3

41.8

50.8

35.0

35.6

36.4

40.5

0 20 40 60 80

11.8

12.2

13.1

16.7

8.3

13.5

12.6

13.9

0 20 40 60 80

18.3

14.6

15.0

19.0

11.7

12.5

14.7

15.2

0 20 40 60 80
(MA%)

障害についての理

解や認識が十分で

ない

道路や駅などのバ

リアフリー化が進

んでいないため外

出しづらい

仕事に就く機会が少な

く、また障害のある人

が働くための職場の環

境整備が十分でない

地域にバリアフ

リー化された住

宅がない

地域の福祉サービ

スが十分でない

22.2

17.1

20.3

23.0

10.8

20.2

16.1

27.8

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

15.5

12.2

19.6

20.6

11.7

13.5

15.4

12.7

0 20 40 60 80

14.3

9.8

10.5

12.7

9.2

7.7

14.0

8.9

0 20 40 60 80

9.2

14.6

9.2

10.3

7.5

11.5

11.2

6.3

0 20 40 60 80

12.0

7.3

9.8

10.3

5.8

7.7

8.4

6.3

0 20 40 60 80
(MA%)

学校の受入体制が

十分でない

障害特性に配慮し

た情報提供（音声

案内や字幕など）

が十分でない

障害があることを

理由に、乗り物へ

の乗車や店・施設

の利用を断られる

障害があることを

理由に、資格取得

などを制限する制

度などがある

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある
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【居住地域別②】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.7

7.3

7.2

5.6

3.3

3.8

5.6

2.5

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

29.9

35.4

30.7

32.5

19.2

18.3

25.2

20.3

0 20 40 60 80

16.1

18.3

15.0

23.8

12.5

18.3

17.5

13.9

0 20 40 60 80

17.3

3.7

17.0

23.0

13.3

13.5

17.5

13.9

0 20 40 60 80

20.2

14.6

17.6

25.4

15.8

20.2

21.0

27.8

0 20 40 60 80
(MA%)

スポーツや文化活

動などへの参加に

対して配慮がされ

ていない

障害のある人を避

ける、あるいは傷

つける言葉や障害

をたとえた表現を

使う

本人やその家族

の結婚のときに

周囲が反対する

病院や施設、家庭な

どにおいて、障害の

ある人に対する不当

な扱いや虐待がある

障害のある人や障害のあ

る人が利用する施設（障

害者施設などの社会福祉

施設、精神科の病院やク

リニックなど）に対する

偏見がある

25.9

24.4

25.5

27.8

16.7

18.3

16.1

17.7

0 20 40 60 80

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

9.6

9.8

9.8

15.9

10.8

8.7

9.8

7.6

0 20 40 60 80

1.4

1.2

0.7

0.8

0.8

0.0

0.7

0.0

0 20 40 60 80

3.3

4.9

1.3

2.4

2.5

6.7

4.9

2.5

0 20 40 60 80

9.4

12.2

10.5

7.1

10.0

8.7

10.5

7.6

0 20 40 60 80
(MA%)

判断能力が十分で

ないことに乗じ、

詐欺などの被害が

発生している

事件報道において

精神科への受診歴

や疾患名、障害の

有無が公表される
その他 特に問題はない わからない
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46.7

31.1

31.0

11.5

11.9

21.7

9.0

6.3

10.1

20.9

1.4

6.3

20.0

3.5

52.9

17.8

28.5

10.6

8.1

20.7

7.9

1.9

5.9

13.9

2.2

11.5

5.1

51.2

18.7

28.4

14.4

7.2

21.0

8.9

1.2

5.7

1.5

14.6

6.5

49.0

24.7

27.3

17.2

7.5

13.5

9.2

2.2

2.3

14.5

6.6

0 20 40 60

外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識
が十分でない

就職や仕事の内容、待遇などで、不利な条件に
おかれている

日常生活において、外国語の情報が少ないため
に、十分なサービスを受けることができない

公民権が制限されている
※1

子供に対して、自国の宗教や生活習慣にあった
教育が行いにくい

外国人のための日本語や日本文化に関する教育
の機会が十分にない

アパートなどへの入居を拒否されることがある
※2

入店を断られる店や施設がある

結婚のときに周囲の人が反対をする
※3 ※4

特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動
（いわゆるヘイトスピーチ）がある ※5

その他

特に問題はない
※6

わからない
※7

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

９．外国人に関する事柄で、問題だと思うこと 

問11 日本に居住する外国人に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思い

ますか（○はいくつでも） 
 

「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分でない」の割合が46.7％で最も多

く、次いで「就職や仕事の内容、待遇などで、不利な条件におかれている」が31.1％、「日常

生活において、外国語の情報が少ないために、十分なサービスを受けることができない」が

31.0％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としていますが、平成30年度調査と同様、傾向として、

「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分でない」が最も多く、「就職や仕事の

内容、待遇などで、不利な条件におかれている」の割合が13.3ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 H30年度調査までは「選挙権がないなど権利が制限されている」 

※2 H30年度調査までは「偏見などがあり住宅を容易に借りることができない」 

※3 H30年度調査までは「結婚問題で周囲から反対を受ける」 

※4 H25年度調査で新たに設けた選択肢 

※5 H30年度調査で新たに設けた選択肢 

※6 H30年度調査までは「特に問題のあるものはない」 

※7 R5年度調査で新たに設けた選択肢 
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【性別】 

性別でみると、男性、女性とも「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分でな

い」の割合が最も多く、女性（44.1％）より男性（51.3％）のほうが7.2ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.3

32.0

29.0

12.1

10.6

23.8

9.3

5.4

9.3

22.9

1.9

7.1

15.1

4.3

44.1

30.7

32.5

10.7

12.8

20.2

8.6

6.8

10.7

19.7

1.2

5.7

22.7

3.0

0 20 40 60

男性

(n=538)

女性

(n=776)

外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識
が十分でない

就職や仕事の内容、待遇などで、不利な条件に
おかれている

日常生活において、外国語の情報が少ないため
に、十分なサービスを受けることができない

公民権が制限されている

子供に対して、自国の宗教や生活習慣にあった
教育が行いにくい

外国人のための日本語や日本文化に関する教育
の機会が十分にない

アパートなどへの入居を拒否されることがある

入店を断られる店や施設がある

結婚のときに周囲の人が反対をする

特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動
（いわゆるヘイトスピーチ）がある

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、いずれの年代も「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分

でない」の割合が最も多く、なかでも60歳代が53.8％で最も高くなっています。 
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10.5

8.3

11.2

10.2

11.0

13.7

10.3
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10.5

15.6

7.7

15.6

15.2

11.0

7.5

0 20 40 60
(MA%)

36.8

25.7

18.9

17.6

17.5

27.8
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10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)
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21.1

10.1
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11.7

7.1
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26.3

9.2

6.5

6.8

5.7

5.7

4.0

0 20 40 60

21.1

10.1

12.4

10.2

8.4

10.0

9.5

0 20 40 60

31.6

16.5

21.3

23.4

19.4

26.4

15.1

0 20 40 60
(MA%)

0.0

0.0

4.1

1.5

0.8

2.0

0.4

0 20 40 60

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

5.3

4.6

7.7

2.0

9.5

4.0

9.1

0 20 40 60

5.3

17.4

20.1

19.0

20.5

16.1

25.4
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(MA%)

外国人の生活習慣

や宗教・文化への

理解や認識が十分

でない

就職や仕事の内容、

待遇などで、不利

な条件におかれて

いる

日常生活において、

外国語の情報が少

ないために、十分

なサービスを受け

ることができない

公民権が制限さ

れている

子供に対して、自

国の宗教や生活習

慣にあった教育が

行いにくい

外国人のための日

本語や日本文化に

関する教育の機会

が十分にない

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある

入店を断られる

店や施設がある

結婚のときに周囲

の人が反対をする

特定の民族や国籍

の人々を排斥する

差別的言動（いわ

ゆるヘイトスピー

チ）がある

その他 特に問題はない わからない
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【職業別】 

職業別でみると、「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分でない」では、農
林水産業、公務員、学生などが高い割合となっています。また、「就職や仕事の内容、待遇な
どで、不利な条件におかれている」、「日常生活において、外国語の情報が少ないために、十分
なサービスを受けることができない」、「外国人のための日本語や日本文化に関する教育の機
会が十分にない」、「入店を断られる店や施設がある」では、学生が最も高い割合となってい
ます。 
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51.6

49.7

45.0

51.4
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44.7

53.3
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農林水産業
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自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

28.0

32.0

31.2

32.8

32.3

45.9

31.1

26.9

20.0
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36.0

21.6

28.0

29.8

32.3

48.6

34.5

31.6
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16.0
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15.1
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13.8
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14.3
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15.5

9.5

0.0
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(MA%)
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14.4

20.4

19.4

22.7

32.4

22.3

25.7
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農林水産業
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(n=15)
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8.6
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8.2

10.8

9.7

11.6
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14.0

25.8

24.7

22.3

19.1

18.9

23.0

19.4

6.7
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(MA%)

0.0

3.1

1.1

1.1

3.2

0.0

0.7

0.8

0.0
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農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

8.0

7.2

6.5

5.1

6.4

5.4

4.1

8.7

0.0

0 20 40 60

16.0

21.6

12.9

18.0

23.5

8.1

20.3

21.3

26.7

0 20 40 60
(MA%)

外国人の生活習

慣や宗教・文化

への理解や認識

が十分でない

就職や仕事の内

容、待遇などで、

不利な条件にお

かれている

日常生活において、

外国語の情報が少

ないために、十分

なサービスを受け

ることができない

公民権が制限さ

れている

子供に対して、自

国の宗教や生活習

慣にあった教育が

行いにくい

外国人のための日

本語や日本文化に

関する教育の機会

が十分にない

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある

入店を断られる

店や施設がある

結婚のときに周囲

の人が反対をする

特定の民族や国籍の

人々を排斥する差別的

言動（いわゆるヘイト

スピーチ）がある

その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「外国人の生活習慣や宗教・文化への理解や認識が十分でない」、「子供

に対して、自国の宗教や生活習慣にあった教育が行いにくい」、「入店を断られる店や施設があ

る」、「結婚のときに周囲の人が反対をする」、「特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動

（いわゆるヘイトスピーチ）がある」では、橋本市・伊都郡が最も高い割合となっています。 
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外国人の生活習慣

や宗教・文化への

理解や認識が十分

でない

就職や仕事の内容、

待遇などで、不利

な条件におかれて

いる

日常生活において、

外国語の情報が少

ないために、十分

なサービスを受け

ることができない
公民権が制限さ

れている

子供に対して、自

国の宗教や生活習

慣にあった教育が

行いにくい

外国人のための日

本語や日本文化に

関する教育の機会

が十分にない

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある

入店を断られる

店や施設がある

結婚のときに周囲

の人が反対をする

特定の民族や国籍

の人々を排斥する

差別的言動（いわ

ゆるヘイトスピー

チ）がある

その他 特に問題はない わからない
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66.1

21.6

24.9

11.7

21.2

33.1

15.7

7.6

18.7

0.4

2.7

17.4

3.2

68.9

20.9

23.4

5.8

16.0

36.5

8.8

10.0

1.5

5.9

5.1

67.0

19.8

25.1

7.3

18.2

36.4

9.5

9.8

0.8

5.2

6.5

66.2

25.4

30.6

6.3

17.6

36.9

9.3

9.6

1.1

5.1

6.2

0 20 40 60 80

病気についての理解や認識が十分でない

医療施設や療養環境が十分でない

医療保険が対象とならない治療方法があるなどの
理由で、医療費が高額になり、十分な治療が

受けられない

退職や退学するよう求められる
※1

社会復帰が困難である
※2

病気の後遺症が残っている、感染している、
難病であるというだけで本人や家族が世間から

好奇または偏見の目で見られる

本人やその家族の結婚のときに周囲が反対する
※3

アパートなどへの入居を拒否されることがある
※4

興味本位の報道がなされる

その他

特に問題はない
※5

わからない
※4

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

10．ＨＩＶ感染者やかつてハンセン病を患った人、難病患者に関する事柄で、問題だと

思うこと 

問12 ＨＩＶ感染者やかつてハンセン病を患った人、難病患者に関する事柄で、人権上、特

にどのようなことが問題だと思いますか（○はいくつでも） 
 

「病気についての理解や認識が十分でない」の割合が66.1％で最も多く、次いで「病気の

後遺症が残っている、感染している、難病であるというだけで本人や家族が世間から好奇ま

たは偏見の目で見られる」が33.1％、「医療保険が対象とならない治療方法があるなどの理由

で、医療費が高額になり、十分な治療が受けられない」が24.9％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「興味本位の報道が

なされる」（18.7％）の割合が8.7ポイント、「本人やその家族の結婚のときに周囲が反対す

る」（15.7％）の割合が6.9ポイント、それぞれ増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 H30年度調査までは「感染者や難病患者が、退職や退学に追い込まれる」 

※2 H30年度調査までは「患者の社会復帰が困難である」 

※3 H30年度調査までは「本人やその家族に対する結婚差別がある」 

※4 R5年度調査で新たに設けた選択肢 

※5 H30年度調査までは「特に問題のあるものはない」 
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【性別】 

性別でみると、「病気の後遺症が残っている、感染している、難病であるというだけで本人

や家族が世間から好奇または偏見の目で見られる」の割合は男性（30.9％）より女性（35.3％）

のほうが4.4ポイント高くなっています。 
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(n=538)
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(n=776)

病気についての理解や認識が十分でない

医療施設や療養環境が十分でない

医療保険が対象とならない治療方法があるなどの理由
で、医療費が高額になり、十分な治療が受けられない

退職や退学するよう求められる

社会復帰が困難である

病気の後遺症が残っている、感染している、難病であ
るというだけで本人や家族が世間から好奇または偏見

の目で見られる

本人やその家族の結婚のときに周囲が反対する

アパートなどへの入居を拒否されることがある

興味本位の報道がなされる

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)



- 88 - 

【年齢別】 

年齢別でみると、「医療保険が対象とならない治療方法があるなどの理由で、医療費が高額

になり、十分な治療が受けられない」、「退職や退学するよう求められる」の割合は概ね若い

年代ほど割合が高くなっています。 
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環境が十分でな
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医療保険が対象と

ならない治療方法

があるなどの理由

で、医療費が高額

になり、十分な治

療が受けられない

退職や退学する

よう求められる

社会復帰が困難
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病気の後遺症が残ってい

る、感染している、難病

であるというだけで本人

や家族が世間から好奇ま

たは偏見の目で見られる

本人やその家族の

結婚のときに周囲

が反対する

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある

興味本位の報道が

なされる
その他

特に問題はない わからない
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【職業別】 

職業別でみると、いずれの職業も「病気についての理解や認識が十分でない」の割合が最

も多く、なかでも公務員が74.2％で最も高い割合となっています。 
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環境が十分でな

い

医療保険が対象となら

ない治療方法があるな

どの理由で、医療費が

高額になり、十分な治

療が受けられない

退職や退学する

よう求められる

社会復帰が困難

である

病気の後遺症が残ってい

る、感染している、難病

であるというだけで本人

や家族が世間から好奇ま

たは偏見の目で見られる

本人やその家族の

結婚のときに周囲

が反対する

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある

興味本位の報道が

なされる
その他

特に問題はない わからない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「病気についての理解や認識が十分でない」、「医療施設や療養環境が

十分でない」では、新宮市・東牟婁郡が最も高い割合となっています。 
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どの理由で、医療費が
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本人やその家族の
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入居を拒否される

ことがある

興味本位の報道

がなされる
その他

特に問題はない わからない
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11．犯罪被害者とその家族に関する事柄で、問題だと思うこと 

問13 犯罪被害者とその家族に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思い

ますか（○はいくつでも） 
 

「被害や被害者などがうわさ話などの対象となり、二次被害を受けている」の割合が

50.3％で最も多く、次いで「捜査や裁判に関して心理的・時間的・経済的な負担が大きい」

が48.1％、「マスメディアによる行き過ぎた取材のため日常的な生活を送ることができない」

が44.1％、「被害者の写真や履歴などが公表され、プライバシーが侵害されている」が43.0％

となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「捜査や裁判に関し

て心理的・時間的・経済的な負担が大きい」の割合が20.9ポイント、「被害者に対する金銭の

公的な支援制度が十分でない」（28.9％）の割合が16.7ポイント、「被害者の苦しみについて職

場や学校での十分な理解を得られない」（27.1％）が16.6ポイント、それぞれ増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 H30年度調査までは「被害や被害者自身について周囲の人から無責任なうわさ話等の二次被害を受けている」 

※2 H30年度調査までは「被害者に対する金銭的な支援制度が十分でない」 

※3 R5年度調査で新たに設けた選択肢 

※4 H30年度調査までは「特に問題のあるものはない」 
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捜査や裁判に関して心理的・時間的・経済的な
負担が大きい

被害や被害者などがうわさ話などの対象となり、
二次被害を受けている ※1

被害者の苦しみについて職場や学校での十分な
理解を得られない

加害者の捜査や裁判について、十分な情報が
得られない

被害者に対する相談・支援機関などが十分でない

被害者に対する金銭の公的な支援制度が十分で
ない ※2

住居の確保が難しい
※3

マスメディアによる行き過ぎた取材のため
日常的な生活を送ることができない

被害者の写真や履歴などが公表され、
プライバシーが侵害されている

その他

特に問題はない
※4

わからない
※3

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)



- 92 - 

【性別】 

性別でみると、男性、女性とも「被害や被害者などがうわさ話などの対象となり、二次被害

を受けている」の割合が最も多くなっています。「被害者の写真や履歴などが公表され、プラ

イバシーが侵害されている」では、男性（39.0％）より女性（46.5％）のほうが7.5ポイン

ト高くなっています。 
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理解を得られない

加害者の捜査や裁判について、十分な情報が
得られない

被害者に対する相談・支援機関などが十分で
ない

被害者に対する金銭の公的な支援制度が十分で
ない

住居の確保が難しい

マスメディアによる行き過ぎた取材のため日常
的な生活を送ることができない

被害者の写真や履歴などが公表され、プライバ
シーが侵害されている

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「捜査や裁判に関して心理的・時間的・経済的な負担が大きい」、「被害や

被害者などがうわさ話などの対象となり、二次被害を受けている」、「被害者の苦しみについ

て職場や学校での十分な理解を得られない」、「被害者に対する相談・支援機関などが十分で

ない」「被害者に対する金銭の公的な支援制度が十分でない」「被害者の写真や履歴などが公

表され、プライバシーが侵害されている」では、40歳代で最も高い割合となっています。 
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被害を受けている
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【職業別】 

職業別でみると、「捜査や裁判に関して心理的・時間的・経済的な負担が大きい」、「被害や

被害者などがうわさ話などの対象となり、二次被害を受けている」、「マスメディアによる行

き過ぎた取材のため日常的な生活を送ることができない」では公務員と学生が上位となって

います。 
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対象となり、二次

被害を受けている
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ついて職場や学校

での十分な理解を

得られない

加害者の捜査や

裁判について、
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「被害者の苦しみについて職場や学校での十分な理解を得られない」、

「被害者に対する相談・支援機関などが十分でない」、「被害者に対する金銭の公的な支援制

度が十分でない」では和歌山市で最も高い割合となっています。 
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ついて職場や学校

での十分な理解を

得られない

加害者の捜査や裁

判について、十分
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被害者に対する相

談・支援機関など
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被害者に対する金
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害されている

その他

特に問題はない わからない
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12．インターネットを利用した人権侵害やプライバシーに係る人権侵害で、問題だと思

うこと 

問14 インターネットを利用した人権侵害やプライバシーに係る人権侵害について、特にど

のようなことが問題だと思いますか（○はいくつでも） 
 

「インターネット上に他人を誹謗中傷する表現や差別を助長する表現を用いた情報を掲載

する」の割合が65.3％で最も多く、次いで「子供たちの間で、インターネットを利用した「い

じめ問題」が発生している」が49.3％、「ＳＮＳなどが犯罪や自殺を誘発する場となっている」

が49.0％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「インターネットを

利用した詐欺などが発生している」（46.1％）の割合が35.1ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 R5年度調査で新たに設けた選択肢 

※2 H30年度調査までは「出会い系サイトなどが犯罪や自殺を誘発する場となっていること」 

※3 H25年度調査で新たに設けた選択肢 

※4 H30年度調査までは「インターネットが悪質商法の取引の場となっていること」 

※5 H30年度調査までは「特に問題のあるものはない」 

※ H30年度調査までは選択肢が「～こと」という表現であった。 
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インターネット上に他人を誹謗中傷する表現や差別を
助長する表現を用いた情報を掲載する

インターネット上での誹謗中傷などの書き込みなどを
削除しようとしても、削除されない ※1

インターネット上で誹謗中傷などを書き込まれた人が、
書き込んだ人を特定しようとした場合、時間や費用など

を要するなど相当な負担となる ※1

ＳＮＳなどが犯罪や自殺を誘発する場となっている
※2

インターネット上に加害少年や捜査の対象となっている
未成年者の実名や顔写真などを掲載する

子供たちの間で、インターネットを利用した「いじめ
問題」が発生している

インターネット上にわいせつ画像や残虐な画像など、
有害な情報を掲載する

個人情報の不正な調査や取り扱い、横流し、流出などが
発生している

個人情報流出により知らない企業や団体からダイレクト
メールが届いたり、訪問や電話の勧誘をうける ※3

インターネットを利用した詐欺などが発生している
※3 ※4

その他

特に問題はない
※5

わからない
※1

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)
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【性別】 

性別でみると、「子供たちの間で、インターネットを利用した「いじめ問題」が発生してい

る」の割合は男性（46.7％）より女性（51.5％）のほうが4.8ポイント高くなっています。 
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【年齢別】 

年齢別でみると、いずれの項目も70歳以上が最も低い割合となっています。また、「子供た

ちの間で、インターネットを利用した「いじめ問題」が発生している」の割合は、概ね若い年

代ほど割合が高くなっています。 
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中傷などを書き込まれた

人が、書き込んだ人を特

定しようとした場合、時
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ど相当な負担となる

ＳＮＳなどが犯
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する場となって
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加害少年や捜査の対

象となっている未成
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個人情報の不正な

調査や取り扱い、

横流し、流出など
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利用した詐欺など

が発生している

その他 特に問題はない わからない
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【職業別】 

職業別でみると、「インターネット上に他人を誹謗中傷する表現や差別を助長する表現を用
いた情報を掲載する」、「ＳＮＳなどが犯罪や自殺を誘発する場となっている」、「インターネッ
ト上に加害少年や捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真などを掲載する」、「イン
ターネットを利用した詐欺などが発生している」では学生が最も高い割合となっています。 
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らない企業や団体から

ダイレクトメールが届

いたり、訪問や電話の

勧誘をうける

インターネットを

利用した詐欺など

が発生している

その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「インターネット上に他人を誹謗中傷する表現や差別を助長する表現

を用いた情報を掲載する」、「インターネット上での誹謗中傷などの書き込みなどを削除しよ

うとしても、削除されない」では海南市・海草郡で最も高い割合となっています。 
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橋本市・伊都郡
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(n=120)
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11.2
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インターネット上に

他人を誹謗中傷する

表現や差別を助長す

る表現を用いた情報

を掲載する

インターネット上

での誹謗中傷など

の書き込みなどを

削除しようとして

も、削除されない

インターネット上で誹謗

中傷などを書き込まれた

人が、書き込んだ人を特

定しようとした場合、時

間や費用などを要するな

ど相当な負担となる

ＳＮＳなどが犯

罪や自殺を誘発

する場となって

いる

インターネット上に加

害少年や捜査の対象と

なっている未成年者の

実名や顔写真などを掲

載する

子供たちの間で、イ

ンターネットを利用

した「いじめ問題」

が発生している

インターネット上に

わいせつ画像や残虐

な画像など、有害な

情報を掲載する

個人情報の不正な

調査や取り扱い、

横流し、流出など

が発生している

個人情報流出により知

らない企業や団体から

ダイレクトメールが届

いたり、訪問や電話の

勧誘をうける

インターネットを

利用した詐欺など

が発生している

その他 特に問題はない わからない
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13．性的少数者に関する事柄で、問題だと思うこと 

問15 性的少数者に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか（○

はいくつでも） 
 

「理解や認識が不足している」の割合が59.4％で最も多く、次いで「性的指向・性自認に

ついて公表できる・したいと思える社会になっていない」が37.2％、「侮辱や、いやがらせが

ある」が26.4％、「同性婚ができず、また自治体におけるパートナーシップ制度の導入も進ん

でいない」が26.0％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「侮辱や、いやがら

せがある」の割合が7.7ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※1 H30年度の「店舗等でサービスを拒否されたり、アパート等への入居を拒否されることがある」は、R5年度調査では「店

舗などでサービスを拒否されることがある」とアパートなどへの入居を拒否されることがある」に分けて調査を実施。 

※2 R5年度調査で新たに設けた選択肢 

※3 H30年度調査までは「特に問題のあるものはない」 

59.4

26.4

37.2

25.9

15.8

6.1

12.6

10.2

9.4

6.1

26.0

1.5

4.1

20.4

2.1

64.9

18.7

31.2

23.2

11.6

3.9

1.0

2.6

20.5

3.5

0 20 40 60 80

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

理解や認識が不足している

侮辱や、いやがらせがある

性的指向・性自認について公表できる・したいと
思える社会になっていない

相談・支援体制が十分ではない

就職の時や職場で不利な取り扱いをされることが
ある

店舗などでサービスを拒否されることがある
※1

店舗等でサービスを拒否されたり、アパート等へ
の入居を拒否されることがある ※1

医療の現場において、気軽に安心して受診できる
体制が整っていない ※2

パートナーや恋人などから暴力・暴言、危害の恐
怖を感じる脅迫や行動制限をうける（ドメス

ティック・バイオレンス） ※2

レイプなどの性暴力が発生している
※2

アパートなどへの入居を拒否されることがある
※1

同性婚ができず、また自治体におけるパートナー
シップ制度の導入も進んでいない

その他

特に問題はない
※3

わからない

無回答

(MA%)
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【性別】 

性別でみると、「特に問題はない」、「わからない」を除き、全ての選択肢において、割合は

男性より女性の方が高くなっています。 
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24.9

14.5
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7.6
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21.7

1.3

5.8

20.3

1.9

61.6

27.3

39.3

26.8

16.5

6.6

13.4

11.3

10.6

6.6

29.3

1.7

3.0

20.0

1.9

0 20 40 60 80

男性

(n=538)

女性

(n=776)

理解や認識が不足している

侮辱や、いやがらせがある

性的指向・性自認について公表できる・したい
と思える社会になっていない

相談・支援体制が十分ではない

就職の時や職場で不利な取り扱いをされること
がある

店舗などでサービスを拒否されることがある

医療の現場において、気軽に安心して
受診できる体制が整っていない

パートナーや恋人などから暴力・暴言、危害の
恐怖を感じる脅迫や行動制限をうける
（ドメスティック・バイオレンス）

レイプなどの性暴力が発生している

アパートなどへの入居を拒否されることがある

同性婚ができず、また自治体におけるパート
ナーシップ制度の導入も進んでいない

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「同性婚ができず、また自治体におけるパートナーシップ制度の導入も進

んでいない」の割合は若い年代ほど割合が高くなっています。 
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17.1
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57.9

46.8

40.2
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36.1
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24.2
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31.6
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26.0

26.3

22.8

27.4

24.6
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26.3

21.1

21.3

17.1

12.2

15.7

11.1
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21.1

9.2

14.2
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8.4

9.4

6.0

0 20 40 60 80

10.5

6.4

7.1
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6.4

4.0
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(MA%)

42.1

40.4

36.7

28.8

27.0

23.4

12.3
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10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)
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0.9

3.0
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0.8

0.3

1.2
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5.3

5.5

4.1

1.0

4.9

4.3
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21.1

14.7

16.6

16.6

20.9

16.4

31.3
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(MA%)

理解や認識が

不足している

侮辱や、いやが

らせがある

性的指向・性自認に

ついて公表できる・

したいと思える社会

になっていない

相談・支援体制

が十分ではない

就職の時や職場で

不利な取り扱いを

されることがある

店舗などでサービ

スを拒否されるこ

とがある

医療の現場におい

て、気軽に安心し

て受診できる体制

が整っていない

パートナーや恋人など

から暴力・暴言、危害

の恐怖を感じる脅迫や

行動制限をうける（ﾄﾞ

ﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ）

レイプなどの性

暴力が発生して

いる

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある

同性婚ができず、また

自治体におけるパート

ナーシップ制度の導入

も進んでいない
その他 特に問題はない わからない
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【職業別】 

職業別でみると、「理解や認識が不足している」、「侮辱や、いやがらせがある」、「就職の時

や職場で不利な取り扱いをされることがある」では、公務員が最も高い割合となっています。 
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農林水産業
(n=50)
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(n=93)
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(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)
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20.0

27.8

29.0

27.2

33.1

43.2

23.6

17.0

26.7

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

0.0

1.0

3.2

1.9

2.0

0.0

2.0

0.4

0.0

0 20 40 60 80

8.0

4.1

4.3

3.2

4.0

2.7

3.4
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0.0
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14.0

20.6

8.6

20.4

16.7

13.5

20.9

28.1

20.0

0 20 40 60 80
(MA%)

理解や認識が

不足している

侮辱や、いやがら

せがある

性的指向・性自認に

ついて公表できる・

したいと思える社会

になっていない

相談・支援体制

が十分ではない

就職の時や職場で

不利な取り扱いを

されることがある

店舗などでサー

ビスを拒否され

ることがある

医療の現場におい

て、気軽に安心し

て受診できる体制

が整っていない

パートナーや恋人など

から暴力・暴言、危害

の恐怖を感じる脅迫や

行動制限をうける（ﾄﾞ

ﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ）

レイプなどの

性暴力が発生

している

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある

同性婚ができず、また

自治体におけるパート

ナーシップ制度の導入

も進んでいない

その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「理解や認識が不足している」、「侮辱や、いやがらせがある」、「性的

指向・性自認について公表できる・したいと思える社会になっていない」では海南市・海草郡

が最も割合が高いですが、それ以外の項目では橋本市・伊都郡で最も高くなっています。 
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19.6

12.7

19.2

28.8

23.1

19.0
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(MA%)

理解や認識が

不足している

侮辱や、いやが

らせがある

性的指向・性自認に

ついて公表できる・

したいと思える社会

になっていない

相談・支援体制

が十分ではない

就職の時や職場で

不利な取り扱いを

されることがある

店舗などでサービ

スを拒否されるこ

とがある

医療の現場におい

て、気軽に安心し

て受診できる体制

が整っていない

パートナーや恋人など

から暴力・暴言、危害

の恐怖を感じる脅迫や

行動制限をうける（ﾄﾞ

ﾒｽﾃｨｯｸ･ﾊﾞｲｵﾚﾝｽ）

レイプなどの性

暴力が発生して

いる

アパートなどへの

入居を拒否される

ことがある

同性婚ができず、また

自治体におけるパート

ナーシップ制度の導入

も進んでいない
その他 特に問題はない わからない
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14．働く人に関する事柄で、問題だと思うこと 

問16 働く人に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思いますか（○はい

くつでも） 
 

「長時間労働が続く、あるいは休暇が取得しづらい」の割合が52.9％で最も多く、次いで

「サービス残業が発生している」が48.2％、「育児や介護との両立に必要な職場環境の整備が

十分でない」が38.8％となっています。 

今回の調査からいくつでも選択可としたため、平成30年度調査に比べ、「心の病などの健康

に関して相談する体制が整備されていない」（29.9％）の割合が12.5ポイント増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.9

24.1

48.2

23.7

36.7

21.7

35.7

24.3

38.8

29.9

2.4

4.5

7.2

1.8

50.3

21.2

27.5

16.8

28.8

20.0

33.4

17.4

1.2

4.6

4.2

43.9

28.6

19.5

16.3

27.7

25.7

31.2

17.9

1.6

5.4

6.8

0 20 40 60

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

長時間労働が続く、あるいは休暇が取得しづらい
※1

過労死が発生している
※2

サービス残業が発生している
※2

不当に解雇される、あるいは自主的な退職に
追いこまれる ※3

職場におけるハラスメントがある

採用や昇進などにおいて、本人の適性や能力以外の
面で評価される

非正規雇用者と正規雇用者の待遇に差がある
※4

定年退職後も働き続けられる雇用環境が整備されて
いない

育児や介護との両立に必要な職場環境の整備が十分
でない

心の病などの健康に関して相談する体制が整備され
ていない

その他

特に問題はない
※5

わからない
※2

無回答

(MA%)

※1 H30年度調査までは「長時間労働や休暇の取りにくさなどから健康で文化的な生活がおくれない」 

※2 R5年度調査で新たに設けた選択肢 

※3 H30年度調査までは「不当に解雇されることや自主的な退職に追いこまれる」 

※4 H30年度調査までは「非正規雇用者と正規雇用者の待遇の差が大きくなっている」 

※5 H30年度調査までは「特に問題のあるものはない」 
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【性別】 

性別でみると、「育児や介護との両立に必要な職場環境の整備が十分でない」は男性

（33.6％）より女性（42.4％）のほうが8.8ポイント高くなっています。 
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23.8

48.3

24.2

37.7

22.7

32.7

25.8

33.6

31.8

3.3

4.8

6.3

1.5

54.0

24.9

48.8

23.3

36.3

21.3

37.4

23.2

42.4

28.7

1.8

4.4

7.2

1.7

0 20 40 60

男性

(n=538)

女性

(n=776)

長時間労働が続く、あるいは休暇が取得
しづらい

過労死が発生している

サービス残業が発生している

不当に解雇される、あるいは自主的な退職に
追いこまれる

職場におけるハラスメントがある

採用や昇進などにおいて、本人の適性や能力
以外の面で評価される

非正規雇用者と正規雇用者の待遇に差がある

定年退職後も働き続けられる雇用環境が整備
されていない

育児や介護との両立に必要な職場環境の整備
が十分でない

心の病などの健康に関して相談する体制が
整備されていない

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「長時間労働が続く、あるいは休暇が取得しづらい」、「過労死が発生して

いる」、「育児や介護との両立に必要な職場環境の整備が十分でない」、「心の病などの健康に

関して相談する体制が整備されていない」では、20歳代が最も高い割合となっています。 
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34.9
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21.1
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52.6

45.0

39.1
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39.5

33.4
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26.3

22.9

32.0

31.7

18.3

23.7

7.9
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(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)
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36.7

26.6
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46.2

36.9
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15.8

22.0

23.1

21.5

25.5

28.1

23.4

0 20 40 60 80

47.4

51.4

47.9

43.9

35.7

37.1

28.6

0 20 40 60 80

47.4

39.4

34.9

36.1

25.9

28.1

23.0
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(MA%)

10.5

2.8

3.0

2.0

3.4

2.0

1.2
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10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

0.0

0.9

1.8

2.9

7.2

5.4

6.0

0 20 40 60 80

10.5

7.3

4.1

3.9

5.7

4.7

14.7

0 20 40 60 80
(MA%)

長時間労働が続く、

あるいは休暇が取

得しづらい

過労死が発生し

ている

サービス残業が

発生している

不当に解雇される、

あるいは自主的な退

職に追いこまれる

職場におけるハラ

スメントがある

採用や昇進などに

おいて、本人の適

性や能力以外の面

で評価される

非正規雇用者と

正規雇用者の待

遇に差がある

定年退職後も働

き続けられる雇

用環境が整備さ

れていない

育児や介護との

両立に必要な職

場環境の整備が

十分でない

心の病などの健

康に関して相談

する体制が整備

されていない

その他 特に問題はない わからない



- 109 - 

【職業別】 

職業別でみると、「長時間労働が続く、あるいは休暇が取得しづらい」の割合は公務員
（63.4％）、学生（67.6％）などが高くなっています。また、「非正規雇用者と正規雇用者の
待遇に差がある」の割合はパート・アルバイト（45.4％）が最も高く、「定年退職後も働き続
けられる雇用環境が整備されていない」の割合は家事に従事（30.4％）が、「心の病などの健
康に関して相談する体制が整備されていない」の割合は農林水産業（38.0％）が最も高い割
合となっています。 
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38.0
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29.7

27.7
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20.0

0 20 40 60 80

20.0
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41.9
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30.4
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27.8
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35.1

27.7

28.1

13.3

0 20 40 60 80
(MA%)

2.0

4.1

1.1

3.8

2.0

5.4

0.7

1.2

6.7
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(n=50)

自営業
(n=97)
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(n=93)
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(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)
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(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)
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12.4

2.2

4.0

4.8

0.0

2.0

4.7

0.0

0 20 40 60 80

4.0

6.2

5.4

5.4

3.2

10.8

8.1

12.3

6.7
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(MA%)

長時間労働が続く、

あるいは休暇が取

得しづらい

過労死が発生し

ている

サービス残業が

発生している

不当に解雇される、

あるいは自主的な退

職に追いこまれる

職場におけるハラ

スメントがある

採用や昇進などに

おいて、本人の適

性や能力以外の面

で評価される

非正規雇用者と

正規雇用者の待

遇に差がある

定年退職後も働

き続けられる雇

用環境が整備さ

れていない

育児や介護との

両立に必要な職

場環境の整備が

十分でない

心の病などの健

康に関して相談

する体制が整備

されていない

その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「長時間労働が続く、あるいは休暇が取得しづらい」では橋本市・伊

都郡が59.5％で最も高い割合となっており、「心の病などの健康に関して相談する体制が整

備されていない」では新宮市・東牟婁郡が39.2％で最も高い割合となっています。 
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不当に解雇される、

あるいは自主的な

退職に追いこまれ

る

職場におけるハラ

スメントがある

採用や昇進などに

おいて、本人の適

性や能力以外の面

で評価される

非正規雇用者と

正規雇用者の待

遇に差がある

定年退職後も働

き続けられる雇
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18.8

32.7

30.5

27.7

11.8

13.9

27.5

12.8

1.6

8.8

20.4

2.4

0 10 20 30 40

医師から治療について、その方法を選択し承諾するのに
必要な情報を受ける権利（インフォームドコンセント）

が守られていない

診断を受けた医師とは異なった医師からの意見聴取（セ
カンドオピニオン）を受ける機会が十分ではない

医療過誤（医療ミス）が発生した場合に、患者の権利が
守られる体制がない

救急患者の受け入れが拒否されることがある

入院時の生活環境が悪い

医療現場における患者のプライバシーが十分に保護され
ていないことがある

女性専用外来が不足している、あるいは近くにない

医師及び医療従事者による虐待行為（暴言、暴行、性的
いやがらせなど）が発生している

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査(回答者数=1,356)

15．医療の現場における患者に関する事柄で、問題だと思うこと 

問17 医療の現場における患者に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと思

いますか（○はいくつでも） 
 

「診断を受けた医師とは異なった医師からの意見聴取（セカンドオピニオン）を受ける機

会が十分ではない」の割合が32.7％で最も多く、次いで「医療過誤（医療ミス）が発生した

場合に、患者の権利が守られる体制がない」が30.5％、「救急患者の受け入れが拒否されるこ

とがある」が27.7％、「女性専用外来が不足している、あるいは近くにない」が27.5％となっ

ています。 

なお、平成30年度調査では、「医療の現場における患者に関する事柄で、人権上、特に関心

があること」を問う設問とし、質問の趣旨が異なるため、今回の調査結果との比較は行って

いません。 
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【性別】 

性別でみると、男性は「診断を受けた医師とは異なった医師からの意見聴取（セカンドオ

ピニオン）を受ける機会が十分ではない」の割合が32.7％で最も多く、女性では「女性専用

外来が不足している、あるいは近くにない」の割合が35.4％で最も多くなっています。また、

「救急患者の受け入れが拒否されることがある」の割合は男性（23.6％）より女性（31.1％）

のほうが7.5ポイント、「女性専用外来が不足している、あるいは近くにない」の割合は男性

（16.2％）より女性のほうが19.2ポイント、それぞれ高くなっています。 
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診断を受けた医師とは異なった医師からの意見聴取
（セカンドオピニオン）を受ける機会が十分ではない

医療過誤（医療ミス）が発生した場合に、患者の権利
が守られる体制がない

救急患者の受け入れが拒否されることがある

入院時の生活環境が悪い

医療現場における患者のプライバシーが十分に保護
されていないことがある

女性専用外来が不足している、あるいは近くにない

医師及び医療従事者による虐待行為（暴言、暴行、
性的いやがらせなど）が発生している

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「診断を受けた医師とは異なった医師からの意見聴取(セカンドオピニオ

ン）を受ける機会が十分でない」の割合は60歳代が最も高く、「救急患者の受け入れが拒否さ

れることがある」の割合は若い年代ほど高くなっています。 
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26.0

22.4
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医師から治療について、

その方法を選択し承諾

するのに必要な情報を

受 け る 権 利 （ イ ン

フォームドコンセン

ト）が守られていない

診断を受けた医師とは

異なった医師からの意

見聴取（セカンドオピ

ニオン）を受ける機会

が十分ではない

医療過誤（医療ミ

ス）が発生した場

合に、患者の権利

が守られる体制が

ない

救急患者の受け入

れが拒否されるこ

とがある

入院時の生活環境

が悪い

医療現場における患

者のプライバシーが

十分に保護されてい

ないことがある

女性専用外来が不

足している、ある

いは近くにない

医師及び医療従事者に

よる虐待行為（暴言、

暴行、性的いやがらせ

など）が発生している

その他 特に問題はない わからない
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【職業別】 

職業別でみると、「診断を受けた医師とは異なった医師からの意見聴取(セカンドオピニオ
ン）を受ける機会が十分でない」の割合は家事に従事が40.5％で最も高くなっています。「救
急患者の受け入れが拒否されることがある」の割合は学生が43.2％で最も高く、「女性専用外
来が不足している、あるいは近くにない」の割合はパート・アルバイトが36.7％で最も高く
なっています。 
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8.0

19.6

24.7

23.7
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(MA%)

医師から治療について、そ

の方法を選択し承諾するの

に必要な情報を受ける権利

（インフォームドコンセン

ト）が守られていない

診断を受けた医師とは

異なった医師からの意

見聴取（セカンドオピ

ニオン）を受ける機会

が十分ではない

医療過誤（医療ミ

ス）が発生した場合

に、患者の権利が守

られる体制がない

救急患者の受け入

れが拒否されるこ

とがある

入院時の生活環境

が悪い

医療現場における患

者のプライバシーが

十分に保護されてい

ないことがある

女性専用外来が不

足している、ある

いは近くにない

医師及び医療従事者に

よる虐待行為（暴言、

暴行、性的いやがらせ

など）が発生している

その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「診断を受けた医師とは異なった医師からの意見聴取(セカンドオピ
ニオン）を受ける機会が十分でない」の割合は和歌山市が35.6％で最も高くなっています。
また、「医師から治療について、その方法を選択し承諾するのに必要な情報を受ける権利（イ
ンフォームドコンセント）が守られていない」、「医療過誤（医療ミス）が発生した場合に、患
者の権利が守られる体制がない」、「入院時の生活環境が悪い」、「医師及び医療従事者による
虐待行為（暴言、暴行、性的いやがらせなど）が発生している」では、橋本市・伊都郡で最も
高い割合となっています。 
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20.7

20.3
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19.2

18.9
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(MA%)

医師から治療について、

その方法を選択し承諾す

るのに必要な情報を受け

る権利（インフォームド

コンセント）が守られて

いない

診断を受けた医師とは

異なった医師からの意

見聴取（セカンドオピ

ニオン）を受ける機会

が十分ではない

医療過誤（医療ミ

ス）が発生した場

合に、患者の権利

が守られる体制が

ない

救急患者の受け入

れが拒否されるこ

とがある

入院時の生活環境

が悪い

医療現場における患

者のプライバシーが

十分に保護されてい

ないことがある

女性専用外来が不

足している、ある

いは近くにない

医師及び医療従事者に

よる虐待行為（暴言、

暴行、性的いやがらせ

など）が発生している

その他 特に問題はない わからない
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16．同和問題（部落差別）についての考え 

（１）同和問題（部落差別）を知ったきっかけ 

問18 同和問題（部落差別）について、どういうきっかけで知りましたか（○は１つだけ） 
 

「学校の授業で教わった」の割合が33.7％で最も多く、次いで「家族から聞いた」が15.9％、

「同和問題（部落差別）は知っているが、きっかけは覚えていない」が10.6％となっていま

す。 

平成30年度調査と比較すると、「同和問題（部落差別）は知っているが、きっかけは覚えて

いない」（10.6％）の割合が5.3ポイント減少しています。 
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Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

家族から聞いた

親せきの人から聞いた

近所の人から聞いた

友達から聞いた

学校の授業で教わった

職場の人から聞いた

テレビ・ラジオ・新聞・本などで知った
※1

インターネットで知った
※2

講演会・研修会などで聞いた

「県民の友」や市町村の広報誌などから知った

同和問題（部落差別）は知っているが、
きっかけは覚えていない

その他

知らない

（複数回答）
※3

無回答

(%)

※1 H25年度調査で新たに設けた選択肢 

※2 H30年度調査で新たに設けた選択肢 

※3 R5年度調査では複数回答した回答者は無効とした 
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【性別】 

性別でみると、男性、女性とも「学校の授業で教わった」の割合が最も多く、男性（31.8％）

より女性（35.6％）のほうが3.8ポイント高くなっています。 
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友達から聞いた
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講演会・研修会などで聞いた

「県民の友」や市町村の広報誌などから
知った

同和問題（部落差別）は知っているが、
きっかけは覚えていない

その他

知らない

（複数回答）

無回答

(%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「学校の授業で教わった」の割合は40歳代から60歳代で４割強と高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.5

19.3

18.3

16.1

15.2

12.7

17.1

0 10 20 30 40 50

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

0.0

0.9

0.6

1.0

1.5

0.3

2.4

0 10 20 30 40 50

0.0

0.9

0.6

0.5

0.4

0.3

2.0

0 10 20 30 40 50

0.0

0.0

3.6

0.5

0.4

0.7

2.8

0 10 20 30 40 50

36.8

32.1

24.9

43.9

42.2

42.8

14.3

0 10 20 30 40 50
(%)

0.0

0.0

4.7

1.0

0.4

1.7

1.2

0 10 20 30 40 50

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

0.0

0.9

2.4

3.9

0.8

2.0

4.4

0 10 20 30 40 50

5.3

3.7

1.2

0.5

0.8

0.3

0.0

0 10 20 30 40 50

0.0

0.9

1.2

1.5

0.8

2.3

3.6

0 10 20 30 40 50

0.0

0.0

0.6

0.5

0.4

0.3

1.2

0 10 20 30 40 50
(%)

0.0

6.4

10.7

6.3

5.3

9.7

22.6

0 10 20 30 40 50

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

0.0

0.9

0.6

0.5

1.1

0.0

0.4

0 10 20 30 40 50

42.1

22.0

17.8

6.8

6.5

2.0

5.6

0 10 20 30 40 50

5.3

11.0

11.2

16.6

23.2

24.1

19.0

0 10 20 30 40 50
(%)

家族から聞いた
親せきの人から

聞いた

近所の人から

聞いた
友達から聞いた

学校の授業で教

わった

職場の人から

聞いた

テレビ・ラジオ・

新聞・本などで

知った

インターネット

で知った

講演会・研修会

などで聞いた

「県民の友」や市

町村の広報誌など

から知った

同和問題（部落差

別）は知っている

が、きっかけは覚

えていない
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家族から聞いた
親せきの人から

聞いた

近所の人から

聞いた
友達から聞いた

学校の授業で

教わった

職場の人から聞い

た

テレビ・ラジオ・

新聞・本などで

知った

インターネット

で知った

講演会・研修会

などで聞いた

「県民の友」や市

町村の広報誌など

から知った

同和問題（部落差別）

は知っているが、きっ

かけは覚えていない

その他 知らない （複数回答）

【職業別】 

職業別でみると、「学校の授業で教わった」の割合は公務員が45.2％で最も高く、「知らな

い」の割合は学生が29.7％で最も高くなっています。 
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「学校の授業で教わった」の割合は海南市・海草郡が46.3％で最も高

く、次いで御坊市・日高郡が38.5％となっています。 
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20.0

13.5
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16.5
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(%)

家族から聞いた
親せきの人から

聞いた

近所の人から

聞いた
友達から聞いた

学校の授業で

教わった

職場の人から聞い

た

テレビ・ラジオ・

新聞・本などで

知った

インターネット

で知った

講演会・研修会

などで聞いた

「県民の友」や市

町村の広報誌など

から知った

同和問題（部落差別）

は知っているが、きっ

かけは覚えていない
その他 知らない （複数回答）
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（２）同和問題（部落差別）に関して問題だと思うこと 

問19 同和問題（部落差別）に関して、現在、どのような問題があると思いますか（○はいく

つでも） 
 

「結婚のときに周囲の人が反対をする」の割合が34.8％で最も多く、次いで「家を購入す

るときなどは、同和地区や同じ小学校区域を避ける」が15.3％、「身元調査が行われている」

が14.3％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「結婚のときに周囲の人が反対をする」の割合が5.5ポイン

ト減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.8

10.7

4.1

14.0

14.3

2.6

12.8

6.0

5.4

7.2

15.3

2.8

12.0

33.1

2.6

40.3

9.2

3.8

10.8

15.0

2.4

15.2

4.3

4.0

6.7

15.4

4.3

10.9

24.3

3.4

43.6

9.2

8.0

17.2

3.3

15.3

3.7

2.9

7.1

21.5

5.6

11.8

20.4

3.4

45.9

11.2

7.0

19.0

4.2

15.9

4.3

3.6

7.3

18.0

2.8

13.7

19.7

3.5

0 10 20 30 40 50

結婚のときに周囲の人が反対をする

就職の時や職場で不利な取り扱いをされる
※1

公共施設などに差別的な落書きがある
※2

インターネット上に同和地区と称する地名や画像を掲載
したり、関係者を誹謗中傷する書き込みがある ※2

差別落書きや、インターネット上に差別的な書き込みが
ある ※2

身元調査が行われている

同和問題（部落差別）の理解不足につけ込んだ高額図書
の売りつけなどがある

同和地区住民との付き合いを避ける

住宅環境や道路などの生活環境が悪い

進学率が低く、学力格差がある

不安定な就労状態の人が多い

家を購入するときなどは、同和地区や同じ小学校区域を
避ける

その他

特に問題はない
※3

わからない

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

※1 H30年度調査までは「就職の時や職場で不利な取り扱いをする」 

※2 H25年度調査の「差別落書きや、インターネット上に差別的な書き込みがある」は、H30年度調査では「公共施設など

に差別的な落書きがある」と「インターネット上に同和地区と称する地名や画像を登載したり、関係者を誹謗中傷す

る書き込みがある」に分けて調査した。 

※3 H30年度調査までは「特に問題のあるものはない」 



- 122 - 

【性別】 

性別でみると、「インターネット上に同和地区と称する地名や画像を掲載したり、関係者を

誹謗中傷する書き込みがある」の割合は女性（11.1％）より男性（18.2％）のほうが7.1ポ

イント、「身元調査が行われている」の割合も女性（12.8％）より男性（16.7％）のほうが

3.9ポイント、それぞれ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.6

11.2

5.0

18.2

16.7

3.5

13.9

5.8

5.8

7.8

13.9

2.8

13.8

30.1

2.0

36.3

10.3

3.6

11.1

12.8

1.9

12.4

6.4

5.3

6.8

16.5

2.7

10.7

35.2

2.6

0 10 20 30 40

男性

(n=538)

女性

(n=776)

結婚のときに周囲の人が反対をする

就職の時や職場で不利な取り扱いをされる

公共施設などに差別的な落書きがある

インターネット上に同和地区と称する地名や画像を
掲載したり、関係者を誹謗中傷する書き込みがある

身元調査が行われている

同和問題（部落差別）の理解不足につけ込んだ高額
図書の売りつけなどがある

同和地区住民との付き合いを避ける

住宅環境や道路などの生活環境が悪い

進学率が低く、学力格差がある

不安定な就労状態の人が多い

家を購入するときなどは、同和地区や同じ
小学校区域を避ける

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「結婚のときに周囲の人が反対をする」、「家を購入するときなどは、同和

地区や同じ小学校区域を避ける」の割合は40歳代で最も高くなっています。 
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5.6

0 20 40 60

5.3

2.8

8.3

5.9

3.0

3.3

2.8

0 20 40 60

15.8

14.7

17.2

17.6

11.0
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20歳代
(n=109)
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36.1

32.7

36.1

27.8

29.4
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(MA%)

結婚のときに周囲

の人が反対をする

就職の時や職場で

不利な取り扱いを

される

公共施設などに

差別的な落書き

がある

インターネット上に同

和地区と称する地名や

画像を掲載したり、関

係者を誹謗中傷する書

き込みがある

身元調査が行わ

れている

同和問題（部落差別）

の理解不足につけ込ん

だ高額図書の売りつけ

などがある

同和地区住民との

付き合いを避ける

住宅環境や道路

などの生活環境

が悪い

進学率が低く、

学力格差がある

不安定な就労状態

の人が多い

家を購入するとき

などは、同和地区

や同じ小学校区域

を避ける

その他 特に問題はない わからない
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【職業別】 

職業別でみると、「結婚のときに周囲の人が反対をする」、「就職の時や職場で不利な取り扱

いをされる」、「公共施設などに差別的な落書きがある」、「インターネット上に同和地区と称

する地名や画像を掲載したり、関係者を誹謗中傷する書き込みがある」、「身元調査が行われ

ている」、「住宅環境や道路などの生活環境が悪い」、「不安定な就労状態の人が多い」では公

務員が最も高い割合となっています。 
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結婚のときに周囲

の人が反対をする

就職の時や職場で

不利な取り扱いを

される

公共施設などに

差別的な落書き

がある

インターネット上に同

和地区と称する地名や

画像を掲載したり、関

係者を誹謗中傷する書

き込みがある

身元調査が行わ

れている

同和問題（部落差別）

の理解不足につけ込ん

だ高額図書の売りつけ

などがある

同和地区住民との

付き合いを避ける

住宅環境や道路など

の生活環境が悪い

進学率が低く、

学力格差がある

不安定な就労状

態の人が多い

家を購入するときなど

は、同和地区や同じ小

学校区域を避ける
その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「結婚のときに周囲の人が反対をする」の割合は新宮市・東牟婁郡が

45.6％で最も高く、次いで海南市・海草郡が45.1％となっています。 
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公共施設などに

差別的な落書き

がある

インターネット上に同

和地区と称する地名や

画像を掲載したり、関

係者を誹謗中傷する書

き込みがある

身元調査が行わ

れている

同和問題（部落差別）

の理解不足につけ込ん

だ高額図書の売りつけ

などがある

同和地区住民との

付き合いを避ける
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などの生活環境
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進学率が低く、
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学校区域を避ける
その他 特に問題はない わからない
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（３）子供の結婚相手が同和地区の人だとわかったときの対応 

問20 仮に、あなたに子供がおり、あなたの子供が結婚しようとする相手の方が、同和地区

の人であるとわかったとき、あなたはどうしますか（○は１つだけ） 
 

「子供の意思を尊重する」の割合が54.9％で最も多く、次いで「反対だが、子供の意思で

あれば、仕方がない」が10.5％となっています。 

平成30年度調査と比較すると、「反対だが、子供の意思であれば、仕方がない」の割合が5.5

ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「子供の意思を尊重する」の割合は女性（50.9％）より男性（61.7％）のほ

うが10.8ポイント高くなっています。 
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反対だが、子供の意思であれば、仕方がない

家族や親せきに、反対意見があれば、結婚に反対する

絶対に、結婚には反対する

わからない 無回答

Ｒ５年度調査
(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査
(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査
(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査
(回答者数=1,581)
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※1 H30年度調査までは「当然、子供の意思を尊重する」 
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わからない 無回答
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(n=776)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「子供の意思を尊重する」の割合は60歳代が63.2％で最も高い割合となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

【職業別】 

職業別でみると、「子供の意思を尊重する」の割合は公務員が73.1％で最も高い割合となっ

ています。 
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反対だが、子供の意思で

あれば、仕方がない

家族や親せきに、反対意見があれば、結婚に反対する

絶対に、結婚には反対する

わからない 無回答
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(n=263)
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反対だが、子供の意思であれば、仕方がない

家族や親せきに、反対意見があれば、結婚に反対する

絶対に、結婚には反対する

わからない

無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「子供の意思を尊重する」の割合は紀の川市・岩出市と橋本市・伊都

郡がともに59.5％で最も高く、次いで田辺市・西牟婁郡が59.4％となっています。 
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17．新型コロナウイルス感染症に関する人権侵害についての考え 

問21 新型コロナウイルス感染症に関する事柄で、人権上、特にどのようなことが問題だと

思いますか（○はいくつでも） 
 

「感染者やその家族、あるいは集団感染が発生した施設に対して誹謗中傷が行われる」の

割合が29.8％で最も多く、次いで「新型コロナウイルス感染症についての理解や認識が十分

でない」が27.3％、「マスク着用やワクチン接種ができない人などに対して誹謗中傷が行われ

る」が25.3％となっています。 
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11.9

17.5
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新型コロナウイルス感染症についての理解や認識が十分
でない

感染者やその家族、あるいは集団感染が発生した施設に
対して誹謗中傷が行われる

マスク着用やワクチン接種ができない人などに対して
誹謗中傷が行われる

感染者やその家族の個人情報あるいは、集団感染が発生
した施設の情報がインターネット上に書き込まれる

感染者やその家族などの登校、通勤、入店を拒否される

医療関係者などに対して差別的な言動が行われる

医療施設や療養環境が十分でない

患者の社会復帰が困難である

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)

Ｒ５年度調査(回答者数=1,356)
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【性別】 

性別でみると、「感染者やその家族、あるいは集団感染が発生した施設に対して誹謗中傷が

行われる」の割合は男性（26.8％）より女性（32.2％）のほうが5.4ポイント、「感染者やそ

の家族の個人情報あるいは、集団感染が発生した施設の情報がインターネット上に書き込ま

れる」も男性（15.4％）より女性（20.2％）のほうが4.8ポイント、それぞれ高くなってい

ます。 
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1.5

20.6

10.1

2.4

0 10 20 30 40

男性

(n=538)
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(n=776)

新型コロナウイルス感染症についての理解や認識が
十分でない

感染者やその家族、あるいは集団感染が発生した施設
に対して誹謗中傷が行われる

マスク着用やワクチン接種ができない人などに対して
誹謗中傷が行われる

感染者やその家族の個人情報あるいは、集団感染が発
生した施設の情報がインターネット上に書き込まれる

感染者やその家族などの登校、通勤、入店を拒否
される

医療関係者などに対して差別的な言動が行われる

医療施設や療養環境が十分でない

患者の社会復帰が困難である

その他

特に問題はない

わからない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「新型コロナウイルス感染症についての理解や認識が十分でない」の割合

は70歳以上が32.5％で最も高くなっています。 
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【職業別】 

職業別でみると、「新型コロナウイルス感染症についての理解や認識が十分でない」と「医

療施設や療養環境が十分でない」以外の項目では学生が最も高い割合となっています。 
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分でない
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が発生した施設に
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る
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人情報あるいは、集団
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が困難である

その他 特に問題はない わからない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「新型コロナウイルス感染症についての理解や認識が十分でない」、

「医療関係者などに対して差別的な言動が行われる」、「医療施設や療養環境が十分でない」

では新宮市・東牟婁郡が最も高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.1

28.0

28.8

25.4

24.2

30.8

27.3

38.0

0 10 20 30 40

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

27.3

31.7

30.7

28.6

28.3

29.8

37.8

36.7

0 10 20 30 40

26.9

28.0

27.5

27.0

20.0

21.2

25.9

24.1

0 10 20 30 40

17.3

12.2

19.6

18.3

16.7

13.5

28.7

17.7

0 10 20 30 40
(MA%)

12.0

8.5

8.5

19.8

11.7

14.4

9.8

10.1

0 10 20 30 40

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)
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16.3
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11.7
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19.4
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15.0
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14.7

24.1

0 10 20 30 40

7.1
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7.8

6.3

5.0

7.7

7.0

5.1
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2.2

6.1

1.3

1.6

2.5

0.0

1.4

1.3

0 10 20 30 40

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)
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19.5

24.2

22.2

23.3

28.8

18.9

12.7

0 10 20 30 40

10.6

6.1

7.8

6.3

14.2

15.4

9.8

12.7

0 10 20 30 40
(MA%)

新型コロナウイル

ス感染症について

の理解や認識が十

分でない

感染者やその家族、

あるいは集団感染

が発生した施設に

対して誹謗中傷が

行われる

マスク着用やワ

クチン接種がで

きない人などに

対して誹謗中傷

が行われる

感染者やその家族の個

人情報あるいは、集団

感染が発生した施設の

情報がインターネット

上に書き込まれる

感染者やその家族

などの登校、通勤、

入店を拒否される

医療関係者などに

対して差別的な言

動が行われる
医療施設や療養環

境が十分でない

患者の社会復帰が

困難である

その他 特に問題はない わからない
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18．人権全般について 

（１）人権に関する法律や県の条例についての認知度 

問22 人権に関する様々な法律や県の条例について知っていますか（○はそれぞれ１つ） 
 

「内容も知っている」の割合は、“７．男女雇用機会均等法”が53.0％で最も高く、次いで

“10．児童虐待防止法”が36.0％、“８．育児・介護休業法”が35.2％となっています。 

「内容も知っている」と「内容は知らないが聞いたことはある」をあわせた認知度は、“７．

男女雇用機会均等法”が89.1％で最も高く、次いで“10．児童虐待防止法”が88.5％、“８．

育児・介護休業法”が83.1％となっています。 

一方、「まったく知らない」の割合は“15．和歌山県犯罪被害者等支援条例”が64.7％で

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.0

22.3

14.5

7.0

11.7

5.7

53.0

35.2

24.0

36.0

9.4

3.2

4.1

4.6

2.3

34.0

50.4

55.8

43.7

45.6

32.7

36.1

47.9

53.9

52.5

48.9

30.2

31.1

35.2

29.2

56.2

23.5

25.2

45.6

38.8

57.2

7.4

13.3

18.7

8.0

38.0

62.4

60.6

56.5

64.7

3.8

3.8

4.5

3.8

4.0

4.4

3.5

3.7

3.5

3.5

3.8

4.3

4.1

3.7

3.8

内容も

知っている
内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

１．障害者差別解消法

２．障害者雇用促進法

３．いじめ防止法

４．ヘイトスピーチ解消法

５．部落差別解消推進法

６．北朝鮮人権侵害対処法

７．男女雇用機会均等法

８．育児・介護休業法

９．パワハラ防止法

10．児童虐待防止法

11．子どもの貧困対策法

12．和歌山県人権尊重の社会づくり条例

13．和歌山県部落差別の解消の推進に関
する条例

14．和歌山県新型コロナウイルス感染症
に係る誹謗中傷等対策に関する条例

15．和歌山県犯罪被害者等支援条例

(%)
0 20 40 60 80 100

Ｒ５年度調査(回答者数=1,356)
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１．障害者差別解消法 

【性別】 

性別でみると、「内容も知っている」の割合は女性（4.3％）より男性（8.0％）のほうが3.7

ポイント高く、認知度も女性（36.3％）より男性（44.6％）のほうが8.3ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は20歳代が11.0％で最も高く、認知度は30

歳代が44.4％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.0

4.3

36.6

32.0

52.8

59.8

2.6

4.0

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

11.0

8.9

6.8

3.4

5.0

5.2

36.8

27.5

35.5

26.8

31.9

38.5

37.3

63.2

60.6

53.8

65.4

62.4

53.5

48.4

0.0

0.9

1.8

1.0

2.3

3.0

9.1

内容も

知っている
内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が29.0％で最も高く、認知度も公務

員が73.1％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は新宮市・東牟婁郡が12.7％で最も高く、

認知度は有田市・有田郡が47.5％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.9

6.1

4.6

5.6

6.7

9.6

4.2

12.7

32.0

37.8

33.3

34.9

40.8

33.7

32.9

31.6

58.9

54.9

58.2

55.6

50.8

55.8

59.4

51.9

4.1

1.2

3.9

4.0

1.7

1.0

3.5

3.8

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

6.0

7.2

29.0

3.5

1.2

16.2

0.7

6.7

6.7

44.0

36.1

44.1

29.6

35.9

35.1

31.8

33.2

26.7

44.0

53.6

26.9

64.8

61.0

48.6

63.5

52.2

66.7

6.0

3.1

0.0

2.2

2.0

0.0

4.1

7.9

0.0

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100
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２．障害者雇用促進法 

【性別】 

性別でみると、「内容も知っている」の割合は女性（21.0％）より男性（24.2％）のほうが

3.2ポイント高く、認知度も女性（71.9％）より男性（74.2％）のほうが2.3ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は20歳代が27.5％で最も高く、認知度は60

歳代が81.2％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.2

21.0

50.0

50.9

22.9

24.1

3.0

4.0

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

21.1

27.5

26.0

23.9

16.7

23.7

20.2

36.8

35.8

47.9

48.8

55.9

57.5

47.2

42.1

34.9

24.9

26.3

24.7

15.7

22.6

0.0

1.8

1.2

1.0

2.7

3.0

9.9

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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23.8

22.0

16.3

25.4

19.2

23.1

23.8

21.5

49.1

57.3

49.7

46.8

56.7

46.2

51.0

55.7

23.0

20.7

28.8

23.8

22.5

29.8

20.3

20.3

4.1

0.0

5.2

4.0

1.7

1.0

4.9

2.5

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が39.8％で最も高く、認知度も公務

員が87.1％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は橋本市・伊都郡が25.4％で最も高く、

認知度は海南市・海草郡が79.3％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.0

18.6

39.8

20.2

20.3

32.4

19.6

22.9

26.7

58.0

54.6

47.3

50.5

55.8

35.1

53.4

44.7

46.7

16.0

22.7

11.8

26.9

22.3

32.4

23.6

24.1

26.7

6.0

4.1

1.1

2.4

1.6

0.0

3.4

8.3

0.0

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100
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３．いじめ防止法 

【性別】 

性別でみると、認知度は男性（69.1％）より女性（71.5％）のほうが2.4ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は20歳代が23.9％で最も高く、認知度は60

歳代が77.0％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.5

14.4

54.6

57.1

27.7

23.7

3.2

4.8

内容も

知っている 内容は知らないが聞いたことはある
まったく

知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

26.3

23.9

17.8

10.7

11.8

17.1

9.9

52.6

49.5

55.6

53.7

60.8

59.9

52.0

21.1

24.8

24.3

34.6

25.5

20.1

25.4

0.0

1.8

2.4

1.0

1.9

3.0

12.7

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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14.0

13.4

37.6

10.5

13.1

35.1

12.8

11.9

13.3

66.0

54.6

41.9

58.1

60.2

48.6

63.5

50.6

40.0

12.0

25.8

18.3

29.6

24.7

16.2

19.6

28.1

46.7

8.0

6.2

2.2

1.9

2.0

0.0

4.1

9.5

0.0

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が37.6％で最も高く、認知度は学生

が83.7％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は橋本市・伊都郡が17.5％で最も高く、

認知度は海南市・海草郡が78.0％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.9

13.4

13.7

17.5

15.0

16.3

15.4

11.4

55.6

64.6

54.2

54.8

57.5

51.0

59.4

53.2

26.3

22.0

27.5

22.2

25.0

29.8

21.0

27.8

4.1

0.0

4.6

5.6

2.5

2.9

4.2

7.6

内容も

知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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5.3

9.2

7.7

5.4

4.6

9.0

7.9

36.8

31.2

43.8

46.3

48.7

47.2

38.1

57.9

58.7

47.3

46.8

44.5

40.5

44.8

0.0

0.9

1.2

1.5

2.3

3.3

9.1

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100

４．ヘイトスピーチ解消法 

【性別】 

性別でみると、「内容も知っている」の割合は女性（5.8％）より男性（9.1％）のほうが3.3

ポイント高く、認知度も女性（45.0％）より男性（59.1％）のほうが14.1ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は20歳代が9.2％で最も高く、認知度は60歳

代が56.2％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.1

5.8

50.0

39.2

37.9

51.3

3.0

3.7

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100
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10.0

10.3

17.2

5.6

5.2

8.1

3.4

7.5

13.3

42.0

43.3

52.7

44.1

40.2

48.6

42.6

44.3

40.0

44.0

41.2

30.1

48.1

52.2

43.2

51.4

40.3

46.7

4.0

5.2

0.0

2.2

2.4

0.0

2.7

7.9

0.0

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

6.1

6.1

7.2

8.7

9.2

5.8

8.4

8.9

43.8

51.2

41.8

43.7

41.7

37.5

49.7

38.0

45.8

42.7

47.7

43.7

47.5

55.8

38.5

48.1

4.3

0.0

3.3

4.0

1.7

1.0

3.5

5.1

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が17.2％で最も高く、認知度も公務

員が69.9％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は有田市・有田郡が9.2％で最も高く、

認知度は田辺市・西牟婁郡が58.1％で最も高くなっています。 
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５．部落差別解消推進法 

【性別】 

性別でみると、「内容も知っている」の割合は女性（9.8％）より男性（14.5％）のほうが

4.7ポイント高く、認知度も女性（54.6％）より男性（61.3％）のほうが6.7ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は70歳以上が17.1％で最も高く、認知度は

60歳代が68.9％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.5

9.8

46.8

44.8

35.5

41.6

3.2

3.7

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

5.3

5.5

11.2

6.8

10.3

15.1

17.1

21.1

35.8

38.5

42.0

48.3

53.8

46.4

73.7

58.7

49.1

50.2

38.8

27.8

26.6

0.0

0.0

1.2

1.0

2.7

3.3

9.9

内容も知っている

内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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9.8

11.0

11.1

13.5

20.0

12.5

12.6

8.9

44.6

50.0

42.5

46.8

46.7

42.3

51.0

44.3

41.5

39.0

42.5

35.7

30.8

44.2

32.2

43.0

4.1

0.0

3.9

4.0

2.5

1.0

4.2

3.8

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

24.0

12.4

31.2

8.6

7.6

5.4

9.5

13.8

6.7

56.0

44.3

49.5

40.9

47.0

32.4

46.6

49.4

40.0

16.0

38.1

19.4

48.1

44.2

62.2

39.9

28.5

53.3

4.0

5.2

0.0

2.4

1.2

0.0

4.1

8.3

0.0

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が31.2％で最も高く、認知度も公務

員が80.7％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は有田市・有田郡が20.0％で最も高く、

認知度も有田市・有田郡が66.7％で最も高くなっています。 
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６．北朝鮮人権侵害対処法 

【性別】 

性別でみると、「内容も知っている」の割合は女性（4.6％）より男性（7.2％）のほうが2.6

ポイント高く、認知度も女性（37.5％）より男性（39.7％）のほうが2.2ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は70歳以上が11.1％で最も高く、認知度は

60歳代が46.2％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.2

4.6

32.5

32.9

56.9

57.9

3.3

4.6

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

5.3

4.6

8.3

2.0

2.7

5.4

11.1

26.3

24.8

31.4

28.3

31.9

40.8

32.5

68.4

68.8

58.6

68.8

63.1

49.5

45.6

0.0

1.8

1.8

1.0

2.3

4.3

10.7

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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2.0

10.3

10.8

2.7

3.2

0.0

9.5

8.3

6.7

44.0

41.2

36.6

29.6

29.1

40.5

32.4

33.6

26.7

48.0

43.3

52.7

65.6

64.1

59.5

54.1

49.0

66.7

6.0

5.2

0.0

2.2

3.6

0.0

4.1

9.1

0.0

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が10.8％で最も高く、認知度は自営

業が51.5％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は海南市・海草郡が9.8％で最も高く、

認知度は田辺市・西牟婁郡が44.1％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.3

9.8

6.5

6.3

3.3

5.8

8.4

5.1

31.2

34.1

30.1

37.3

40.0

30.8

35.7

26.6

58.9

56.1

57.5

52.4

55.0

61.5

52.4

65.8

5.5

0.0

5.9

4.0

1.7

1.9

3.5

2.5

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答
和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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７．男女雇用機会均等法 

【性別】 

性別でみると、「内容も知っている」の割合は女性（50.6％）より男性（57.6％）のほうが

7.0ポイント高く、認知度も女性（88.4％）より男性（91.4％）のほうが3.0ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は20歳代が64.2％で最も高く、認知度は40

歳代が94.2％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.6

50.6

33.8

37.8

6.1

8.0

2.4

3.6

内容も知っている
内容は知らない

が聞いたことはある

まったく知らない

無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

63.2

64.2

53.8

60.5

53.6

57.5

36.9

26.3

29.4

35.5

33.7

37.6

34.1

43.3

10.5

6.4

8.3

5.4

7.6

5.4

10.3

0.0

0.0

2.4

0.5

1.1

3.0

9.5

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある

まったく知らない

無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は学生が70.3％で最も高く、認知度は公務員

が97.9％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は和歌山市が57.0％で最も高く、認知度

も和歌山市が91.0％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.0

54.6

62.4

59.9

52.2

70.3

48.0

43.5

40.0

40.0

34.0

35.5

32.0

38.2

21.6

39.9

39.5

46.7

2.0

8.2

2.2

6.5

8.0

8.1

8.8

9.1

6.7

4.0

3.1

0.0

1.6

1.6

0.0

3.4

7.9

6.7

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある

まったく知らない

無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

57.0

54.9

45.8

56.3

55.0

51.9

49.7

48.1

34.0

35.4

41.8

34.1

35.8

34.6

38.5

40.5

5.3

7.3

9.8

5.6

7.5

12.5

8.4

8.9

3.7

2.4

2.6

4.0

1.7

1.0

3.5

2.5

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある

まったく知らない

無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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８．育児・介護休業法 

【性別】 

性別でみても、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は20歳代が45.0％で最も高く、認知度は60

歳代が89.3％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.9

35.2

48.7

47.7

12.6

13.7

2.8

3.5

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある
まったく

知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

36.8

45.0

41.4

41.0

31.6

36.5

26.2

52.6

36.7

41.4

42.9

53.2

52.8

49.6

10.5

17.4

16.0

14.6

14.1

7.7

14.7

0.0

0.9

1.2

1.5

1.1

3.0

9.5

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない

無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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28.0

33.0

48.4

42.7

29.9

43.2

27.7

32.0

40.0

62.0

46.4

40.9

42.5

55.0

40.5

58.1

45.1

40.0

6.0

16.5

10.8

13.2

13.5

16.2

10.1

15.0

20.0

4.0

4.1

0.0

1.6

1.6

0.0

4.1

7.9

0.0

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない

無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

36.0

40.2

30.7

43.7

33.3

30.8

37.8

30.4

47.5

46.3

52.9

43.7

55.0

47.1

42.0

51.9

12.4

13.4

13.1

8.7

10.8

21.2

16.1

15.2

4.1

0.0

3.3

4.0

0.8

1.0

4.2

2.5

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない

無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が48.4％で最も高く、認知度は農林

水産業が90.0％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は橋本市・伊都郡が43.7％で最も高く、

認知度は有田市・有田郡が88.3％で最も高くなっています。 
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15.8

26.6

22.5

27.8

24.3

30.1

15.1

63.2

46.8

52.1

49.3

59.7

56.2

54.0

21.1

25.7

24.3

22.0

14.4

10.7

21.8

0.0

0.9

1.2

1.0

1.5

3.0

9.1

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100

９．パワハラ防止法 

【性別】 

性別でみると、「内容も知っている」の割合は女性（21.5％）より男性（28.1％）のほうが

6.6ポイント高く、認知度も女性（76.7％）より男性（81.1％）のほうが4.4ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は60歳代が30.1％で最も高く、認知度も60

歳代が86.3％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

28.1

21.5

53.0

55.2

16.2

20.0

2.8

3.4

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100
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22.0

25.8

29.0

29.6

21.1

16.2

15.5

23.7

33.3

60.0

48.5

48.4

53.2

58.6

56.8

64.9

49.0

40.0

14.0

21.6

22.6

15.3

18.7

27.0

16.9

19.4

26.7

4.0

4.1

0.0

1.9

1.6

0.0

2.7

7.9

0.0

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく

知らない 無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

25.0

24.4

21.6

34.9

25.0

21.2

17.5

24.1

53.2

48.8

55.6

42.9

57.5

59.6

60.8

58.2

17.5

26.8

20.3

18.3

16.7

18.3

18.2

15.2

4.3

0.0

2.6

4.0

0.8

1.0

3.5

2.5

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない

無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は会社員・団体職員が29.6％で最も高く、認

知度も会社員・団体職員が82.8％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は橋本市・伊都郡が34.9％で最も高く、

認知度は有田市・有田郡が82.5％で最も高くなっています。 
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10．児童虐待防止法 

【性別】 

性別でみても、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は20歳代が45.0％で最も高く、認知度は60

歳代が92.6％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.7

36.3

54.1

51.9

7.4

8.1

2.8

3.6

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない

無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

36.8

45.0

43.2

43.4

35.0

34.1

25.4

52.6

43.1

48.5

46.3

55.1

58.5

55.2

10.5

11.9

6.5

9.3

8.4

4.3

9.5

0.0

0.0

1.8

1.0

1.5

3.0

9.9

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない

無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は学生が54.1％で最も高く、認知度は公務員

が96.8％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は海南市・海草郡が45.1％で最も高く、

認知度も海南市・海草郡が97.5％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.0

28.9

53.8

39.2

35.9

54.1

34.5

27.7

20.0

54.0

57.7

43.0

51.3

54.2

32.4

56.8

53.4

73.3

2.0

9.3

3.2

7.5

8.4

13.5

5.4

10.7

6.7

4.0

4.1

0.0

1.9

1.6

0.0

3.4

8.3

0.0

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない

無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

35.4

45.1

30.7

42.9

37.5

38.5

35.7

29.1

52.7

52.4

56.9

45.2

52.5

48.1

52.4

63.3

7.7

2.4

9.2

7.9

9.2

12.5

7.7

5.1

4.3

0.0

3.3

4.0

0.8

1.0

4.2

2.5

内容も知っている 内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない

無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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11．子どもの貧困対策法 

【性別】 

性別でみると、認知度は男性（55.6％）より女性（60.3％）のほうが4.7ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、認知度は30歳代が61.6％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.3

9.4

46.3

50.9

41.4

35.8

3.0

3.9

内容も

知っている
内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

15.8

10.1

10.1

9.8

8.4

10.0

8.3

21.1

48.6

51.5

42.9

52.1

50.5

49.6

63.2

40.4

37.3

45.9

36.9

36.5

32.5

0.0

0.9

1.2

1.5

2.7

3.0

9.5

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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8.8

8.5

8.5

12.7

8.3

9.6

12.6

7.6

46.6

56.1

49.0

44.4

55.8

48.1

49.0

55.7

40.1

35.4

39.2

38.9

35.0

41.3

32.9

34.2

4.5

0.0

3.3

4.0

0.8

1.0

5.6

2.5

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が19.4％で最も高く、認知度も公務

員が75.3％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は橋本市・伊都郡が12.7％で最も高く、

認知度は海南市・海草郡が64.6％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.0

10.3

19.4

5.4

11.2

16.2

8.8

9.1

0.0

46.0

46.4

55.9

47.6

48.6

40.5

56.8

47.4

40.0

36.0

38.1

24.7

44.6

38.2

43.2

31.1

35.6

60.0

4.0

5.2

0.0

2.4

2.0

0.0

3.4

7.9

0.0

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100
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4.6

2.1

26.8

31.8

65.6

61.7

3.0

4.4

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

12．和歌山県人権尊重の社会づくり条例 

【性別】 

性別でみると、「内容も知っている」の割合は女性（2.1％）より男性（4.6％）のほうが2.5

ポイント高く、認知度は男性（31.4％）より女性（33.9％）のほうが2.5ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は70歳以上が5.2％で最も高く、認知度は60

歳代が39.5％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

3.7

3.0

1.5

3.0

3.0

5.2

10.5

22.0

26.6

22.4

30.4

36.5

34.1

89.5

73.4

68.6

75.1

64.6

56.9

49.6

0.0

0.9

1.8

1.0

1.9

3.7

11.1

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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2.8

3.7

3.3

4.0

3.3

3.8

2.1

5.1

26.1

36.6

25.5

34.1

33.3

37.5

27.3

36.7

66.4

59.8

66.0

57.9

62.5

57.7

65.7

54.4

4.7

0.0

5.2

4.0

0.8

1.0

4.9

3.8

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が10.8％で最も高く、認知度も公務

員が50.6％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は新宮市・東牟婁郡が5.1％で最も高く、

認知度も新宮市・東牟婁郡が41.8％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.0

7.2

10.8

1.3

1.6

2.7

1.4

3.6

0.0

32.0

35.1

39.8

23.1

33.1

13.5

32.4

32.0

20.0

54.0

53.6

49.5

73.7

62.5

83.8

62.2

55.3

80.0

6.0

4.1

0.0

1.9

2.8

0.0

4.1

9.1

0.0

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100
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13．和歌山県部落差別の解消の推進に関する条例 

【性別】 

性別でみると、「内容も知っている」の割合は女性（3.0％）より男性（5.8％）のほうが2.8

ポイント高く、認知度は大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は70歳以上が6.7％で最も高く、認知度も70

歳以上が46.4％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.8

3.0

29.2

31.8

62.3

60.8

2.8

4.4

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

1.8

4.1

3.9

3.4

3.7

6.7

5.3

20.2

25.4

22.0

28.9

39.8

39.7

94.7

76.1

69.2

72.7

65.8

52.8

43.3

0.0

1.8

1.2

1.5

1.9

3.7

10.3

内容も知っている

内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が18.3％で最も高く、認知度も公務

員が57.0％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は有田市・有田郡と御坊市・日高郡がと

もに5.8％で最も高く、認知度は有田市・有田郡が47.5％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.0

7.2

18.3

1.9

1.6

0.0

2.7

4.7

0.0

42.0

37.1

38.7

21.8

33.9

10.8

31.1

37.5

20.0

44.0

51.5

43.0

73.9

62.2

89.2

62.8

49.4

80.0

8.0

4.1

0.0

2.4

2.4

0.0

3.4

8.3

0.0

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

3.1

4.9

4.6

4.8

5.8

5.8

2.8

5.1

29.1

30.5

26.1

29.4

41.7

35.6

31.5

31.6

62.9

64.6

65.4

61.9

51.7

57.7

60.8

59.5

4.9

0.0

3.9

4.0

0.8

1.0

4.9

3.8

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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4.8

4.4

31.0

38.1

61.3

53.9

2.8

3.6

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

14．和歌山県新型コロナウイルス感染症に係る誹謗中傷等対策に関する条例 

【性別】 

性別でみると、認知度は男性（35.8％）より女性（42.5％）のほうが6.7ポイント高くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は20歳代が8.3％で最も高く、認知度は60歳

代が45.4％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

8.3

5.9

4.9

4.2

3.3

4.0

26.3

30.3

29.6

31.7

33.5

42.1

39.3

73.7

59.6

63.3

62.4

60.5

51.8

47.2

0.0

1.8

1.2

1.0

1.9

2.7

9.5

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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3.5

8.5

4.6

6.3

5.0

4.8

3.5

5.1

30.6

37.8

29.4

35.7

42.5

46.2

39.2

41.8

61.7

53.7

62.7

53.2

50.8

48.1

53.8

50.6

4.1

0.0

3.3

4.8

1.7

1.0

3.5

2.5

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が15.1％で最も高く、認知度も公務

員が48.4％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は海南市・海草郡が8.5％で最も高く、

認知度は御坊市・日高郡が51.0％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

5.2

15.1

4.3

2.8

10.8

2.0

4.3

0.0

34.0

41.2

33.3

28.0

41.8

27.0

40.5

37.9

13.3

60.0

48.5

50.5

65.9

53.8

62.2

54.7

50.2

86.7

6.0

5.2

1.1

1.9

1.6

0.0

2.7

7.5

0.0

内容も知っている
内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100
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15．和歌山県犯罪被害者等支援条例 

【性別】 

性別でみると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「内容も知っている」の割合は30歳代が3.6％で最も高く、認知度は70歳

以上が42.1％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.3

1.4

27.3

29.9

66.7

64.9

2.6

3.7

内容も

知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

0.0

2.8

3.6

0.5

1.9

2.3

3.2

10.5

19.3

20.7

21.5

25.9

37.1

38.9

89.5

77.1

74.6

76.6

70.3

57.5

48.8

0.0

0.9

1.2

1.5

1.9

3.0

9.1

内容も知っている

内容は知らないが聞いたことはある

まったく知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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2.6

4.9

2.0

0.8

2.5

1.9

1.4

2.5

26.5

30.5

25.5

31.0

29.2

29.8

37.1

29.1

66.8

64.6

69.3

64.3

67.5

67.3

57.3

64.6

4.1

0.0

3.3

4.0

0.8

1.0

4.2

3.8

内容も知っている

内容は知らないが

聞いたことはある まったく知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100

【職業別】 

職業別でみると、「内容も知っている」の割合は公務員が8.6％で最も高く、認知度は自営

業が44.3％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「内容も知っている」の割合は海南市・海草郡が4.9％で最も高く、

認知度は田辺市・西牟婁郡が38.5％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0

1.0

8.6

1.6

2.0

0.0

1.4

2.8

0.0

36.0

43.3

29.0

19.4

29.1

16.2

30.4

37.2

20.0

56.0

50.5

62.4

77.2

66.9

83.8

65.5

52.6

80.0

6.0

5.2

0.0

1.9

2.0

0.0

2.7

7.5

0.0

内容も知っている

内容は知らないが聞いたことはある まったく知らない 無回答
農林水産業

(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（２）「(公財)和歌山県人権啓発センター」の認知度 

問23 あらゆる人権問題に関する啓発活動の推進と情報発信の拠点である「（公財）和歌山県

人権啓発センター」のことを知っていますか（○は１つだけ） 
 

「知らない」の割合が50.3％で最も多く、次いで「名前は聞いたことがある」が37.2％、

「知っている」が9.3％となっています。「知っている」と「名前は聞いたことはある」をあ

わせた認知度は46.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、「知っている」は女性（7.9％）より男性（12.1％）のほうが4.2ポイント高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、「知っている」は70歳以上が12.7％で最も高く、認知度も70歳以上が

54.4％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.3 37.2 50.3 3.2

知っている 名前は聞いたことがある 知らない 無回答

Ｒ５年度調査
(回答者数=1,356)

(%)
0 20 40 60 80 100

12.1

7.9

36.2

39.8

51.3

51.4

0.4

0.9

知っている 名前は聞いたことがある 知らない 無回答

男性
(n=538)

女性
(n=776)

(%)
0 20 40 60 80 100

10.5

4.6

11.2

7.8

6.1

12.0

12.7

15.8

34.9

26.0

42.0

39.9

41.1

41.7

73.7

60.6

62.7

50.2

53.2

46.5

42.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.3

2.8

知っている

名前は聞いたことがある

知らない 無回答

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

(%)
0 20 40 60 80 100
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【職業別】 

職業別でみると、「知っている」の割合は公務員が31.2％で最も高く、認知度も公務員が

69.9％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【居住地域別】 

居住地域別でみると、「知っている」の割合は有田市・有田郡が15.0％で最も高く、認知度

も有田市・有田郡が52.5％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.0

10.3

31.2

6.5

4.4

8.1

6.1

12.3

13.3

50.0

38.1

38.7

34.9

39.8

18.9

45.3

38.7

33.3

34.0

51.5

30.1

58.1

55.8

73.0

47.3

47.0

53.3

2.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

1.4

2.0

0.0

知っている 名前は聞いたことがある 知らない 無回答

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

(%)
0 20 40 60 80 100

8.3

11.0

9.2

8.7

15.0

5.8

11.2

11.4

40.9

34.1

36.6

38.9

37.5

36.5

36.4

36.7

49.7

54.9

54.2

51.6

47.5

56.7

51.0

51.9

1.2

0.0

0.0

0.8

0.0

1.0

1.4

0.0

知っている 名前は聞いたことがある 知らない 無回答

和歌山市
(n=509)

海南市・海草郡
(n=82)

紀の川市・岩出市
(n=153)

橋本市・伊都郡
(n=126)

有田市・有田郡
(n=120)

御坊市・日高郡
(n=104)

田辺市・西牟婁郡
(n=143)

新宮市・東牟婁郡
(n=79)

(%)
0 20 40 60 80 100
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（３）関心がある和歌山県や(公財)和歌山県人権啓発センターの取組 

問24 すべての人の人権が尊重される社会の実現のため、和歌山県や(公財)和歌山県人権啓

発センターでは次のような取組を行っていますが、その中で関心があるのはどの取組で

すか（○はいくつでも） 
 

「人権侵害を受けた人への相談や支援」の割合が58.6％で最も多く、次いで「テレビやラ

ジオなどのメディアを使った啓発活動」が28.0％、「ホームページやＳＮＳを使った啓発活動」

と「人権啓発イベント（ふれあい人権フェスタなど）の開催」がともに19.1％となっていま

す。 

平成30年度調査と比較すると、いずれの項目も大きな変化はありませんが、「人権啓発イベ

ント（ふれあい人権フェスタなど）の開催」の割合は増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.6

11.2

28.0

19.1

19.1

13.6

11.4

14.7

5.9

7.7

1.0

16.2

4.3

62.7

8.1

29.8

16.7

15.8

10.8

15.0

4.8

9.0

1.5

11.3

3.7

62.2

8.4

31.2

16.8

15.4

12.6

15.2

5.0

8.4

2.3

11.1

2.6

59.3

8.6

29.2

15.1

16.6

9.0

16.7

6.7

1.5

15.9

6.1

0 20 40 60 80

Ｒ５年度調査

(回答者数=1,356)

Ｈ30年度調査

(回答者数=1,549)

Ｈ25年度調査

(回答者数=1,361)

Ｈ20年度調査

(回答者数=1,581)

人権侵害を受けた人への相談や支援

人権に関する啓発冊子の作成

テレビやラジオなどのメディアを使った啓発活動

ホームページやＳＮＳを使った啓発活動
※1

人権啓発イベント（ふれあい人権フェスタなど）の開催

人権に関する講演会の開催

ワークショップのような少人数を対象とした研修会の開催

ＮＰＯなどと連携を深め、その自主的・主体的な人権尊重
の活動を支援

人権に関する図書や啓発ビデオなどの資料の収集・貸し出し

広く県民から人権に関する詩やポスターなどの募集
※2

その他

特に関心のあるものはない

無回答

(MA%)

※1 R5年度で新たに設けた選択肢 

※2 H25年度で新たに設けた選択肢 
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【性別】 

性別でみると、「ＮＰＯなどと連携を深め、その自主的・主体的な人権尊重の活動を支援」

の割合は女性（13.5％）より男性（17.7％）のほうが4.2ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.0

13.0

31.0

21.6

17.3

16.5

9.7

17.7

7.4

8.6

0.7

17.1

0.9

59.5

10.4

27.2

18.3

21.4

12.4

13.1

13.5

5.2

7.5

1.2

16.0

2.7

0 20 40 60 80

男性

(n=538)

女性

(n=776)

人権侵害を受けた人への相談や支援

人権に関する啓発冊子の作成

テレビやラジオなどのメディアを使った啓発活動

ホームページやＳＮＳを使った啓発活動

人権啓発イベント（ふれあい人権フェスタなど）の
開催

人権に関する講演会の開催

ワークショップのような少人数を対象とした研修会の
開催

ＮＰＯなどと連携を深め、その自主的・主体的な人権
尊重の活動を支援

人権に関する図書や啓発ビデオなどの資料の収集・
貸し出し

広く県民から人権に関する詩やポスターなどの募集

その他

特に関心のあるものはない

無回答

(MA%)
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【年齢別】 

年齢別でみると、「人権に関する啓発冊子の作成」、「人権に関する講演会の開催」、「広く県

民から人権に関する詩やポスターなどの募集」では70歳以上が最も高い割合となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

57.9

47.7

55.0

66.8

62.7

62.9

58.3

0 20 40 60 80

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

10.5

6.4

8.9

6.8

12.2

13.4

16.7

0 20 40 60 80

15.8

20.2

20.1

22.4

28.1

38.5

33.7

0 20 40 60 80

36.8

23.9

22.5

23.4

22.4

18.1

10.7

0 20 40 60 80
(MA%)

15.8

13.8

21.9

20.5

18.6

25.4

14.7

0 20 40 60 80

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

10.5

8.3

7.1

13.7

12.5

13.0

24.2

0 20 40 60 80

10.5

15.6

12.4

14.6

9.5

10.7

10.3

0 20 40 60 80

5.3

15.6

18.3

13.7

13.7

16.7

14.3

0 20 40 60 80
(MA%)

10.5

5.5

8.3

7.3

2.3

6.4

7.1

0 20 40 60 80

10歳代
(n=19)

20歳代
(n=109)

30歳代
(n=169)

40歳代
(n=205)

50歳代
(n=263)

60歳代
(n=299)

70歳以上
(n=252)

5.3

7.3

8.9

6.3

7.2

8.4

9.1

0 20 40 60 80

0.0

0.0

1.2

1.5

1.1

1.0

0.8

0 20 40 60 80

15.8

23.9

24.9

14.1

16.0

14.7

11.9

0 20 40 60 80
(MA%)

人権侵害を受けた

人への相談や支援

人権に関する啓発

冊子の作成

テレビやラジオな

どのメディアを

使った啓発活動

ホームページや

ＳＮＳを使った

啓発活動

人権啓発イベン

ト（ふれあい人

権フェスタな

ど）の開催

人権に関する

講演会の開催

ワークショップ

のような少人数

を対象とした研

修会の開催

ＮＰＯなどと連携

を深め、その自主

的・主体的な人権

尊重の活動を支援

人権に関する図書

や啓発ビデオなど

の資料の収集・貸

し出し

広く県民から人権

に関する詩やポス

ターなどの募集

その他
特に関心のある

ものはない
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【職業別】 

職業別でみると、「人権侵害を受けた人への相談や支援」の割合は公務員が69.9％で最も高

く、「ホームページやＳＮＳを使った啓発活動」の割合は学生が37.8％で最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

56.0

68.0

69.9

60.2

61.4

43.2

64.2

54.2

53.3

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

14.0

16.5

19.4

7.0

8.8

5.4

12.8

16.2

6.7

0 20 40 60 80

36.0

25.8

20.4

28.2

29.5

13.5

34.5

30.4

26.7

0 20 40 60 80

18.0

16.5

26.9

23.9

18.3

37.8

19.6

11.9

6.7

0 20 40 60 80
(MA%)

26.0

16.5

34.4

15.9

19.1

10.8

25.7

17.8

26.7

0 20 40 60 80

農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

26.0

14.4

20.4

9.4

11.6

8.1

15.5

18.6

13.3

0 20 40 60 80

28.0

9.3

22.6

10.8

12.0

18.9

8.8

7.1

13.3

0 20 40 60 80

24.0

10.3

16.1

14.2

14.3

16.2

14.2

17.0

20.0
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(MA%)

8.0

3.1

11.8

4.8

4.8

10.8

6.1

6.7

6.7
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農林水産業
(n=50)

自営業
(n=97)

公務員
(n=93)

会社員・団体職員
(n=372)

パート、アルバイト
(n=251)

学生
(n=37)

家事に従事
(n=148)

無職
(n=253)

その他
(n=15)

14.0

5.2

11.8

5.6

6.8

10.8

10.1

9.5

0.0
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0.0

1.0

1.1

0.8

0.8

0.0

2.0

0.8

0.0
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10.0

13.4

11.8

18.8

17.9

13.5

12.8

18.6

13.3

0 20 40 60 80
(MA%)

人権侵害を受けた

人への相談や支援

人権に関する啓

発冊子の作成

テレビやラジオな

どのメディアを

使った啓発活動

ホームページやＳ

ＮＳを使った啓発

活動

人権啓発イベン

ト（ふれあい人

権 フ ェ ス タ な

ど）の開催

人権に関する

講演会の開催

ワークショップ

のような少人数

を対象とした研

修会の開催

ＮＰＯなどと連携

を深め、その自主

的・主体的な人権

尊重の活動を支援

人権に関する図書や

啓発ビデオなどの資

料の収集・貸し出し

広く県民から人権

に関する詩やポス

ターなどの募集

その他 特に関心のある

ものはない
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【居住地域別】 

居住地域別でみると、「人権侵害を受けた人への相談や支援」の割合は海南市・海草郡が

65.9％で最も高く、次いで紀の川市・岩出市が64.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.3

65.9

64.1

61.9

60.0

60.6

56.6

57.0
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Ⅴ 自由意見 
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Ⅴ 自由意見                               

 

◎ 人権問題や和歌山県の人権施策などにご意見・ご要望などがございましたら、以下にご

自由にお書きください 

 

人権問題に関する意見を自由に記入してもらったところ、123名から延べ144件の意見が

寄せられました。 

 

○人権全般について 

記入内容 件数 

人権問題は難しい 7 

行政による人権施策の推進が重要である 6 

人権意識の啓発が必要である 4 

暴言等、差別を受けたことがある 4 

教育の場などで子供の頃から人権教育を学ぶことが大事である 3 

相談窓口の設置・充実 2 

他人に対する思いやりが大切である 2 

自分で人権を守る努力をすべき 2 

身近なところで人権教育を受ける機会があるといい 2 

人権問題は府県ではなく国の問題である 2 

人権問題が少しずつでも解決してほしい 2 

権利を盾に横暴している人がたくさんいる 1 

若者世代に向けた人権施策を推進すべき 1 

人権問題は平等ではない 1 

当たり前の権利が守られるようになってほしい 1 

人権侵害した人への再発防止について厳しく対応してほしい 1 

声の大きい人の意見ばかりではなく、本当の平等を実現させてほしい 1 

結婚について、未だ人権差別がある 1 

人権に関しては大人に課題がある 1 

人権侵害しないように気をつけたい 1 

国の軍事費予算をなくして、国民の命を守ることに予算を費やしてほしい 1 

人権侵害は、「富」や「財力」によるところが大きいのではないか 1 

社会的強者と、あたかも人権問題などないように論ずることこそが人権問題である 1 

根本的な問題を正さない限りなくならない 1 

人権を尊重するべき点は多くの人で話し合うべきだ 1 

計 50 

 

○女性の人権について 

記入内容 件数 

災害時の避難所でのあり方を考えるべき 1 

女性の人権の質問はあったが男性に関する質問がなかった 1 

不妊治療への支援を手厚くしてほしい 1 

計 3 
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○子供の人権について 

記入内容 件数 

虐待から子どもを守るための支援の強化 1 

育児手当をもっと充実させてほしい 1 

子供を狙う犯罪を防止してほしい 1 

行政が学校調査をすればいろいろ減る 1 

計 4 

 

○高齢者の人権について 

記入内容 件数 

高齢者の人権を尊重してほしい 2 

計 2 

 

○障害のある人の人権について 

記入内容 件数 

障害のある人の就労環境の整備をしてほしい 3 

障害のある人に対する偏見をなくしてほしい 1 

精神の病気を公表できる環境ではないと考える 1 

優先座席に健常者が座っており、障がい者に譲らない 1 

計 6 

 

○外国人の人権について 

記入内容 件数 

外国人には技術を盗まれるだけなので日本で働かせるべきではない 1 

朝鮮学校への補助金を復活すべきである 1 

計 2 

 

○犯罪被害者とその家族の人権について 

記入内容 件数 

加害者の人権より、被害者の人権の方が重要である 1 

犯罪被害者のための基金等金銭の保証ができたらいい 1 

犯罪者に人権は必要ない 1 

計 3 

 

○情報化社会による人権侵害について 

記入内容 件数 

事件を起こした人の個人情報がネットに上がらないための規制が必要 1 

ネット上で誹謗中傷を受けた場合の相手の特定、裁判を行うまでの手続きが長すぎる 1 

計 2 
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○性的少数者の人権について 

記入内容 件数 

ＬＧＢＴＱの人たちが住みやすい役所の対応をしてほしい（同性婚を認める等） 2 

「ジェンダーレス」を目指している中で、世間が一番ジェンダーを意識している 1 

計 3 

 
○働く人の人権について 

記入内容 件数 

労働環境の改善が重要である 3 

ハラスメントの解決は難しい 2 

働く人に対するハラスメントが問題である 1 

労働問題についての相談場所の職員の資質向上 1 

教員への保護者からの理不尽なクレーム等から守ってくれる機関がない 1 

パワハラを行っている会社に行政はどのような指導をしているのか疑問である 1 

就職の際、身元調査を行う企業がある 1 

職場でも人権差別がある 1 

貧富の差が学力に差が出て就職にもつながるので、中小企業の収入についても考え

てほしい 

1 

計 12 

 
○同和問題（部落差別）について 

記入内容 件数 

同和問題について学校等で教えないほうがよい 1 

同和地区を知らない 1 

同和地区の人の意識の改革を行う 1 

若い人が同和について知らないことは良い傾向である 1 

同和や部落の話をするべきではない 1 

計 5 

 
○北朝鮮当局による拉致問題について 

記入内容 件数 

遠い感じがして理解できていない 1 

日本が戦後、朝鮮人に対する日本の国家犯罪に誠実に対応していたら、日本人拉致な

ど起きなかった 

1 

計 2 

 
○その他 

記入内容 件数 

本県民意識調査に対する御意見 14 

アンケートにより、改めて関心をもった 10 

安心して住みやすくなってほしい 7 

職員に対する意見 4 

その他の意見 15 

計 50 

 
総合計 144 
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資料 人権に関する県民意識調査票 
 

 

  ※このページ以降も音声コードが入っていることを示す切り込みは入っていますが、音声

コードはここまでとなります。調査票に関するお問い合わせは、次に示す連絡先まで直

接お問い合わせください。 

 

             和歌山県企画部人権局 人権施策推進課 

             ＴＥＬ：０７３－４４１－２５６６（直通） 

             ＦＡＸ：０７３－４３３－４５４０ 
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